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県 央 広域 振興 園 
は じ め に ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 
{ 園 域 内 の 中 心 都市 と 近隣 の 市 町 と の つなが り を 生か し 、 

一 人 ひと り が 快適 で 安全 ・ 安 心 に 暮らせ る 地域 ーー 3 








1 生き が い に 満 ち 、 健 康 で 安心 し て 生活 し 続け る こと が で きる 
絆 の 強い 地域 社会 を つく り ま す 


(1) 保健 福祉 -----ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 5 
(2) 文化 スポ ー ツ -ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 15 
2 豊か な 環境 が 保全 され 、 自 然 の 恵み を 将来 に わた っ て 享受 で きる 

地域 社会 を つく り ま す ーー 20 
3 歴史 と 文化 を 継承 し な が ら 、 新 た な つなが りや 活力 を 感じ られ る 
地域 づく り を 進め ます -一 -一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 24 
4 過去 の 教訓 を 踏ま えた 防災 対策 を 進め ます -一 -一 一 一 -一 一 一 一 一 29 
5 安心 ・ 快 適 な 都市 環境 ・ 生 活 環境 を つく り ま す 一 一 一 一 -一 一 一 一 -一 34 





I |T 産 業 な どの 集積 や 豊富 な 農林 資源 を 生か し 、 











競争 力 の 高い 魅力 の ある 産業 が 展開 し て いる 地域 -一 一 一 一 一 一 39 
6 産学 官 金 連携 に よる IT 産業 の 育成 や も の づく り 産 業 の 
振興 に 取り 組み ます —----------------------------------------------- 41 
7 観光 ・ 食 ・ ス ポー ツ を 連携 させ た 交流 促進 に より 地域 経済 を 活性 化し ます 
(1) 観光 産業 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 45 
(2) 食 産 業 一 -一 -一 50 
8 米 ・ 園 芸 ・ 畜 産 の バラ ンス が と れ た 農業 の 持続 的 発展 と 活力 の ある 
農村 づく り を 進め ます ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 54 


9 森林 資源 の 循環 利用 促進 と も うか る 林業 ・ 木 材 産業 の 構築 を 進め ます — 61 
10 地域 産業 の 特性 に 応じ た 産業 人 材 の 確保 ・ 育 成 と や り が い を 持っ て 


働く こと が で きる 労働 環境 の 整備 を 進め ます 一 一 一 一 一 -一 67 
11 産業 経済 活動 を 支え る 交通 ネッ トワ ー ク を 整え ます 一 -一 一 -一 -一 -一 72 


巻末 資料 「 県 央 圏 域 重 点 指標 」 一 覧 一 一 一 一 一 一 一 一 -一 一 一 一 -一 75 


は じ め に 


1 地域 振興 プラ ン の 策定 趣旨 

人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 が 進行 する 中 、4 広域 振興 園 の 振興 に 当たっ て は 、 地 域 が 置か れ て い 
る 状況 や 地域 資源 の 特性 を し っ か り と 捉え 、 各 広 域 振 興 導 域 の 持つ 強み を 伸ばし 、 弱み を 克服 
する 施策 を 講じ る こと が 必要 で す 。 

こう し た こと か ら 、「 い わ て 県 民 計 画 (2019 て 2028) 」 長 期 ビ ジョ ン 第 7 章 で は 、 各 広域 振興 
圏 の 目指 す 姿 の 実現 の た め に 、 地 域 の 特性 を 踏ま えた 基本 的 な 考え 方 と 取組 方 向 に つい て 示し 
て いま す 。 

地域 振興 プラ ン は 、 各 広域 振興 隆 に お ける これ ら の 取組 を 推進 する た め 、 重点 的 ・ 優 先 的 に 
取り 組む 施策 や 、 そ の 具体 的 な 推進 方 策 を 明らか に し 、 長期 ビジ ョ ン の 実効 性 を 確保 する も の 
で ず 。 































































































2 地域 振興 プラ ン の 期間 

「 い わ て 県 民 計 画 (2019 て 2028)」 長 期 ビ ジョ ン 第 7 章 の 第 1 期 ア クシ ョ ンプ ラン と し て 策 
定 す る も の で 、 マニフェスト ・ サ イク ル を 考慮 し た 2019 年 度 か ら 2022 年 度 ま で の 4 年 間 の 計 
画 と し ます 。 





3 地域 振興 プラ ン の 構成 
は じ め に 、「 い わ て 県 民 計 画 (2019 て 2028)」 長期 ビジ ョ ン 第 7 RICK CHAE A 
指す の 実現 の た め に 設定 し た 「 取 組 方 向 」 に 基づき 、「 振 興 才 集 の 基本 方 向 」 と 、 こ れ を 推 
進 す る た め の 目 標 と な る 重点 指標 を 示し て いま す 。 
次 に 、 特 に 重点 的 に 取り 組む 「 重 点 施策 」 ご と に 、 取 組 の 「 基 本 方 向 」 や 、 現 状 と 課題 を 踏 
まえ た 「 県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 」 を 示す と と も に 、「 県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 」 
を 示 し て いま す 。 




























































































【 目 指す 姿 (長期 ビジ ョ ン か ら の 再掲 )】 
県 都 を 擁する 圏 域 と し て 、 産 業 ・ 人 ・ 暮 らし の 新た な つなが り を 生み 出す 





連携 の 深化 に より 求心力 を 高め 、 東 北 の 拠点 と し て の 機能 を 担っ て いる 地域 





【 振 興 施策 の 基本 方 向 (長期 ビジ ョ ン か ら の 再掲 )】 


I 圏 域内 の 中 心 都 市 と 近隣 の 市 町 と の つなが り を 生か し 、 一 人 ひと り が 快適 で 安全 ・ 
安心 に 暮らせ る 地域 














圏 域 内 の 地域 特性 や 地域 資源 を 生か し な が ら 、 医 療 ・ 福 祉 ・ 子 育て な ど 安 全 ・ 安 心 な 生 
活 を 支え る 取組 や 、 若者 や 女性 な どの 参画 に よる 地域 づく り 、 住民 サー ビス を 支え る 社会 
基盤 の 整備 な ど を 進め ます 。 


















































I IT 産業 な どの 集積 や 豊富 な 農林 資源 を 生か し 、 競 争 力 の 高い 魅力 の ある 産業 が 


展開 し て いる 地域 




















E か し 、 産 学 官 金 連 携 に よる イノ ベー ショ ン の 創出 や 観光 ・ 


了 时 




















産業 の 特性 や 地域 資源 を 4 
食 ・ ス ポー ツ を 連携 させ た 交流 の 促進 、 持続 可能 な 農林 業 の 振興 を 図る と と も に 、 埋 手 県 


で 育っ た 人 材 が 地元 で 働き 、 定 着 す る こと が で きる 取組 な ど を 進め ます 。 





















































4 地域 振興 プラ ン の 推進 
各 広 域 振興 賠 に お ける 「 目 指す 将来 像 」 を 実現 する た め に は 、 県 は も と より 地域 の 方 々 や N 
PO, 市町村 、 企業 な ど 多 様 な 主体 が 地域 の 課題 を 共有 し 、 力 を 合わ せ て 解決 を 目指 し て いく 
こと が 重要 で す 。 この た め 策 定 に 当たっ て は 、 地域 の 代表 者 等 で 構成 され る いわ ゆる 園 域 女 談 

会 に お ける 意見 や 地域 説明 会 、 パ ブリ ッ ク コ メン ト 等 を 踏ま え 策 定 し た も の で す 。 
この プラ ン の 推進 に 当たっ て は 、 政 策 推進 プラ ン や 復興 アデ ラン に 掲げ る 施策 な ど と 連携 し な 


















































































































































が ら 取 り 組 ん で いき ます 。 
また 、 今 後 の 進行 管理 に つい て は 、 上 記 寺 談 会 等 に より 地域 の 意見 を 十分 に 反映 させ な が ら 、 




















取組 を 進め て いき ます 。 





ぐ く 【 再 掲 】 の 表示 に つい て > 
複数 の 施策 項目 に 関連 する 「 県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 」 の 取組 内 容 や 目標 に つい て は 、 


最も 関連 性 の 高い 施策 項目 以外 に は 、【[【 再 掲 】】」 と し て 表示 し て いま す 。 






















































































【 振 興 施策 の 基本 方 向 】 


圏 域内 の 中 心 都市 と 近隣 の 市 町 と の つなが り を 生か し 、 


一 人 ひと り が 快適 で 安全 ・ 安 心 に 暮らせ る 地域 





圏 域 内 の 地域 特性 や 地域 資源 を 生か し な が ら 、 医 療 ・ 和 福祉 ・ 子 育て な ど 安 
全 ・ 安 心 な 生活 を 文 え る 取組 や 、 若 者 や 女性 な どの 参画 に よる 地域 づく り 、 
住民 サー ビス を 支え る 社会 基盤 の 整備 な ど を 進め ます 。 


【 県 央 圏 域 重点 指標 】 


① が ん 、 心 疾患 及 
び 脳 血管 疾患 で 死 
亡 する 人 数 [10 万 
人 当たり ]〕 














294. 0 (2016) 


154. 7 (2016) 


281.9 (2018) 


145.7 (2018) 


141, 3 29 


269. 8 2 


136. 8 (2020) 




















263. 7 (2021) 


132.3 (2021) 





② 在宅 医療 連携 拠点 の 事業 
区 域 数 

















③ 訪問 診療 を 受け た 患者 数 
[10 万 人 当たり ]〕 


4, 032. 7 (2016) 


4, 100. 1 (2017) 


4, 167.4 (2018) 


4, 234.8 (2019) 


4, 302. 1 (2020) 





④ 障がい 者 の グル ー プ ホー 
ム 利 用 者 数 


624 


658 


676 


694 


712 





⑤ 待機 児童 数 


91 


54 


27 


0 


0 





© 自殺 者 数 [10 万 人 当たり ]〕 


17.6 (2018) 


16.6 (2019) 


15.6 (2020) 


14.6 (2021) 





Q 公立 文化 施設 に お ける 催 
事 数 





445 


450 


455 


460 





⑧ スポ ー ツ 実施 率 


63.5 (2018) 


64.0 (2019) 


64.5 (2020) 


65.0 (2021) 





⑨ 公共 用 水域 の BOD (生物 化 
学 的 酸素 要求 量 ) 等 環境 基準 
達成 率 


100.0 


100.0 


100.0 


100.0 





一 人 1 日 当たり 家庭 系 ご 
み ( 資 源 に な る も の を 除く 。) 
排出 量 


503 (2016) 


494 (2018) 


485 (2019) 


476 (2020) 


467 (2021) 





⑪ 活動 中 の 元気 な コミ ュ ニ 
ティ 特選 団体 数 








⑫ 近年 の 洪水 に よる 浸水 家 
屋 四 解 消 率 





⑬ 歩道 設置 推進 箇所 の 整備 





⑭ 汚水 処理 人 口 普及 率 





























上 記 の 表 中 、 右 上 に ( 














E の 








京 の 目標 値 設 





) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 
え 方 に つい て は 、 巻 末 資 料 に 掲載 し て いま す 。 














度 以外 の 年 度 の 実績 値 駐 

















は 目標 値 を 


示し て いま す 。 





























重点 施策 項 


具体 的 推進 方 策 





































































































































































































































































































































































































































































































1 生き が い に 満 | (1) 保健 | ① 体 の 健康 づく り の 推進 
ち 、 健 康 で 安心 し | 福祉 ② ここ ろ の 健康 づく り の 推進 
て 生活 し 続け る こ @ あら ゆる 世代 の みん な が いき いき と 暮らす 地域 づく り 
と が で きる 絆 の 強 の 推進 
い 地 域 社 会 を つく 由 安心 し て 子ども を 生み 育て られ る 環境 づく り の 推進 
り ま す (2) 文化 | ① 地域 の 特色 や 人 材 等 を 活用 し た 文化 芸術 活動 の 推進 
スポ ー ツ |Q 文化 を めぐ る 新しい 動向 に 対応 し た 取組 の 推進 や 観光 
分 野 な ど へ の 活用 
③ 生涯 スポ ー ツ の 普及 啓発 と 推進 体制 の 強化 
2 豊か な 環境 が 保全 され 、 自 然 |① 多様 で 豊か な 環境 の 保全 ・ 保 護 の 推進 
の 恵み 々 を 将来 に わた っ て 享受 ② 3R と 廃棄 物 の 適正 処理 の 推進 
で きる 地域 社会 を つく り ま す | @ 地球 温暖 化 防 止 に 向け た 取組 の 支援 
3 歴史 と 文化 を 継承 し な が ら 、| ① 広域 連携 の 推進 
新た な つなが りや 活力 を 感じ |② 移住 定住 の 促進 
られ る 地域 づく り を 進め ます | @ 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 の 活性 化 
④ 多 文化 共 生 社 会 の 実現 を 見 据え た 取組 の 推進 
4 過去 の 教訓 を 踏ま えた 防災 |① 河川 改修 や ダム 建設 に よる 治水 安全 度 の 向上 
対策 を 進め ます ② 地震 に 強い 社会 資本 の 整備 
③ 市 町 、 関 係 団体 、 地 域 住民 と の 連携 に よる 防災 対応 
④ 災害 関連 情報 の 充実 強化 
5 安心 ・ 快 適 な 都市 環境 ・ 生 活 | ① 高 次 都市 機能 の 充実 
環境 を つく り ま す ② 中 心 市 街 地 の 活性 化 
图 ユニ バー サル デザ イン ・ 長 観 に 配慮 し た まち づく り の 推 
進 
Q 安全 ・ 安 心 な 歩行 空間 及び 自転 車 通行 空間 の 確保 
⑤ 汚水 処理 施設 の 計画 的 な 整備 
⑥ 社会 資本 の 計画 的 な 維持 管理 
Q 食 の 安全 ・ 安 心 の 推進 

















I 圏 域内 の 中 心 都市 と 近隣 の 市 町 と の つなが り を 


生か し 、 一 人 ひと り が 快適 で 安全 ・ 安 心 に 暮らせ る 地域 








BM 1-(1) 生き が い に 満 ち 、 健康 で 安心 し て 生活 し 続け る 
BH こと が で きる 絆 の 強い 地域 社会 を た つく り ます 
国 (保健 福祉 ) 


(基本 方 向 ) 

みん な が 生涯 に わた り 心 身 と も に 健康 で 安心 し て 自分 らし く 生 活 し 続け る こと が で きる よう 、 
関係 機関 や 企業 ・ 団 体 等 と 連携 し 、「 健 康 づ くり 宣言 」 な ど に よる 機運 醸成 を 行い 、 健 康 寿命 ! の 
延伸 に 向け て 若年 期 か ら 働 き 盛り 世代 、 そ し て 高齢 者 まで 、 こ ころ と 体 の 健康 づく り の 取組 を 推 





























進 し ます 。 

また 、 妊 娠 か ら 子 育て 期 に わた る 切れ 目 の な い 包 括 的 な 子育て 支援 体制 や 、 障 が い 者 、 高 齢 者 、 
経済 的 に 困 負 し て いる 世帯 な ど が 孤立 する こと な く 住 み 慣 れ た 地域 で 安心 し て 生活 し 続け る こ 
と が で きる よう 、 地 域 で 互い に 支え 合 う 包 括 的 な 生活 文 援 体制 の 構築 、 地 域 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 の 
連携 を 充実 する 取組 な ど を 推進 し ます 。 






































現状 と 課題 

県 央 較 域 に お ける 肥満 傾向 に ある 児童 ・ 生 徒 の 割合 は 、 平 成 28 年 度 (2016 年 度 ) に お い 
て 各 学 年 と も 県 平均 を 下回っ て いる も の の 全 Ni こ 比 べ 高 く 、 特 に 高校 3 年 生 は 近年 増 
加 傾 向 に ある こと な どか ら 、 循 環 器 疾患 等 の 生活 習慣 病 の リス ク 要 因 で ある 肥満 対策 を 若年 
期 か ら 推 進 し て いく 必要 が あり ます 。 

むし 歯 を 持た な い 子 ども の 割合 は 県 平均 を 上 回 っ て お り 、 子 ども の 歯 と 口 の 健康 状態 は 改 
善 さ れ て いる こと か ら 、 引 き 続 き 乳 幼児 期 か らむ し 歯 や 歯肉 火 な ど を 予防 する 生活 習慣 を 身 

に 付け る こと や 、 定 期 的 な 歯科 健康 診査 の 受診 に 向け た 普及 啓発 を 行う 必要 が あり ます 。 

市 町 の 食 育 推進 計画 に 基づき 、 地 域 に 根ざし た 食 育 と 食 を 楽し む 環 境 づ くり の 取組 が 進 
で いま す 。 

特定 健康 診査 ? 受 診 者 の 血圧 及び 脂質 リス ク 保 有 者 、 メ タ ボ リッ クシ ン ドローム“ 該当 者 及 
び 予 備 群 の 割合 は 男女 と も に 県 平均 より 高い こと か ら 、 働 き 盛り 世代 の 特定 健康 診査 受診 率 
及び 特定 保健 指導 実施 率 * の 向上 に より 、 生活 習慣 病 予備 群 の 早期 発見 と 指導 の 強化 を 図る 必 
要 が あり ます 。 

が ん 、 心 疾患 及び 脳 血 管 疾 患 の 年 齢 調整 死亡 率 * は 依然 と し て 全国 より 高い 状況 に ある こと 
か ら 、 栄 養成 分 表示 や ヘル シー メニ ュー 等 健康 に 配慮 し た 外食 ・ 惣 菜 店 の 増加 、 公 共 の 場 に 
お ける 受動 喫煙 * の 防止 、 運動 の で きる 環境 の 整備 な ど 、 適切 な 血圧 管理 の 推進 と 生活 習慣 の 
改善 に 向け て 更に 取り 組ん で いく 必要 が あり ます 。 

















































































































1 健康 寿命 : 健康 上 の 問題 で 何ら か の 制限 を 受け ず に 日 常 生 活 が で きる 期間 。 
2 RNN : 医療 保険 に 加入 する 40 歳 か ら 74 歳 の 被 保険 者 及び 被 扶養 者 に 対し 、 メ タ ボ リッ クシ ンド ロー ム を 早期 に 発見 す 
る た め に 行う 健 診 。 
3 メタ ボリ ッ ク シ ンド ロー ム : 内 臓 脂肪 型 肥満 に 加え 、 高 血圧 、 高 血糖 、 血 中 脂質 異 半 の うち 2 つ 以 上 を 合併 し て いる 状態 
4 特定 保健 指導 : 特定 健康 診査 の 結果 に お ける リス ク の 保有 状況 に 応じ 、 、 保 健 師 、 管 理 栄養 士 等 に よる 生活 習慣 改善 の た め 
に 実施 する 指導 。 
5 年 齢 調整 死亡 率 : 人 口 構成 の 異な る 集団 間 で の 死亡 率 を 比較 する た め に 、 死 亡 率 を 一 定 の 基準 人 口 (昭和 60 年 モデ ル 人 口 ) に あ 
て は め て 算出 し た 指標 。 
5 受動 喫煙 : 室内 又は これ に 人 準ずる 環境 に お いて 、 他 人 の た ば この 煙 を 吸わ され る こと 。 





























































































































DRI 
a 



































































































































全 が ん の 年 齢 調整 死亡 率 は 男女 と も に 減少 し て いま す が 、 女 必 














E の 大 腸 が ん 、 子 宮 が ん は 増 


加 傾 向 に ある こと か ら 、 検 診 の 重要 性 を 普及 啓発 する と と も に 、 精 密 検 査 を 含め た 受診 率 向 











上 の た め の 環 境 整 備 が 必要 で す 。 























県 央 圏 域 の 自殺 者 数 及び 自殺 死亡 率 は 平成 18 年 (2006 年 ) を ピー ク に 平成 22 年 (2010 
年 ) 以降 減少 傾向 に あり 、 平 成 24 年 (2012 年 ) か ら 平 成 28 年 (2016 年 





























まで の 5 か 年 平 均 


WY 














自殺 死亡 率 は 24.4 (県 24.8) と 県 より 下回っ て いま す が 、 保健 所 別に みる と 、 県 央 保健 所 管 








内 (盛岡 市 を 除く ) は 2 番目 に 高い 状況 で す 。 


















































生活 困 負 者 な どの ハイ リス ク 者 へ 配慮 し な が ら 、 子 ども ・ 若 者 か ら 働き 盛り 世代 、 高 齢 者 





まで 「 生 きる こと の 包括 的 な 支援 」 (自殺 総合 対策 大 綱 ) に 取り 組む 必要 が あり ます 。 


























VAR aD EBT + BERETA OAT 10 万 人 当たり の 人 数 は 、 





FEF 成 28 年 (2016 年 ) に お い 




















て 医師 299.6 人 (県 207.5 人 、 全 国 251.7 人 )、 歯 科 医 師 123.1 人 (県 81.2 人 、 全 国 82.4 
人 ) と も に 、 県 及び 全国 を 上 回 っ て いま す が 、 大 半 が 盛岡 市 周辺 に 集中 し 、 地 域 的 偏在 が 課 














題 に な っ て いま す 。 












































地域 医療 の 更 な る 充実 を 図る た め 、 引 き 続 き 医療 機関 の 役割 分 担 と 連携 の 推進 や 、 住 民 に 
対す る 適正 受診 の 麻 発 、 地 域 ・ 職 域 ・ 学 校 保健 等 の 関係 団体 で 構成 する へ ルス サポ ー ト ネッ 























トワ ー ク 会 議 を 通じ た 情報 提供 や 健康 づく り 等 を 推進 
平成 30 年 (2018 年 ) 1 月 に 岩手 県 立 療育 セン ター 及 O ひ 


















































し て いく 必要 が あり ます 。 





岩手 県 立 盛岡 と な ん 支援 学校 が 、 





2019 年 9 月 に は 岩手 医科 大 学 附属 病院 が 、 盛岡 市 か ら 矢巾 町 に 移 
が い 児 の 療育 体制 や 地域 の 医療 、 福 祉 の 充実 が 図ら れ 、 愚 者 の 受療 行動 等 の 変化 も 見 込ま れ 
る こと か ら 、 総 合 的 な 支援 体制 を 強化 する 必要 が あり ます 。 
高齢 者 世帯 、 子 育て 世帯 、 障 が い 者 や 経済 的 に 困 秋 し て いる 人 な ど 、 生 活 す る 上 で 様々 な 
課題 を 抱え 「 生 き に くさ 」 を 感じ て いる 人 が 「 生 き や す さ 」 を 実感 で きる よう 、 地 域 住民 や 
関係 機関 が 連携 し リン スト ッ プ で 相談 ・ サ ービス を 提供 する 体制 や 、 就 労 を 通じ た 社会 参加 
















































































の 促進 な ど 、 生 きる こと を 地域 で 支え る 包括 的 な 支援 体 1 






































転 す る こと な ど に より 、 障 






































骨 を 構築 し て いく 必要 が あり ます 。 


























高齢 者 の 在宅 医療 の 地域 ニー ズ を 把握 し 、 誰 知 症 等 に な っ て も 本 人 の 意思 が 尊重 され 暮 ら 























し 続け る こと が で きる よう 、 医 師 会 や 認知 症 サ ポー ト 

















Fe, Heke 


























支援 セン ター 等 、 入 院 医 

















療 機関 と 在宅 医療 に 関係 する 機関 が 連携 し 、 退 院 支援 担当 者 の 配置 や 入退院 調整 支援 機能 等 








を 強化 する 必要 が あり ます 。 


















































県 央 圏 城 の 出生 数 は 、 昭 和 55 年 (1980 年 ) の 6, 337 人 か ら 平 成 28 年 (2016 年 ) の 3, 473 





人 と 年 々 減少 する 一 方 で 、 高 齢 者 入口 は 、 平 成 29 年 (2017 年 ) の 129,727 人 か ら 、2025 年 














に は 142, 545 人 に 増加 する こと が 見 込ま れ て いま す 。 

















市 町 に お いて 、 子 ども を 安心 し て 生み 育て られ る よ 2 妊娠 、 出 産 、 子 育て 期 に わた る 切れ 
目 の な い 包 括 的 な 支援 と 、 高 齢 者 が 自分 らし く 住 み 慣 れ た 地域 で 安心 し て 生活 し 続け る こと 
が で きる よう 、 地域 の 実情 に 応じ た 地域 包括 ケア シス テム "等 を 構築 し て いく 必要 が あり ます 。 









































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 体 の 健康 づく り の 推進 















































地域 や 企業 等 に よる 「 健 康 づ くり 宣言 」 な どの 取組 と も 連携 し 
減 塩 及 び 野 菜 摂 取 量 の 増加 を 中 心 と し た 食 生活 や 運動 習慣 な どの 定着 普及 を 図る な ど 、 生 






































活 習 慣 病 の 発症 予防 に 関係 機関 ・ 団 体 が 一 体 と な っ て 取り 組み ます 。 
家庭 や 学校 、 医 師 会 等 関係 機関 と 連携 し 、 小 学校 低 学 年 か ら * 























、 生活 習 慣 の 改善 の た め 、 
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7 地域 包括 ケア シス テム : 高齢 者 が 可能 な 限り 、 住 み 慣れ た 地域 で その 有する 能力 に 応じ 自立 
うに する た め 、 医 療 ・ 介 護 ・ 介 護 予 防 ・ 住 まい ・ 生 活 支援 を 一 体 的 に 提供 する シス テム 。 















































し た 日 常 生活 を 営む こと が で きる よ 


本 的 生活 


习习 小 


I EHE YL D 7 DHE PEE , 





b 





市 町 職 
生か し た 食 育 の 取 弥 
外食 や 中 食 * の 利用 頻 
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事業 所 を 対象 と し た 
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口腔 の 健 
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世代 や 男性 の 受診 率 の 向上 や 




















束 づ くり の 取組 を 進め ます 。 
員 や 食 生 活 改 善 推進 


pus 


日 を 支援 し ます 。 
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で きる よう 環境 整備 を 進め ます 。 














適正 体重 








員 な ど を 対象 と する 研修 会 


度 が 高まっ て いる こと か ら 、 飲食 店 や 食 産業 と 


[健康 づ くり チャ レン ジ 事 業 」 や 健 


PT ATE MOO RA 





等 の 開催 を 通 


じ て 、 地 域 の 特性 


日 や むし 歯 と 食 生 活 な 
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り 、 信 ル 健 





NEO 世代 の アル コ 








束 障 害 を 含む 生 























健康 診査 や 特定 保健 指導 、 成 人 期 に 
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向上 
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ピン クリ ボン 運動 月 間 な ど 
に 向け て 働く 
多数 の 住民 が 利 





を 含め た 口腔 の 健康 づく り の 推進 等 
に 人 
世代 に 配慮 し た 検診 

用 する 施設 等 に 対 し 、 


喫煙 を 防止 する た め 


























と も に 、 受 動 





煙 対 策 を 推進 し ます 。 











ここ ろ の 健康 づく り の 推進 
子ども へ の 「 い の ちの 教育 」 を 、 
然 の 営み を 尊重 する 取組 等 を 通し て 推進 し ます 。 











事業 所 の 「 健 康 経営 "」 の 取組 を 支援 し ます 。 
お ける 歯科 健康 診 





*( こ 取り 組み ます 。 


























od acai A 
ころ の 健康 づく り を 推進 する た め 、 学校 、 
ゃ うつ 病 、 アル コー ル 健 康 障害 等 に 関す る 1 














トキ ー パ ー" の 普及 な ど に 取り 組み ます 。 
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座 な ど を 実 
保健 ・ 医 療 ・ 


ナ 止 め 方 に つい て 、 教 職員 や 施設 職 
取り 組み ます 。 

商工 労働 団体 や 企業 等 と 連携 し 、 事 業 所 等 へ の メン タル ヘル ス 対 策 の 普及 啓発 や 出 
施し 、 働 き 盛 り 世 代 の メン タル ヘル ス “" の 推 
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、 医 療 機 
活動 の 促進 
域 の 関係 機関 が 連 
こ 向 け 地域 全体 で 必要 な 支援 を 行う と と も に 
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に 取り 組み ます 。 
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こ 実 践 する こと 。 


ペー: 地域 や 職場 、 教 育 等 の 分 野 に お いて 、 身 近 な 人 の 
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主 菜 ・ 副 菜 を 組み 合わ せ た 食 





可 上 に つなが る と いう 考え 方 に 立っ て 、 経 営 的 な 視点 か ら 、 
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予防 対策 を 更に 推進 する た め 、 市 町 、 学 校 、 関 係 機関 ・ 団 体 等 と 連携 し 、 
周知 や SOS の 出し 方 の 教育 ・ 学 習 、 
こ 対 する 研修 の 実施 等 、 


子ども が 出し た SOS の 受 
児童 生徒 へ の 支援 の 充実 


前 講 





り な 

















项 者 


、 そ の まま (調理 する こ 








無理 


従 


応じ て 専門 相談 機関 へ つ 





研修 会 を 開催 する な ど 包 括 的 な 支援 














高齢 者 、 障 が い 児 ・ 者 、 経 済 的 に 
等 、 様 々 な 理由 か ら 課 題 を 抱え て い 



































の 強化 を 図り ます 。 
③ あら ゆる 世代 の みん な が いき いき と 暮らす 地域 づく り の 推進 








困 氏 し て いる 人 、 ひ きこ も り 状 態 に ある 人 や LGBT 


る 人 々 が 、 住 み 慣 れ た 地域 で 安心 し て 暮らす こと が で 





























きる よう 、 地 域 包括 ケア の 推進 、 療 


会 参加 の 支援 等 、 住 民 同士 が 互い に 認め 合い 共 ( 
地域 の 包括 的 な 支援 体制 を 支え る 医療 、 介 護 、 
GC RA tN a 
第 座 等 に よる 啓発 事業 を 実施 し ます 。 
ar 医療 、 福 祉 、 行 政 で 構成 する 盛岡 構想 区 域 地 : 























* BEBE D BBE UF 247 9 Te HH 





Alla 















































性 期 か ら 在 宅 医 療 ・ 介 護 ま で の サー 
れる 体制 の 整備 に 取り 組み ます 。 
































か か りつ け 医 の 認知 症 対応 力 向上 研修 や 認知 症 診断 
ー タ ー の 養成 や 市 町 に お ける 認知 症 カ フェ の 設 
認知 症 の 人 や 家族 が 住み 慣れ た 地域 で 安心 し て 暮らす こと の で きる 支援 体制 構築 等 の 取組 





を 支援 し ます 。 
生活 支援 コー ディ ネー ター に よる 




















る 介護 予防 事業 等 に 地域 の 高齢 者 が 参加 し や すい よう 


す 。 
高齢 者 や 障がい 者 が 住み 慣れ た 地 
ホー ム 等 の 各種 サー ビス の 拡充 、 農 









































生活 の 中 で 生き に くさ を 感じ て い 





受け られ る よう 、 地域 住民 や 関係 機関 と 連携 し 、 生活 
に 、 就 労 を 通し て 











や 家計 改善 等 の 支援 を 行う と と も 
イン クル ー ジ ョ ン を 実現 する た め 
支援 を 行い ます 。 
災害 時 に お ける ニー ズ に 対応 し 























年 9 月 の 岩手 医科 大 学 附属 病院 矢巾 町 移転 を 踏ま え 、 





福祉 人 材 の 育 


育 体制 や 様々 な 福祉 サー ビス の 充実 、 就 労 を 通じ た 社 
に 支え 合う まち づく り に 取り 組み ます 。 
成 ・ 確 保 ・ 定 着 を 図る た め 
図る ほか 、 中 学生 を 対象 に 進 











成 医疗 构想 





ビス が 、 住 民 ニ ー ズ ( 























受皿 促進 、 


に 応じ 


に 関す 


ee en ni 


























調整 会 議 等 を 通じ 、2019 





医療 と 介護 が 有機 的 に 連携 し 高度 急 








効率 的 か つ 効 果 的 に 提供 さ 





プン jo 


る 相談 の 実施 、 誰 知 症 サ : 





























地域 の 実情 に 応じ た 生活 支援 サー ビス の 開発 や サー ビ 
ス 提 供 主体 間 の ネッ トワ ー ク づく り 等 の 活動 を 支援 する と と も 








上 


に 、 住 民 が 主体 的 に 運営 す 














に する た め の 市 町 の 取組 を 支援 し ま 





域 で 自分 らし くい きい き と 生 活 で きる よう 、 グ ルー プ 
ほ 林 福 連携 な どの 就労 支援 や 社会 参加 、 権 利 擁護 の 取組 
の 促進 や ユニ バー サル デザ イン 『 に 基づく まち づく りな ど 、 市 町 や 関係 機関 ・ 団 体 等 と 連携 
し 福祉 コミ ュ ニ ティ の 形成 を 推進 し ます 。 
る 人 が 、 早 期 に 各種 福祉 サー ビス 等 の 包括 的 な 支援 を 






































ras 








项 者 












































7 支援 制度 "に よる 住居 確保 




















効果 的 な 支援 体 





、 市 町 、 医 師 会 、 歯 科 医師 会 、 薬 剤 師 会 、 

















に つい て 、 





自分 らし く 社 会 参加 する ワー キン グ ・ 
に 中 間 的 就労 "の 場 の 確保 な ど 、 新 た な 社会 資源 創出 の 








災害 医療 コー ディ ネー タ 














災害 拠点 病院 等 で 構成 する 「 盛 岡 地域 災害 医 














eR HOHE 車 絡 会 議 」 に お いて 協議 し 、 
の 向上 に 取り 組み ます 。 
④ 安心 し て 子ども を 生み 育て られ る 環境 





若い 世代 が 家庭 を 築く こと や 子育て に 








は ユニ バー サル デザ イン : 年 齢 や 性 別 、 能 力 な ど に か か 





ザイ ン し よう と する 考え 方 。 
” 生活 困 徐 者 自立 支援 制度 : 生活 保護 に 至る 前 の 段階 に 



































災害 を 想定 し た 訓練 を 実施 する な ど 、 災 害 時 の 対応 力 


和 り の 推進 


わら ず 、 で きる 限り 、 


全て の 人 が 利 


望 を 持て る よう 、 











"いき いき 岩手 ” 結婚 サナ サポート 

















で きる よう に 製品 、 建 物 、 空 間 を デ 














お いて 早期 的 ・ 包 括 的 な 支援 を 行う た め 、 生 活 困 徐 者 か ら の 相談 を 受け て 






































年 (2015 年 ) 4 月 か ら 実 施さ れ て いる 








16 Rs キン グ ・ イ ンク ルー ジョ ン : 年 齿 、 性 別 、 障 が い の 有 無 、 








立 支 援 プ ラン を 作成 し 、 居 住 確保 支援 、 就 労 支 援 、 家 計 改 善 文 援 、 

















子ども の 学習 支援 な どの 各種 支援 を 実施 する 制度 。 平 成 27 





心身 の 不調 、 就 労 の 経験 ・ 状 況 な ど 、 一 人 ひと り が 異な る こと を 





認め て 受け 入れ 、 こ れ ら の 多様 な 人 材 が それ ぞ れ の 能力 等 を 活か し 、 そ の 人 に あっ た 働き 方 で 社会 参加 が で きる 就労 の か た ち 。 

















『 中 間 的 就労 : 一 般 就労 と 福祉 的 就労 と の 間 の 就労 形態 









































と し て 位置 づけ られ 、 


鍛 者 の 一 般 就 労 を 目的 に 、 民 間 事 業者 が 自主 事業 と し て 実施 する も の 。 












































きき 災害 医療 コー ディ ネー ター : 大 規模 災害 が 発生 し た 際 に 、 適 切な 医療 体制 の 構築 を 助言 し た り 、 医 療 機関 へ の 傷病 者 の 受入 れ 調 


整 な どの 業務 を 行う 者 。 












































(Ck ORES 











を を 継続 し て 行う こと が 困難 な 生活 了 困 






































セン ター" 及 び 市 町 等 と 連携 し て 結婚 を 支援 する と と も に 、 市 町 に お ける 妊娠 期 か ら 出 産 、 
子育て 期 ま で 、 切 れ 目 の な い 支 援 を 行う 「 子 育て 世代 包括 支援 セン ター2」 等 の 設置 を 促進 
し ます 。 

子育て 家庭 が 拡 立 し な いよ う 、 市 町 と 連携 し 地域 住民 が 支え あう 仕組 な づく りや 、 仕 
と 子育て の 両立 、 子 育て と 介護 の 両立 な ど 多 様 な 保育 ニー ズ を 把握 し 、 地 域 で 子育て を 支 
える 取組 や 、 保 育 士 等 の 人 材 確保 に 努め る な ど 、 子 育て 家庭 へ の 相談 ・ 支 援 を 行う 取組 を 
促進 し ま 
ie LPO HEE FOF INE ・ 早 期 対応 、 障 が い 児 及び 医療 的 な ケア や や 発達 障がい な 
どの 特別 な 支援 を 必要 と する 子ども の 療育 支援 を 充実 させ る た め 、 要 保護 児童 対策 地域 協 
議会 や 地域 自立 支援 協議 会 療育 関係 部 会 等 に より 、 地 域 の 保健 、 医 療 、 福 祉 、 教 育 等 の 関 
係 機関 の 連携 強化 を 図り 、 地 域 に お ける 包括 的 な 支援 体制 の 構築 を 促進 し ます 。 
fe CORRE SIE RICE a Aes Cre OMS 
れ な い 小 ・ 中 ・ 高 校生 等 に 対す る 学習 支援 や 生活 支援 を 拡充 し て いく と と も に 、 修 学資 
金 制度 等 の 活用 に よる 進学 支援 を 行う な ど 、 子 ども が 希望 する 進路 に 進む こと が で きる よ 
に 支援 し ます 。 

市 町 や 関係 団体 等 と 連携 ・ 協 力 し 、 子 ども 食堂 な ど 生 活 困 徐 世 帯 等 の 子ども の 居場所 づ 
くり の 取組 を 支援 する と と も に 、 地 域 の 高齢 者 な ど 多 様 な 年 齢 、 職 種 や 経験 を も っ た 地域 
住民 と の 交流 を 促進 し ます 。 
仕事 と 子育て の 両立 支援 及び 企業 に よる 子育て 支援 活動 を 促進 する た め 、「 い わ て 子育て 
に や さ しい 企業 等 」 の 認証 企業 や 「 い わ て 子育て 応援 の 店 」 協 賛 店 を 拡充 する な ど 、 企 業 
等 の 理解 や 協力 を 得 な が ら 、 子 育て 家庭 を 企業 等 も 含め た 地域 全体 で 支援 する 取組 を 促進 
し ます 。 
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で 9 a 














































































































“いき いき 岩手 " NN 結婚 を 希望 する 県 民 を 支援 する た め 、 公 益 財 団 法人 いき いき 岩手 支援 財団 が 、 県 ・ 市 
町 村 ・ 民 間 団 体 等 の 連携 に 、 県 内 3 カ所 (盛岡 市 、 奥 州 市 、 宮 古市 ) に 設置 し た 施設 。 
F 育 て 世代 ii a - 妊娠 か ら 子 育て 期 に わた る 切れ 目 な い 支 援 を 行う た め 、 保 健 師 等 を 配置 し て 総合 的 相談 支援 を 
提供 する ワン スト ッ プ 拠点 。 
? 「 い わ て 子育て に や さ し い 企業 等 」 認 証 企業 : 県 に お いて 、 仕 事 と 子育て の 両立 支援 な ど 男 女 が 共に 働き や すい 職場 環境 づく り 
に 取り 組む 企業 等 を 認証 し 、 顕 著 な 成果 が あっ た 企業 等 を 表彰 する 制度 。 対象 は 、 県 内 に 本 社 又 は 主たる 事務 所 が あり 、 常 時 雇用 
する 労働 者 の 数 が 300 人 以下 の 事業 所 等 。 






















































































































































































































































































































































































































































































































に 5 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
員 が 取り 組む 具体 的 な 
県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 
① 体 の 健康 づく り の 推進 、 _ 
禁 関係 機関 ・ 団 体 と 一 体 と な っ た 体 の 健康 づく り に 関す る 正しい 知識 
・ 生 活 習 慣 病 予 防 に 関す る 出前 講座 開催 回 数 の 普及 啓発 ・ 健 康 教育 の 実施 
a a oo に 対す る 「 健 康 経 営 」 の 取組 の 働き か け 
プロ 
18 22 24 26 28 
現状 値 は 2017 年 の 値 
周知 啓発 、 受 動 喫煙 防止 対策 の 推進 
子ども ・ 若 者 及び 働き 盛り 世代 等 を 対象 と し た 出前 講座 の 開催 
・ 市 町 村 国 保 特定 健康 診査 受診 率 (40 歳 -74 歳 ) 
(%) 特定 健康 診査 ・ が ん 検診 の 普及 盛 発 、 受 診 率 向 上 の た め の 取 組 の 推 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 i 
alee | | ee eee こ お け る 受診 し や すい 環境 づく り 及 び 受 診 勧 奨 の 強化 
E の 値 


現状 値 は 2016 人 


② ここ ろ の 健康 づく り の 推進 














标 








"ググ = = 78 





一 養成 数 (人 ) 





殺 対 策 ア クシ ョ ンプ ラン (2019~2023) の 推進 




















現状 値 | 20 


2020 2021 











1, 905 2, 0 





2, 000 2, 000 

















現状 値 は 2017 有 

















ま 康 づく り ( 








こ 関 する 出前 講座 開催 回 数 























2019 


2020 2021 


2022 











19 








21 23 


25 











ED 





現状 値 は 2017 有 


③ あら ゆる 世代 の みん な が いき いき と 
暮らす 地域 づく り の 推進 











標 











・ 認 知 症 サ ポー ター 養成 数 (人 ) 〔 累 計 ] 


文 、 職場 、 地 域 に 























関係 機関 





子ども ・ 若 者 を 対象 と し た 出前 講座 の 開催 











体 と 連携 し た 包括 的 な 取組 の 強化 








お ける うつ 病 等 
の 周知 、 ゲ ー ト キー パー の 普及 


事業 所 等 を 対象 と し た 働き 盛り 


の 正しい 知識 の 普及 啓発 、 相 談 

















世代 へ の 出前 講座 の 開催 























现状 值 


2019 


2021 


2022 








5, 730 2, 











700 8, 100 




















市 町 と 連携 し た 認知 症 サ ポー タ 





ー 養 成 へ の 支援 








10, 800 











标 





現状 値 は 2017 
か ら の 泉 計 











a. 





単 有 











値 は 2019 


・ 認 知 症 カ フェ 設置 市 町 数 (市 町 ) [ 黑 计 ] 























現状 値 | 2 


019 2020 2021 


2022 





5 








7 8 8 








8 


市 町 と 連携 し た 認知 症 カ フェ へ の 支援 


認知 症 カ フェ の 設置 支援 
































現状 値 は 201 





7 年 








10 








県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































11 


























~2018 2019 2020 2021 2022 
・ 障 が い 者 就業 ・ 生 活 支 援 セ ンタ ー 支 援 対 象 者 の 就 
職 率 (%) 
現状 = : 
SURE | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 | |@ 一 RMR RRS OmmR 
13 15 16 17 18 
現状 値 は 2017 年 の 値 
と に や さ し い 駐車 場 々 利用 証 制度 駐車 区 画数 
(区 画 ) 【累计 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 | le— 障がい 者 等 が 利用 する 駐車 場 区 画数 の 拡大 
447 469 480 491 502 
現状 値 は 2017 年 の 値 
生活 困 徐 者 に 対す る 包括 的 支援 の 強化 
・ 生 活 困 徐 者 自立 支援 制度 新規 相談 件 数 の うち プラ ン 相談 支援 機関 と 関係 機関 の ネッ トワ ー ク の 構築 
を 作成 し た 割合 (%) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 福祉 、 就 労 、 教 育 、 税 務 部 門 等 と の 連携 の 強化 に 
よる 生活 困 徐 者 に 対す る 支援 の 強化 
25 28 29 31 32 
状 値 は 2017 年 の 値 
He Ob gee yee Pee 
・ ワ ー キ ング ・ イ ンク ルー ジョ ン の 推進 に 係る ネッ ト lg a eal BR 
ワー ク 会 議 に 参加 する 民間 事業 所 等 の 数 の 設置 ・ 協 議 
(箇所 ) 【累计 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 就労 を 通し て 社会 参加 する ワー キン グイ ンク ルー ジョ ン 
一 5 8 11 15 業者 へ の 普及 啓発 
目標 値 は 2019 年 か ら の 黒 店 
6 1 = t ネ 4 トワ ー ク 会 議 の 設置 ・ 農 林業 と の 連携 
中 間 的 就労 モデ ル 事 
業 の 実施 
・ 地 域 災害 医療 対策 関係 者 の 連絡 会 議 へ の 
参加 団体 数 (団体 ) 
现状 值 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 | 。| 地域 災害 医療 対策 関係 者 連絡 会 議 の 開催 、 情 報 伝達 訓練 等 の 
30 30 30 30 30 実施 
現状 値 は 2017 年 の 値 
2 ひと に や さ し い 駐車 場 : 障がい 者 、 高 齢 者 、 妊 産婦 等 に 「 ひ と に や さ し い 駐車 場 利用 証 」 を 発行 し 、 公 共 施 設 や 商業 施設 な ど に あ 
車いす 用 の 駐車 場 の 適正 利用 を 図る 制度 。 
















































































工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 
県 が 取り 組む 基体 的 な 推進 方 策 こ 2018 | 2019 2020 2021 2022 
④ 安心 し て 子ども を 生み 育て られ る 環境 づ 

くり の 推進 

LE 

. 結婚 サポ ー ト セン ター ノ 会 登録 者 数 (人 ) [ 果 计 ] 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 ; = 一 

e_ 結婚 サポ ー ト セン ター 活動 の 周知 
766 1, 266 1,516 1, 766 2,016 
現状 値 は 2017 年 の 値 


































































































































































































・ 子 育て 世代 包括 支援 セン ター 設置 市 町 数 (市 町 
j て 世代 包括 援 ター 設置 市 町 数 (市 町 ) Peer ee 
[ 黑 计 ] 
现状 值 | 2019 2020 2021 2022 文才 
1 5 8 8 8 セン ター の 設置 支援 
現状 値 は 2017 年 の 値 
セン ター の 運 潮 
・ 放 課 後 児童 クラ ブ 設置 数 (毎年 度 5 月 1 日 時 点 の 
クラ ブ 数 ) (箇所) CARH @ 一 | 放課後 児童 クラ ブ の 設置 ・ 運 営 に 係る 市 町 へ の 助言 ・ 支 援 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
118 125 129 133 137 
現状 値 は 2017 年 の 値 
子ども の 学習 支援 事業 の 深化 














・ 子 ども の 学習 支援 参加 生徒 数 (人 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
82 104 115 126 137 





支援 対象 者 の 拡大 並び に 生 









































現状 値 は 2017 年 の 値 





学校 ・ 家 庭 以外 の 居場所 づく り 、 高 校 中 退 防 


止 及び 進路 選択 に 等 に 関す る 支援 

















* いわ て 子育て に や さ し い 企業 全 等 認 \ 証 の 認証 数 





























an 











Zu 

















5 





( 社 ) Gah) 
現状 
SURI | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 認証 制度 の 周知 及び 旋 証 促進 を 図る た め の 企業 訪 
13 33 43 53 63 





























現状 値 は 2017 年 の 値 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 

| (市 町 ) 

・ 食 生活 改善 、 健 康 ・ 運 動 な どの 生活 習慣 病 対策 の 推進 
・ が ん 検診 、 特 定 健 診 、 特 定 保健 指導 の 円 滑 な 実施 

・ 受 動 喫煙 防止 の た め の 対 策 の 推進 

・ 食 育 推 進 計画 の 推進 
・ う つ 病 や 自殺 予防 に 関す る 住民 へ の 普及 、 啓 発 、 相 談 
・ ゲ ー ト キー パー の 養成 

・ 住 民 組 織 の 育成 ・ 支 援 

・ 地 域 医療 の 充実 に 向け た 住民 に 対す る 訂 発 広報 
医療 と 介護 の 連携 に 向け た 既存 の 話合い の 場 の 積極 的 活用 

・ 介 護 保 険 制度 の 適正 運営 

・ 地 域 包括 ケア シス テム の 構築 

・ 地 域 自立 支援 協議 会 の 運営 

・ 市 町 障がい 福祉 計画 の 推進 

・ 生 活 困 鑑 者 自立 支援 制度 の 住民 へ の 周知 及び 関係 機関 と の 連携 強化 
> KBR nn ee al WS 強化 

・ 市 町 子ども ・ 子 育て 支援 事業 計画 の 推進 

. 保育 を 必要 と する 子ども の 利用 定員 の 確保 

・ 妊 産婦 等 へ の 保健 指導 の 充実 

・ 周 産 期 医 療 機関 と の 連携 
・ 放 課 後 児童 クラ ブタ の 整備 促進 

・ 子 ども 食堂 な ど 子 ども の 居場所 づく り に 取り 組む 団体 と の 連携 
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(関係 機関 ・ 団 体 、 企 業 等 ) 

・ 食 生活 政 善 、 健 康 ・ 運 動 な どの 生活 習慣 病 対策 の 推進 

・ が ん 検診 、 特 定 健 診 、 特 定 保健 指導 の 円 消 な 実施 

・ 受 動 喫 煙 防 止 の 取組 

・ 食 育 活動 の 実践 

・ 事 業 所 に お ける 「 健 康 経営 」 の 推進 

ここ ろ の 健康 に 関す る 普及 、 啓 発 、 相 談 

・ ゲ ー ト キー パー の 養成 

・ か か りつ け 医 が 患者 に 対す る 救急 受診 に 必要 な 病状 説明 の 取組 
・ 地 域 住 民 が で きる だ け か か りつ け 医 を 持つ た め の 支 援 

・ 開 業 医 等 が 患者 に 対す る 連携 病院 の 情報 提供 

・ 医 療 機関 が 訪問 診療 、 訪 問 看 護 の 積極 的 推進 
・ 勤務 医 負 担 軽 減 の た め の 病 院 に お ける クラ ー ク の 導入 
・ そ の 他 医 療 連 携 等 地域 医療 の 充実 に 向け た 取組 推進 
・ 適 正 な 介護 保険 サー ビス の 提供 
・ 在 宅 患 者 等 へ の 服薬 支援 の 検討 | 
・ 災 害 時 に お ける 対応 マニ ュ ア ル の 策定 ・ 関 係 機関 と の 連携 体制 の 構築 (医療 機関 や ライ フラ | 





























































































































































































































” 放課後 児童 クラ ブ : 保護 者 が 労働 等 に より 昼間 家庭 に いな い 小 学校 等 に 通う 子ども た ち に 、 児 童 館 等 を 利用 し て 遊び や 生活 の 場 
を 提供 する も の で 、 仕 事 と 家庭 の 両立 や 児童 の 健全 育成 を 図る た め の 施 設 。 
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イン 関係 機関 な ど ) 

・ 生 活 支 援 及 び 多 様 で 安心 で きる 住ま い の 提 供 

・ 一 般 就 労 、 中 間 的 就労 及び 福祉 的 就労 の 場 の 確保 

・ 自 立 相談 支援 機関 と 連携 し て 、 生 活 困 徐 者 に 包括 的 な 支援 の 実施 
役 事業 主 行動 計画 の 策定 、 推 進 

・ 民 間 団 体 等 に よる 子育て 支援 活動 

・ 子 ども 食堂 な ど 子 ども の 居場所 づく り の 取組 

・ 小 児 救 急 医療 の 推進 、 電 話 相談 


































































































【 関 連 する 計画 】 
・ 岩 手 県 保健 医療 計画 (地域 編 ) (計画 期間 平成 30 年度 (2018 年 度 ) ~2023 年 度 ) 
・ 健康 いわ て 21 プラ ン (第 二 次 ) (計画 期間 平成 26 年 度 (2014 年 度 ) ~2022 年 度 ) 
・ イ ー 歯 トー ブ 8020 プラ ン (岩手 県 口腔 の 健康 づく り 推 進 計画 ) 
(計画 期間 平成 26 年 度 (2014 年 度 ) ~2022 年 度 ) 
・ 岩 手 県 が ん 対策 推進 計画 (第 三次 ) (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) ~2023 年 度 ) 
・ 岩 手 県 アル コー ル 健 康 障害 対策 推進 計画 (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) ~2022 年 度 ) 
・ 岩 手 県 自殺 対策 アク ショ ンプ ラン (計画 期間 2019 年 度 ~2023 年 度 ) 
・ い わ て いき いき プラ ン 2020 (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) ~2020 年 度 ) 
・ い わ て 子ども プラ ン (岩手 県 子ども ・ 子 育て 支援 事業 支援 計画 、 岩 手 県 ひと り 親 家庭 等 自立 
促進 計画 ) (計画 期間 平成 27 年 度 (2015 年 度 ) ~2019 年 度 ) 
・ 盛岡 障がい 保健 福祉 圏 城 計画 (岩手 県 障がい 者 プラ ン 地 域 編 ) 
(計画 期間 平成 30 年度 (2018 年 度 ) ~2023 年 度 ) 
・ 岩 手 県 地域 福祉 支援 計画 [第 3 期] (計画 期間 2019 年 度 一 2023 年 度 ) 



















































































































































































































































































































































































* 一 般 事業 主 行動 計画 : 企業 が 、「 次 世代 育成 支援 対策 推進 法 」 (「 次 世代 法 」) に 基づき 、 従 業 員 の 仕事 と 子育て の 両立 を 図る た め 
に 策定 する 計画 。 雇 用 する 労働 者 が 101 人 以上 の 企業 は 、「 一 般 事業 主 行動 計画 」 を 策定 し 、 速 や か に 届け 出 な けれ ば な ら な いと され 
て いる ほか 、 雇 用 する 労働 者 が 100 人 以下 の 企業 も 、 同 様 の 努力 義務 が 課せ られ て いる 。 
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I 圏 域内 の 中 心 都市 と 近隣 の 市 町 と の つなが り を 


生か し 、 一 人 ひと り が 快適 で 安全 ・ 安 心 に 暮らせ る 地域 


M 1 一 (2) 生き が い に 満 ち 、 健康 で 安心 し て 生活 し 続け る こ 
本 ee 文化 スポ ー 
ツ 








(基本 方 向 ) 
文化 振興 に お いて は 、 文 化 芸 術 団体 や 文化 施設 の ほか 、 公 民 館 や 図書 館 な どの 社会 教育 施設 、 
文化 振興 を 活動 の 目的 と し た NPO 等 と 連携 ・ 協 働 し て 、 年 齢 、 性 別 、 障がい の 有無 に 関わ ら ず 、 
地域 住民 が 手軽 に 文化 芸術 に 触れ る 機会 の 提供 や 地域 の 特色 を 生か し た 文化 芸術 活動 の 振興 を 
推進 し ます 。 














また 、 文化 を めぐ る 新しい 動向 に 対応 し た 取組 の 推進 や 他 地 域 と の 交流 を 通じ 、 新た な 分 野 の 
創作 活動 を 推進 し ます 。 

スポ ー ツ 振興 に お いて は 、 地 域 住民 が 多種 多様 な スポ ー ツ に 親 し む 機 会 を 提供 する 総合 型 地域 
スポ ー ツ クラ ブ '` や スポ ー ツ 団体 等 の 活動 を 文 援 する と と も に 、 年 齢 や 身体 能力 、 障 が い の 有 無 
に 関わ ら ず 、 身 近 な 地域 で 気軽 に スポ ー ツ に 親しめる 環境 の 整備 を 推進 し ます 。 

















現状 と 課題 

< 文化 > 
県 央 圏 域 に は 、 岩 手 県 立 美術 館 や 岩手 県 民 会 館 を は じ め 、 県 営 ・ 市 町 営 等 の 文化 施設 が 集 
積 し て いる と と も に 、 盛 岡 文士 劇 や いし が き ミ ュー ジッ ク フ ェ ステ ィ バ ル な ど 多 様 な 文化 イ 
ベン ト が 開催 され 、 美 術 ・ 音 楽 ・ 演 劇 ・ 舞 踊 ・ 民 詳 等 の 多く の 文化 芸術 団体 が 活動 し て いま 
す が 、 担 い 手 の 高 齢 化 や 指導 者 不足 等 に より 団体 活動 の 継続 や 活性 化 に 課題 を 抱え て いる 団 
体 も 少な く あ り ま せん 。 
県 央 疾 域 の 都市 部 に は 、 大 学 や や 各種 専門 学校 が 集積 し て お り 、 学 園 祭 や クラ ブ ・ サ ー ク ル 
活動 等 を 通じ て 、 若 者 が 主体 と な っ た 新た な 文化 芸術 活動 の 展開 が 期待 され ます 。 

平成 29 年 (2017 年 ) 6 月 の 文化 芸術 振興 基本 法 の 改正 で は 、 年 齢 や 障がい の 有無 に 関わ ら 
ず 、 文 化 芸術 を 鑑賞 し た り 、 参 加 す る こと が で きる 環境 整備 が 基本 理念 に 明記 され まし た 。 
また 、 本 県 に お いて も 、 障 が い 者 アー ト (アー ル ・ ブ リュ ッ ト ? 作家 の 輩出 や 「 ア ー ル ・ 
プ ブリュッ ト い わ て 展 」 の 開催 な ど 、 障 が い 者 の 文化 芸術 活動 に 対す る 県 民 の 理解 増進 や 活動 
支援 の 取組 が 行わ れ て お り 、 こ うし た 動き を 更に 進め て いく 必要 が あり ます 。 

文化 芸術 推進 基本 計画 (平成 30 年 (2018 年 ) 3 月 ) の 策定 に より 、 文 化 芸術 の 継承 、 発 展 
及び 創造 へ の 文化 芸術 団体 や 文化 施設 、 社 会 教育 施設 等 が 果たす 役割 が 大 きく な っ て き て お 
り 、 ア ウト リー チ 活 動 * を は じ め 、 そ れ ら の 施設 や 団体 に よる 文化 芸術 体験 の 機会 の 充実 が 期 
待 さ れ て いま す 。 






































































































































1 総合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ : 人 々 が 、 身 近 な 地域 で スポ ー ツ に 親しむ こと の で きる 新しい タイ プ の スポ ー ツ クラ ブ で 、 子 ども か 
ら 高齢 者 まで 、 様 々 な スポ ー ツ を 愛好 する 人 々 が 、 初 心 者 か ら ト ッ プ レベ ル ま で 、 そ れ ぞ れ の 志向 ・ レ ベル に 合わ せ て 参加 で きる 
と いう 特徴 を 持ち 、 地 域 住民 に より 自主 的 ・ 主 体 的 に 運営 され る スポ ー ツ クラ ブ 。 

2 アー ル ・ ブ リュ ッ ト : 生 ( き ) の 芸術 と 訳 され 、 伝 統 や 流行 、 教 育 な ど に 左右 され ず 自 身 の 内 側 か ら 湧 き 上 が る 衝動 の まま に 表現 
し た 芸術 。 

3 アウ トリ ー チ 活動 : 文化 施設 な ど が 館 外 で 行う 文化 芸術 活動 。 自 ら 文化 施設 な ど に 出向 か な い 人 々 に 対し 、 芸 術 に 関心 を も た せ 
る こと を 目的 と し て 、 出 張 コ ン サ ー ト や イベ ント 等 を 行う こと 。 
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< スポ ー ツ > 


























県 央 疾 域 に は 、 風 手 県 営 運 動 公 




















慌 や 県 営 ・ 市 町 営 等 の 野球 場 、 体 育 館 、 テ ニス コー ト 、 プ 








ー ル 、 武 道 館 、 ア イス リン ク な ど 、 





と も に 、 央 手 町 の ホッ ケー の よう 
ング の よう に 新た に 形成 され つつ 
まお 。 




















各市 町 に お いて は 、「 イ ー ハ トー 











幅広 い 種 目 に 対応 で きる スポ ー ツ 施設 が 集積 し て いる と 
こ 地 域 に 根付 いて いる も の や 、 盛 岡市 の スポ ー ツ クラ イミ 
ある も の な ど 、 地 域 ご と に 特色 ある スポ ー ツ が 育ま れ て い 


























ブ ト ライ アル 大 会 」 や! 盛岡 ・ 北 上 ゴム ボー ト 川 下り 大 会 」 





の 継続 開催 を は じ め 、「 い わ て 盛岡 シテ ィ マ ラ ソ ン 」 の 開催 が 予定 され て いる な ど 、 他 地 域 か 








ら 大 勢 の 集客 が 見 込ま れる スポ ー 
希望 卿 いわ て 国体 ・ 希 望郷 いわ 
ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 
様 な 主体 が 連携 し て 、 年 齢 や 身体 











ツイ ベン ト へ の 発展 が 期待 され ます 。 
て 大 会 を 契機 と し た 県 出身 選手 の 活躍 や 、 東 京 2020 オ リン 
の 開催 を 控え 、 ス ポー ツ へ の 関心 が 高まっ て お り 、 多 種 多 




















能力 、 障 が い の 有 無 に 関わ ら ず 、 身 近 な 地域 で 気軽 に スポ 


ー ツ に 親しむ 機運 を 高め て いく 必要 が あり ます 。 
スポ ー ツ を 通じ た 賑わい の 創出 や 地域 振興 の た め 、 県 央 圏 城 8 市 町 で 構成 する 盛岡 広域 ス 
ポー ツ コ ミッ ショ ンジ に お いて 、 広域 連携 に よ る 地域 スポ ー ツ の 推進 に 向け た 取組 が 進め られ 








て いま す 。 



































地域 に お ける 生涯 スポ ー ツ の 中 核 と 位置 づけ られ て いる 総合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ は 、 管 
A 


内 に 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) 未 現在 で 12 団 体 が 設立 され 、 ス ポー ツ 教 室 の 運営 を は じ め 、 




















ポー ツ 施 設 の 管理 業務 や 健康 ・ 介 





























護 予 防 教室 を 受託 する 団体 も 出 て さき てい ます が 、 会 員数 の 
伸び 悩み や 指導 者 の 不足 、 活 動 場 所 の 確保 な ど 、 経 営 基盤 の 課題 を 抱え て いま す 。 











県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 地域 の 特色 や 人 材 等 を 活用 し た 文化 芸術 活動 の 推進 


文化 芸術 コー ディ ネー ター* の 活 

















H に より 、 文 化 芸術 活動 や 鑑賞 に 係る ニー ズ の マッ チン グ 、 














助言 、 普 及 啓 発 等 を 通じ 、 地 域 に お ける 文化 芸術 活動 を 推進 し ます 。 














文化 半 
促進 を 図り 、 文 化 芸術 活動 支援 ネ 
文化 半 





sin 




















一 



































術 コ ー デ ィ ネ ー タ ー や 市 町 等 と 連携 し 、 文 化 芸術 団体 や 文化 施設 の 情報 共有 、 連 携 

















ットワーク を 構築 し ます 。 





術 団 体 や 文化 施設 、 障 が い 者 芸術 活動 支援 セン ター 等 の 連携 に よる 文化 芸術 イベ ン 














ト 等 の 企画 実施 を 支援 する な ど 、 年 齢 、 性 別 、 障 が い の 有 無 に 関わ ら ず 、 地 域 住民 誰 も が 文 
化 芸 術 活動 に 参画 し や すい 陣 境 整備 を 推進 し ます 。 





文化 芸術 体験 の 機会 の 充実 を 図 
リー チ 活 動か や か アー ティ スト ・ イ ン 

















る た め 、 文 化 施 設 や 文化 芸術 団体 、NPO 等 が 行う アウ ト 
・ レ ジ デ ンス "な どの 取組 を 支援 し ます 。 








文化 を めぐ る 新しい 動向 に 対応 し た 取組 の 推進 や 観光 分 野 な ど へ の 活用 


マン ガ や アニ メ な どの ポッ プ カ ル チャ ー 等 を 活 


術 活 動 を 推進 し ます 。 








] し た 取組 の 発信 を 通じ て 、 新 た な 文化 芸 









































地域 の 特色 を 生か し た 文化 芸術 活動 や 異な る ジャ ン ル を 融合 し た 創作 活動 等 を 観光 分 野 や 


























まち づく り 等 に 活用 する 取組 を 推進 し ます 。 





生涯 スポ ー ツ の 普及 啓発 及び 推進 体制 の 強化 














総合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ や ス 
や 連携 強化 を 促進 し ます 。 



































ポー ツ 団 体 間 の 情報 交換 や 交流 する 機会 を 設け 、 情 報 共有 





























ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019" ABB OC RR 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 











! 文化 芸術 コー ディ ネー ター : 地域 の 文化 芸術 活動 














5 アー ティ スト ・ イ ン ・ レ ジ デ ンス : : 各種 の 芸術 制作 を 行う 芸術 家 等 が 、 一 定期 間 あ る 土地 に 滞在 し な が ら 作 品 の 創作 活動 を 行 


う 


に 設置 し て いる も の 。 











を 支援 する と と も に 、 文 化 芸 術 と 住民 を つなぐ こと を 目的 に 、 県 内 4 広域 振興 


























取組 。 





























16 


























大 会 の 開催 を 契機 と し た 市 町 の 取組 の ほか 、 盛 岡 広域 スポ ー ツ コミ ッ シ ョ ン や プロ スポ ボ ポーツ 
チー ム と も 連携 し て 、 ス ポー ツ へ の 関心 の 高揚 を 図り ます 。 

スポ ー ツ 団体 や 企業 、 大 学 等 と 連携 し て 、 年 齢 、 身 体 能 力 、 障 が い の 有 無 に 関わ ら ず 、 誰 
も が スポ ー ツ に 親 しゅ ゃ こと が で きる よう 、 多 種 多様 な スポ ー ツ ライ フ の 普及 啓発 に 努め ます 。 
身近 な 地域 で 誰 も が 気軽 に スポ ー ツ に 親しめる 環境 整備 を 推進 する た め 、 国 の 動向 を 踏ま 
え 、 広域 スポ ー ツ セン ター 市 町 等 と 連携 し て 、 総合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ の 事業 運営 や 組 
織 経 営 な ど 活 動 全 般 に 係る 支援 体制 の 整備 を 検討 し ます 。 

総合 型 地域 スポ ー ツ クラ ブ 等 の 組織 力 の 強化 や 人 材 不足 の 解消 の た め 、 ス ポー ツ 指導 者 や 
組織 運営 に 携わる 者 の 更 な る 資質 向上 を 目的 と し た 研修 会 を 開催 する ほか 、 ス ポー ツク ラブ 
等 の 団体 間 で 有 資 格 者 の 派遣 等 を 行う 相互 支援 の 体制 整備 に 取り 組み ます 。 
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5 広域 スポ ー ツ セン ター : : ARES CBT TELA ORE GHAR 7 TT OR RCH THe bic, BIAS BI 
る スポ ー ツ 活動 全般 に つい て 、 効 率 的 な 支援 を 行う 役割 を 担う も の 。 
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> 5 ae 中 Nn = mm 
Ca ~2018 0 ee 2022 
① 地域 の 特色 や 人 材 等 を 活用 し た 文化 
芸術 活動 の 推進 @ 一 文化 芸術 コー ディ ネー ター の 配置 ae 
目標 He phe op ビー お < 3 へ 、 SE Abs 目 (中 
芸術 活動 支援 ネッ トワ ー ク 会 識 等 の 開催 。 トト 
| 
Sat] 2 
現状 値 2019 | 2020 | 2021 2022 - ae 
68 70 141 | 213 | 286 文化 団体 ・ 施 設 連 携 に 3 事 化 
Aap SHED Ee aj : @ | 芸術 イベ ント 等 の 企画 ・ 実 施 へ 户 en 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 qT ZS 設 
か ら の 昌 計 - Oe Pp es 
の 体 
2 th 
ig? 














文化 芸術 活動 の 普及 啓発 











② 文化 を めぐ る 新しい 動向 に 対応 し た 




































































































































































































































































































































































取組 の 推進 や 観光 分 野 な ど へ の 活用 若者 に よる 文化 芸術 活動 へ の 支援 mal 
eo 広域 に よる 新た な 文化 芸術 活動 の 発信 | 
ヒ イ ベ ント 来場 者 数 (人 ) [累计 
2020 2021 2022 ポッ プ カ ル チャ ー 等 の 情報 提供 Ly 
0 400 600 800 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 
か ら の 累計 
③ 生涯 スポ ー ツ の 普及 啓発 及び 推進 体 
制 の 強化 スポ ー ツ クラ ブ 等 の 意見 交換 会 等 の 開催 > 
多様 な スポ ー ツ ライ フ 推 進 の モ 総合 型 地域 スポ ー 
eae | 2020 on デル 事業 の 実施 ・ 検 証 Pe ッ クラ ブ に よる 自 し 
主事 業 化 へ の 支援 
2,311 | 2,374 | 2,437 
7 年 の 値 
ツ 施 設 入場 者 数 ( 千 人 ) + 関係 機関 ・ 団 体 連絡 会 議 の 開催 > 
2019 2020 2021 
3,276 | 3,276 | 3,276 総合 型 地域 ス ポー ツ 













































7 年 の 値 




















ロー 
ee 全般 に 
ROS 対 








支援 体制 の 運用 > 


























人 材 (指導 者 ) の 確保 











生涯 スポ ー ツ に 係る 普及 啓発 —p 





























県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
(県 民 ) 

| ・ 文 化 芸 術 活動 へ の 参画 、 理 解 

| ・ ス ポー ツ 活 動 へ の 参加 
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・ 文 化 芸術 活動 へ の 支援 
・ 社 員 等 の 文化 芸術 活動 参加 に 向け た 環境 整備 
・ ス ポー ツ 活 動 の 支援 
・ 社 員 等 の スポ ー ツ 活動 参加 に 向け た 環境 整備 
(文化 芸術 活動 団体 ) 
・ 文 化 芸術 活動 の 取組 実施 、 支 援 、 情 報 発信 
(県 体育 協会 ・ 県 スポ ー ツ 振興 事業 団 ・ 県 障がい 者 スポ ー ツ 協会 ・ 各 競技 団体 等 ) 
・ ス ポー ツ 団 体 及 び 組 織 体 制 の 強化 
・ 生 涯 スポ ー ツ 、 障 が い 者 スポ ー ツ の 推進 
(文化 施設 
・ 鑑 賞 機会 の 提供 
・ 活 動 場 所 ・ 成 果 発 表 機 会 の 提供 
・ 文 化 活動 や 観光 の 拠点 と し て の 機能 
(大 学 ) 
・ 物 的 ・ 人 的 資源 の 効果 的 な 活用 
・ 施 設 の 開放 等 の 推進 
・ ス ポー ツ 大 会 や 文化 イベ ント 等 へ の 参画 
(市 町 村 ) 
・ 文 化 芸 術 活動 の 取組 実施 、 支 援 、 情 報 提供 
・ ス ポー ツイ ベン ト 等 の 開催 
・ ス ポー ツ 環 境 の 整備 
・ 障 が い 者 スポ ー ツ の 理解 促進 
・ 文化 や スポ ー ツ 活動 を 通し た コミ ュー ニー ティ 形成 





































































































































































































【 関 連 する 計画 】 

・ 文化 芸術 推進 基本 計画 (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) ~2022 年 度 ) 
・ 第 2 期 スポ ー ツ 基本 計画 (計画 期間 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) ~2021 年 度 ) 
・ 岩 手 県 文化 ・ ス ポー ツ 振 興 戦略 (平成 29 年 (2017 年 ) 3 月 策定 ) 


































































































・ 君 手 県 スポ ー ツ 推進 計画 (計画 期間 2019 年 度 一 2023 年 度 ) 
・ 娠 手 県 文化 芸術 振興 指針 (平成 27 年 度 (2015 年 度 ) ~20194F EE) 





















































I 圏 域内 の 中 心 都市 と 近隣 の 市 町 と の つなが り を 


生か し 、 一 人 ひと り が 快適 で 安全 ・ 安 心 に 暮らせ る 地域 


2 豊か な 環境 が 保全 され 、 上 自然 の 恵み を 将来 に わた っ 
て 享受 で きる 地域 社会 を つく り ま す 








(基本 方 向 ) 

自然 と の 共生 を 図り 、 豊か な 自然 の 恵み を 将来 に わた っ て 享受 する こと が で きる よう 、 地 域 住 
民 、 環 境 保全 活動 団体 、 事 業者 、 行 政 等 が 相互 に 連携 し 環境 保全 活動 な ど を 推進 する と と も に 
地域 に お ける 子ども た ち へ の 環境 学習 の 取組 等 を 支援 し ます 。 




















また 、 循 環 型 地域 社会 の 形成 を 進め る た め 、 住民 や 事業 者 、 行政 の それ ぞ れ が 廃棄 物 の 発生 抑 
制 (ご み の 減 量化 ) NM Se eee する と と も に 、 産 業 廃棄 物 の 不適 
正 処理 の 監視 ・ 指 導 を 行う ほか 、 地球 温暖 化 対策 の た め 、 温室 効果 ガス 排出 削減 の 推進 や 再生 可 
nen fea ea ee ves 












































現状 と 課題 
森川 海 条 例 * に 基づき 、 森 、 里 、 川 な ど 、 身 近 な 環境 や 希少 な 野生 動植物 を 守り 、 育 て る 活 
動 を 行っ て いる 住民 や 環境 保全 活動 団体 、 事 業者 、 行 政 等 が 連携 を 深め 、 子 ども た ち へ の 環 
境 教育 等 を 通じ て 豊か な 自然 と 触れ 合い 守り 育ん で いく 大 切 さ を 、 次 の 世代 に 伝え て いく 必 

要 が あり ます 。 
・ 圏 域内 の 公共 用 水域 の 水質 汚濁 の 代表 的 な 指標 で ある 、BOD" 等 の 環境 基準 達成 率 は 、 平 
成 27 年 度 (2015 年 度 ) 以降 100% を 達成 し て お り 、 引き続き 良好 な 水 環境 を 保つ 必要 が あり ま 
す 。 
県 央 圏 域 の 一 人 一 日 当たり の 家庭 系 ご みな (資源 に な る も の を 除く ) 排出 量 は 、 平 成 28 年 度 
(2016 年 度 ) に お いて 503 グ ラム と 県 平均 の 501 グ ラム を 上 回 っ て いる こと か ら 、 引 き 続 き 市 
町 と 協 働 し 、3 R に よる 家庭 系 ご み の 減量 化 に 取り 組む 必要 が あり ます 。 
産業 廃棄 物 * に つい て は 、 事 業者 等 に よる 廃棄 物 の 排出 抑制 、 再 生 利 用 等 の 取組 が 進め られ 
て いま す が 、 ee i oss a 
り 及 び 監 視 指導 な ど に よる 適正 処理 の 指導 等 に 努め る 必要 が あり ます 。 

地球 温暖 化 対策 の た め SN 事業 者 、 行 政 が 一 体 と な っ た 県 民 運 動 に よる 自主 的 な 省 エ 
ネル ギー の 実践 や 森林 等 に よる 二酸化 炭素 吸収 源 対 策 が 求め られ て いま す 。 

0 よる 電力 自給 率 は 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) 末 時 点 で 28.0% と 
な っ て お り 、 太 陽光 及び バイ オマ ス 発 電 ? を 中 心 に 順調 な 導入 が 進ん で いま す 。 ま た 、 地 熱 、 
風力 等 の 再生 可能 エネ ルギー の 導入 な ど に よる 温室 効果 ガス 排出 削減 対策 等 を 推進 する 必要 
が あり ます 。 






































































































































































































































1 3R : Reduce (リデュース : 廃棄 物 の 発生 抑制 ) 、 Reuse (リユース : 再 使用 )、Recycle (リサ イク ル : 再生 利用 ) の 3 つの 英語 
の 頭 文 字 を と っ た も の 。 3 つの R に 取り 組む こと で ご み を 限り な く 少 な くし 、 環 境 へ の 影響 を 極力 減ら し 、 限 りあ る 地球 の 資源 を 
有効 に 繰り 返し 使う 社会 ( 三 循 環 型 社会 ) を つく ろう eee 

2 森川 海 条例 : 岩手 県 ふる さと の 森 と 川 と 海 の 保全 及び 創造 に 関す る 条例 (平成 15 年 (2003 年 ) ~)。 

> BOD: 生物 化学 的 酸素 要求 量 。 有機 物 に よる 水質 汚濁 の 程度 を 示す も の で 、 有 機 物 が 微生物 に よっ て 酸化 、 分 解 さ れる 時 に 消 
費 す る 酸素 の 量 を 濃度 で 表 し た 値 。 数値 が 大 きく な る ほど 汚濁 が 著しい 。 

4 産業 廃棄 物 : 事業 活動 に 伴っ て 排出 され る 燃え 殻 、 汚 泥 そ の 他 の 廃棄 物 。 

5 バイ オマ ス 発 電 : バイ オマ ス と は 、 化 石 燃料 以外 の 生物 由来 の 再生 可能 資源 の こと 。 こ の バイ オマ ス を 燃料 と し て 発電 する 方 法 
が バイ オマ ス 発 電 で あり 、 再 生 可 能 エ ネル ギー の 一 種 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 多様 で 豊か な 環境 の 保全 ・ 保 護 の 推進 


森 、 里 、】 











+e 


aN 





の 情報 等 を 
心 と し た 5 つの 
す 。 

環境 保全 活 』 
水生 生物 調査 、 








ml 






































sacs 





Bs DN 
FER 


自然 笛 

















性 に 関す る 意識 
地域 に お ける 


ば ~ る くん の 郷 づ くり パー トナ ー 認 








の 普及 啓発 活動 
様々 な 環境 人 1 





全 





森林 学習 等 の 環境 
川 を 守り 育て る 活動 応援 キャ ラク ター の 「 り ば て る くん "」 

















| な どの 身近 な 自然 環境 の 保全 活動 や 希少 野生 動植物 の 保護 活動 を 行っ て いる 住 
民 、 環 境 保全 活動 団体 、NPO、 事 業者 等 の 相互 の 連携 と 協 働 
図る た め 、「 環 境 保全 活 





2233 






































支援 する と と も に 、 各 団体 
動 連 携 促進 集会 」 を 県 央 圏 城 の 北上 川 等 主要 な 川 を 中 





ご と に 開催 する な ど 、 環 境 保 全 活動 の 活発 化 に 向け た 取組 を 推進 し ま 





助 団体 や 学校 が 行う 、 移 入植 物 叉 除 、 清 掃 活 動 等 に よる 環境 保全 意識 の 醸成 や 












































を 推進 し ます 。 





M43 AE 


日 


を 支援 する と と も に 、 ふ る さと の 森 ・ 里 ・ 














を 活 





し た 、 環 境 保全 や 生物 多様 











活動 や 環境 








Fa 


の 指導 者 や 補助 する 人 材 を 育成 ・ 養 成 ( り 
FE th EE") する 研修 会 等 を 開催 し ます 。 





良好 な 大 気 の 保全 の た め に 大 気 汚染 物質 、 水 環境 保全 の た め に 河川 ・ 湖 沼 及 び 地 下水 の モ 


ニタ リン グ を 実施 する と と も に 、 ば ぱい: 


可， 


























車 や 汚水 等 を 排出 する 事業 者 の 監視 ・ 指 導 を 実施 し ま 








きれ いで 健全 な 水 環境 を 確保 ・ 維 持 し て いく た め 、 県 民 の 参加 に よる 河川 等 の 保全 な どの 


取組 を 進め る と 
支援 、 推 進 し ま 
3 R と 廃棄 物 の 








と も に 、 公 共 下 





re 


水 














す 。 
適正 処理 の 推進 





da 





、 集 落 排水 、 塗 化 槽 等 の 汚水 処理 施設 の 計画 的 な 整備 を 





家庭 に お ける 適切 な ご み の 分 別 収集 、 プ ラス チッ ク ご みや 生 ご み を 減ら す た め の 工夫 な ど 


家庭 系 ご み 減量 化 に 向け た 3 R の 取組 を 促進 する た め 、 市 町 が 開催 
に 応じ た ご み 減 量化 等 の 取組 を 支援 し ます 。 
BUD TEE BAO Tay a y PB 





て 地域 の 実情 








を 
ます 














=z 








ク 成す る た め に 継続 し て 進め て いる 、 














産業 廃棄 物 の 不法 投棄 な どの 不適 正 処 














プ を 支援 する と 





























る も に 。 








AD 








定 を 進め る こと な ど に より 、3R の 普及 ・ 推 
と と も に 、 事 業者 に よる 廃棄 物 の ゼロ エミ ッ シ ョ ン " に 向け た 3 
県 央 圏 城 の 市 町 等 が 効率 的 な ご み ・ し 展 処 理 や 環境 負荷 の 低減 な ど に よる 循環 型 地域 社会 
県 央 ブロ ッ ク ご み ・ し 展 処 理 広域 化 の 取組 を 支援 し 


等 に 対し て は 事業 場 へ の 立入 藍 視 等 を 実施 し 、 産 業 廃棄 物 の 適正 な 処理 の 推進 
地球 温暖 化 防 止 に 向け た 取組 の 支援 
「 い わ て 地球 環境 に や さ し い 事業 所 」 





た と 


する 環境 審議 会 等 を 通じ 











進 を 
R の 取組 を 支援 し ます 。 








図る 





























BE に 対す る 監視 ・ 指 導 を 強化 する と と も に 、 事 業者 














を 図り ます 。 














定 制 度 " に よる 認定 取得 や 認定 の バー ジョ ン ア ッ 
認定 取得 事業 所 に 対し て 再生 可能 エネ ルギー の 利用 促進 を 図 











る た め 





の 情報 提供 等 を 行う な ど 、 一 層 の 省エネ ルギー 対策 の 取組 を 支援 し ます 。 





事業 所 に お ける I SO14001 等 の 環境 マネ ジメント シス テム の 普及 を 図 











ギー 性 能 の 高い 設備 











5 り ば て る くん : 盛岡 広域 振興 
8 エコ ショ ッ プ : ご み の 減 量化 や ! 


9 ゼロ エミ ッ シ ョ ン : 産業 や 地域 か ら 排 出さ れる プラ スチ ッ ク 
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が モデ ル で 、 ポ シェ ッ ト に 
り ば ぱ ば ~ る くん の 郷 づ くり 
盛岡 広域 振興 局 が 取り 組む 




















「 ヤ マメ 」 が 入っ て v 
パー トナ ー 認 定 制度 : 
独自 の 事業 。 (平成 30 



































定 制度 」 に より 認定 され た 





o 「 
じ て 
な 取 


いわ て 地球 環境 に や さ 














組 を 広げ て いく こと を 


\ る 事業 所 を 「 い わ て 地 


吉 の こと 。 

















水 環 境 に や さ しい 


局 の 環境 保全 活動 





‘る 





年 度 (20184 














EAD ER 
し い 事業 所 」 認 定 制度 : 地球 温暖 化 を 防止 す 


応援 キャ ラク ター。 き れい な 川 に 住 


地域 の 環境 保全 活動 を 指導 、 支 援 
° FEE) 一 2022 年 度 ) 
サイ クル に 積極 的 に 取り 組む 店 と し て 








、 県 が 市 








る ほか 、 省 エネ ル 





・ 機 器 の 導入 や 効率 的 な エネ ルギー 管理 の 取組 を 支援 し ます 。 

















む 和 希少 種 の 二 枚 只 








で ある 「 カ ワシ ンジ ュ ガ イ 」 











し て くれ る 人 材 の 育成 ・ 養 成 の た め の 制 度 で 、 








J 村 と と も に 認定 する 「 エ コシ ョ ッ プ いわ て 認 


物 を で きる だ け ゼ ロ に 近づけ る 取組 の こと 。 
る た め 、 








二酸化 炭素 排出 の 抑制 の た め の 措 置 を 積極 的 に 講 























的 と し た 制度 。 











『 業 所 」 と し て 認定 し 、 
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広く 県 





民 に 紹介 する こと に より 、 地 球 温暖 化 対 策 の 積極 的 























・ 市 町 に 設置 され て いる 地球 温暖 化 対策 地域 協議 会 と の 連携 を 図り な が ら 、 岩 手 県 地球 温暖 
化 防止 活動 推進 セン ター 等 を 中 心 と し て 、 日 常 生活 や 事業 活動 に お ける 温室 効果 ガス の 排出 
の 抑制 に 向け た 普及 啓発 等 に 取り 組み ます 。 
県 央 圏 域 に 豊富 に 存在 する 、 再 生 可 能 エ ネル ギー で ある 太陽 光 、 地 熱 、 風 力 、 木 質 バ イオ 
マス "、 小 水力 “等 の 活用 を 更に 促進 する た め 、 管 内 市 町 と 連携 し て 、 事 業者 等 の 導入 促進 
支援 し ます 。 














































































































im 





























工程 表 (4 年間 を 中 心 と し た 取組 ) 






























































































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 <n 3 の 0 = 25 
SC eae a een 住民 、 環 境 保全 活動 団体 、 事 業者 等 の 環境 保全 連携 促進 集会 
・ 環 境 保全 活動 連携 促進 集会 の 開催 (回 ) [累计 ] (イベ ント の 開催 | 
现状 值 | 2019 2020 202 2022 人 流域 
1 3 4 5 6 
現状 値 は 2017 年 の 値 










































































































































































































































































































































































































































































・ 水 生生 物 調査 参加 団体 数 (団体 ) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 Saal: aes 
環境 保全 団体 等 と の 連携 に よる 水生 生物 調査 実施 へ の 取組 He 
39 39 39 39 39 
ー 支援 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 排 水 基 準 適用 の 事業 場 に お ける 排水 基準 適合 
率 (%) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 | l@ | 排水 基準 適用 の 事業 場 に お ける 汚水 等 に つい て 、 排 出 基 準 |」 | 
100 100 100 100 100 の 適合 を 維持 させ る た め の 監 視 指導 
現状 値 は 2017 年 の 値 
② SR と 廃棄 物 の 適正 処理 の 推進 
目標 
・ 一 般 廃棄 物 の 最終 処分 量 (t) プラ スチ ッ ク ご み の 減 量化 等 3R の 普及 啓発 Ly 
現状 値 | 2019 2020 2021 
17.176 (2018) (2019) (2020) 
16, 328 | 15,920 | 15, 522 Eb ¥ 
町 、 事 業者 等 へ の ご み 減 量化 の 支援 > 
現状 値 は 2016 年 の 値 i i ieee 
・ 産 業 廃棄 物 の 適正 処理 率 (%) 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 Se Geta, 2a _ 
産業 廃棄 物 の 適正 処理 を 目指 し 、 監 視 指導 ES 
99.7 100 100 
現状 値 は 2017 年 の 値 




















Fl 標 
・ い わ て 地球 環境 に や さ し い 事 3 
(事業 所 ) 【累计 ] 

















现状 值 2019 2020 





「 い わ て 地球 環境 に や さ し い 事業 所 」 の 認定 ・ 取 組 拡大 上 





80 82 83 
現状 値 は 2017 年 の 値 



























































木質 バイ オマ ス MM 木質 ベレ ッ ト 、 木 質 チ ッ プ 、 新 、 製 材 加工 の 廃材 等 の 木材 由来 の 生物 資源 燃料 の こと 
DARA] : 農業 用 水路 等 に お ける 落差 と 水 の 流下 エネ ルギー を 利用 する も の を いい 、 数 十 kW 一 数 千 kW (一 般 的 に は 1, 000kW 以 下 ) の 
比較 的 小 規模 yea も の を 小 水力 発電 と いう 。 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| (住民 ・ 企 業 等 ) 
| ・ 環 境 学習 、 各 種 環 境 保全 活動 へ の 参加 
| ・ ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 、 省 資源 、 省 エネ ルギー の 取組 
| ・ い わ て 地球 環境 に や さ し い 事業 所 の 取組 
| ・ 再 生 可能 エネ ルギー の 積極 的 な 導入 

(市 町 ・ 学 校 等 ) 

・ 環 境 に 係る 情報 提供 や 環境 教育 の 推進 等 

・ 地 域 特性 に 応じ た 地球 温暖 化 対 策 の 推進 (普及 啓発 ・ 実 貴 活 動 支援 等 ) 
・ 住 民 へ の 3 R の 普及 啓発 

・ ご み 減 量化 、 資 源 化 、 処 理 の 効率 化 に 向け た 取組 
・ 再 生 可 能 エ ネル ギー の 普及 啓発 ・ 導 入 

・ 市 町 の 事務 事業 等 に お ける 省エネ ルギー 活動 の 推進 












































































































































【 関 連 する 計画 】 

・ 環 境 基本 計画 (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年度) ~2023 年 度 ) 

・ 第 四 次 答 械 型 社会 形成 推進 基本 計画 (計画 期間 平成 30 年度 (2018 年 度 ) ~2022 年 度 ) 
・ 岩 手 県 環境 基本 計画 (計画 期間 平成 23 年 度 (2011 年 度 ) ~2020 年 度 ) 

・ 第 二 次 岩 手 県 循環 型 社会 形成 推進 計画 (第 四 次 岩手 県 廃 広 物 処理 計画 ) 

(計画 期間 平成 28 年 度 (2016 年 度 ) ~2020 年 度 ) 
・ 盛 岡 広域 管内 流 城 基本 計画 (計画 期間 平成 28 年 度 (2016 年 度 ) ~2025 年 度 ) 
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I 圏 域内 の 中 心 都市 と 近隣 の 市 町 と の つなが り を 


生か し 、 一 人 ひと り が 快適 で 安全 ・ 安 心 に 暮らせ る 地域 


3 歴史 と 文化 を 継承 し な が ら 、 新た な つなが りや 活力 を 
一 感じ られ る 地域 づく り を 進め ます 











(基本 方 向 ) 

人 口 減少 や 少子 高齢 化 が 進行 する 中 で 、 今 後 も 生活 の 質 の 向上 や 経済 の 維持 ・ 発 展 を 図る た め 
県 央 圏 域 に お ける 共通 する 課題 に つい て 、 各 自治 体 の 特徴 ある 取組 を 生か す と と も に 、 広域 圏 の 
強み を 生か し な が ら 、 連 携 し て 地域 づく り を 進め ます 。 

また 、 本 県 へ の 新しい 人 の 流れ を 生み 出す た め 、 市 町 や 関係 団体 と 連携 の うえ 、 移 住 ・ 定 住 を 
促進 する と と も に 、 移 住 さ れ た 方 々 が 様々 な 経済 活動 や 地域 活動 の 担い 手 と し て 活躍 で きる 環境 
を 整備 し 、 地 域 の 活性 化 を 図り ます 。 

































































さら に 、 地域 コミ ュ ニ ティ 機能 の 維持 ・ 活 性 化 を 図る た め 、 企業 、N PO、 市 町 や 県 な どの 多 
様 な 主体 が 連携 し 、 住民 主体 の 取組 の 支援 や 地域 づく り 活 動 を リー ド ・ サ ポー ト し て いく 人 材 を 
育成 する と と も に 、 若者 ・ 女 性 、 高齢 者 等 が 住み 慣れ た 地域 で 活躍 で きる よう な 地域 づく り を 促 




















進 し ます 。 

加え て 、 外 国人 観光 客 の 増加 や 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) 実現 な ど を 見 据え 、 市 町 村 や 
国際 交流 協会 等 と 連携 し 、 グ ロー バル な 視点 を 持つ 人 材 の 育成 や 外国 人 が 訪れ や すく 暮らし や す 
い 環 境 整 備 を 進め ます 。 












































県 央 較 域 に お ける 平成 27 年 (2015 年 ) の 人 口 は 476, 758 人 で 、 平成 22 年 (2010 年 ) の 481, 699 
人 と 比べ 1 9% 減 少し て お り 、 特 に 管内 北部 (八幡 平 市 ・ 葛 巻 町 ・ 岩 手 町 ) の 人 口 減少 (平成 
22 年 (2010 年 ) :50,968 人 一 平成 27 年 (2015 年 ) : 46, 391 人 、 人 9.0%) が 進ん で いま す 。 

また 、 国 立 社会 保障 ・ 人 日 問題 研究 所 の 平成 29 年 (2017 年 ) 推計 に よる と 、2030 年 に は 年 
少 人 口 (0 歳 て 14 歳 ) は 平成 27 年 (2015 年 ) の 79. 7% に 、 生産 年 齢 人 口 (15 歳 ~64 歳 ) は 83.2% 
に 減少 する 一 方 で 、 高 齢 人 口 (65 歳 以上 ) は 116.5% に 増加 する と 見 込ま れ て いま す 。 

特に 、 人 口 の 社会 減 は 、 進 学 ・ 就 職 期 の 県 外 へ の 転出 が 主 な 要因 で あり 、20 代 前 半 の 女性 
の 転出 が 顕著 と な っ て いま す 。 

国 の 地方 信 生 の 施策 に 呼応 し 、 県 で は ふる さと 振興 総合 戦略 を 、 市 町 に お いて も 地方 版 ま 
ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合戦 略 を 策定 し 、 地 域 の 特性 を 生か し た 取組 を 進め て いま す 。 

また 、 盛岡 広域 団 の 一 体 的 な 発展 を 目指 す た め 、 み ちの く 盛 岡 広域 連携 都市 園 ビ ジョ ン ' に 
基づく 広域 連携 の 取組 や 、 隣 県 の 市 町 等 と 連携 し た 取組 を 推進 し て いま す 。 

地方 創 生 の 動き の 中 で 、 地方 に 移住 し 、 地域 協力 活動 を 行う 地域 お こし 協力 隊員 “の 配置 CE 
成 29 年 度 (2017 年 度 ) : 33 名 ) な ど 市 町 の 移住 促進 施策 が 強化 され る と と も に 、 中 高 年 齢 者 
が 希望 に 応じ て 地方 や 「 ま ちな か 」 に 移り 住み 、 地 域 住民 や 多 世 代 と 交流 し な が ら 健康 で ア 


















































































































































! みち の く 盛 岡 広域 連携 都市 圏 ビ ジョ ン : 盛岡 広域 圏 を 構成 する 8 市 町 (盛岡 市 、 八 幡 平 市 、 滝 沢 市 、 案 石町 、 岩 手 町 、 葛 巻 町 、 
紫波 町 、 矢 巾 町 ) が 「 連 携 中 枢 都 市 園 」 を 形成 する に あたり 、 当 広域 圏 が 目指 す 中 長期 的 な 将来 像 や 具体 的 な 取組 を 定め た も の 。 
2 地域 お こし 協力 隊員 : 人 口 減少 や 高齢 化 等 の 進行 が 著しい 地方 に お いて 、 地 域外 の 人 材 を 積極 的 に 受け 入れ 、 地 域 協力 活動 を 行 
っ て も らい 、 そ の 定住 ・ 定 着 を 図る こと で 、 意 欲 あ る 都市 住民 の ニー ズ に 応え な が ら 、 地 域 力 の 維持 ・ 強 化 を 図っ て いく こと を 
的 と し た 制度 。 
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クティ ブ な 生活 を 送り 、 必 要 に 応じ て 
構想 * に 基づく 新た な まち づく り の 取組 (八幡 
行 に より 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ の 機能 低下 が 危 眉 され て お り 、 地 
ュ ニ ティ 活動 の 衰退 や 参加 率 の 低下 、 担 い 手 不 足 が 大 き な 課 題 と な っ て いる こと か ら 、 
年 齢 や 性 別に 関係 な く 社 会 活動 が で きる 仕組 み づ く り が 求め られ て いま す 。 

者 の 減少 に より 住民 の 足 で ある 地域 公共 交通 機関 の 減 便 や 撤退 が 懸念 され て い 


進 








人 
域 コ 


少子 高齢 化 の 








日 減少 ・ 








=~ 
a 
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Sic; 利 
ます 。 
「 オ ガー ルプ ラ ザ (紫波 町 )」 
今後 人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 の 進 
































Bice 














医疗 ， 介 于 


区 





ま を を 受け る こと が で きる 「 生 涯 活躍 の まち 」 
市 ， ART) が み ら れ ます 。 

















TRE, 公民 連携 に よる 地域 の 拠点 づく り が 進ん で いま す が 、 
E い 、 空 き 店 舗 や 空き 校舎 な どの 増加 が 見 込ま れる こと 























か ら 、 遊 休 資 産 * な ど を 活 








れ て いま す 。 
また 、 今後 、 
央 圏 域 に お いて も 外国 
の 受入 れ 拡 大 に 向け た 環境 整備 が 
られ て いま す 。 




















進 



































近年 、 訪 日 外 
東京 2020 オ リン ピッ ク 








し た 地域 に 賑わい と 
国際 リニア コラ イダ ー (1 LC に つい て は 、 














I LC 建設 に 伴い 、 世 界 各 国 か ら 、 
人 の 居住 ・ 交 流 が 刀 




















En こと が 予想 され る ほか 、 国 





占 力 を 創出 する 取組 が 求め られ て いま す 。 
I LC 実現 を 見 据え た 機運 醸成 活動 が 行わ 















































多く の 外国 人 研究 者 と 家族 が 来 県 し 、 県 
に お いて 、 外 国人 材 























め ら れ て いる こと か ら 、 多 文化 共生 の まち づく り が 求め 


国人 観光 客 が 急増 し て いる ほか 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019" 釜 石 開催 
・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 も 控え て いる こと か ら 、 多 様 化 する 来訪 者 





へ の 対応 を 検討 し て いく 必要 が あり ます 。 


県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
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① 広域 連携 の 推進 
管内 市 町 が 進め る 「 み ちの く 盛 岡 広域 連携 都市 園 ビ ジョ ン 」 に 基づく 取組 を 支援 する と と 
も に 、 管 内 市 町 の ニー ズ を 踏ま え 、 剛 域 や 県 境 を 越え た 広域 連携 の 取組 を 進め ます 。 
② 移住 定住 の 促進 
田舎 暮らし に 魅力 を 感じ る 人 な ど に 、 管 内 市 町 と 連携 し 、 首 都 圏 で 開催 され る 移住 相談 会 
で の PR 活動 な ど に より 、 県 央 疾 域 の 魅力 を 発信 し て 周 手 ファ ン の 拡大 を 図り 、 移 住 定住 を 
促進 し ます 。 
また 、「 震 手 U・ エ ユタ ー ン クラブ"」 加盟 大 学 な どの ネッ トワ ー ク を 活用 し 、U・1I タ ー ン 
希望 者 へ の 情報 発信 に 取り 組み ます 。 
③ 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 の 活性 化 











地域 住民 が 主体 と な っ た コミ ュ ニ ティ 活動 を 支援 する ほか 、 地 域 お こし 協力 隊員 な ど 地 域 
づく り の 新た な 担い 手 と し て 、 地 域外 の 人 材 の 活用 も 視野 に 入れ 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ 活 動 を 





リー ド す る 人 材 の 育成 を 支援 し ます 。 
少子 高齢 化 に 伴う 地域 の 問題 解決 を 区 
活躍 の まち 」 構 想 に 基づく 新た な まち づく りな ど を 支援 する こと に より 、 内 陸 避 難 者 や 移住 
者 な ど 、 新 た に 住民 と な っ た 方 も 一 体 と な っ た 地域 づく り を 進め ます 。 

用 し た 先進 的 な 地域 づく り 事 例 の 普及 啓発 を 区 





また 、 人 口 減少 ・ 





























遊休 資産 な ど を 活 
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「 生 涯 活躍 の まち 」 構 想 : 











日 本 版 CCRC 構 想 有 識者 会 議 が 取り まとめ た も の で 、 














進 











る た め 、 管 内 市 町 が 進め る 「 生 涯 




















る と と も に 、 国 の 支援 策 





東京 圏 を は じ め と する 地域 の 高齢 者 が 、 希 望 






































































































































こ 応じ 地方 や 「 ま ちな か 」 に 移り 住み 、 多 世代 と 交流 し な が ら 、 健 康 で アク ティ ブ な 生活 を 送り 、 必 要 に 応じ て 医療 ・ 介 護 を 受け 
る こと が で きる よう な 地域 づく り を 目指 す 考え 方 。 

4 遊休 資産 : 何ら か の 事情 に より その 使用 ・ 稼 働 を 休止 し て いる 状態 の 資産 。 

5 TLC:International Linear Collider (国際 リニア コラ イダ ー) の 略 。 全 長 20 て 50km の 地下 トン ネル に 建設 され る 、 電 子 と 陽 
電子 を 加速 、 衝 突 さ せ 質 量 の 起源 や 時 空 構造 、 宇 宙 誕 生 の 謎 の 解明 を 目指 す 大 規模 施設 。 

6 岩手 り ・I ター ンク ラブ : 全国 の 大 学 等 の 連携 強化 に より 、 岩 手 県 へ の U・ 1 ター ン 就 職 を 促進 する も の 。 平成 30 年 (2018 年 ) 

















6 月 に 発足 し た 。 
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な ど を 効果 的 に 活用 し 、 住 民 自 ら が 地域 課題 に 取り 組む 地域 運営 組織 の 形成 や 「 小 さ な 拠点 7 
づく り を 促進 し ます 。 
また 、 住 民 の ニー ズ に 対応 し 、 交 通 弱 者 に も 配慮 し た 持続 可能 な 公共 交通 ネッ トワ ー ク を 
形成 する た め 、 Wie oe a in" OD HAH & SHR 
し ます 。 
地域 の 課題 解決 を 目指 し て 、 各 分 野 で 活躍 する 若者 ・ 女 性 の 主体 的 な 地域 づく ぐり 活動 を 支 
援 す る と と も に 、 高 齢 者 の 経験 や 知見 を 生か し た 活動 へ の 支援 を 行い ます 。 
④ 多 文 化 共 生 社 会 の 実現 を 見 据え た 取組 の 推進 
県 内 外 の 市 町 村 や や 関係 団体 と 連携 し な が ら 、 住 民 へ の 国際 リ ニ 人 
普及 啓発 活動 を 強化 する と と も に 、 出 入国 管理 及び 難民 認定 法 の 改正 等 に 伴い 、 今 後 急増 が 
見 込ま れる 外国 人 居住 者 と 住民 と の 交流 を 促進 し 、 互 い の 文化 や 習慣 の 理解 を 深め る た め の 
取組 を 推進 し ます 。 
be in ng ES 
化 共 生 に 向け た まち づく り を 支援 する こと に より 、 外 国人 が 安心 し て 快適 に 生活 で きる 環境 
整備 を 進め ます 。 
外国 人 観光 客 を 積極 的 に 受け 入れ る 宿泊 、 飲 食事 業者 な どの 観光 事業 者 の 拡大 を 図る た め 
多 言語 表示 や ハラ ー ル 対応 等 の 受入 環境 整備 を 推進 し ます 。 

























































































































































































































































































7 小さ な 拠点 : 地域 住民 が 主体 と な っ て 、 従 来 の 集落 の 範囲 や 単 一 で は 続け て いく こと が 難し い 活 動 や 事業 を 組み 合わ せ て いく こ 
と で 、 地 域 を 維持 し て いく た め の 新 し い 仕組 み 。 

8 コミ ュ ニ ティ バス : 地方 自治 体 や 地域 の 住民 団体 等 が 主体 と な り 、 交 通 空白 地域 の 解消 、 高 齢 者 の 外出 促進 、 公 共 施 設 や 市 街 地 
の 活性 化 を 図る こと な ど を 目的 と し て 運行 され る 乗合 バス 。 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 


































































































































































































目 が り > 县 Ate HE 
PRONE ABE FRAY 2 HEE 73 ~2018 2019 2020 2021 2022 
① 広域 連携 の 推進 
办 与 D< 厨 网 庆 域 连 措 部 市 图 | 。| | 管内 市 町 に よる 広 
ビジ ョ ン に 基づく 取組 の 支援 @- 域 連携 の 取組 の bl 
支援 
② 移住 定住 の 促進 
目標 
・ 移住 相談 会 等 の 参加 件 数 (件 ) 移住 相談 会 等 で の P R 活動 ・ 市 町 の 参加 支援 > 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
1 2 2 2 2 
現状 値 は 2018 年 の 値 ie 多様 な 場 を 活用 し た 盛岡 広域 の り ・I ター ン に Ly 
関す る 情報 発信 
@ 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 の 活性 化 
AER 地域 づく り 関 係 者 ・ 市 町 と の 情報 交換 きき 

















・ 県 内 外 の 優良 事例 の 紹介 件 数 (件 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 
し ーー 2 | 2 2 市 町 の コミ ュ ニ ティ 施策 の 支援 md 
現状 値 は 2017 年 の 1 


























































































































































































































































































































市 町 
oe の 取 | 
先進 事例 の 普及 啓発 と 地域 モデ 組 の 
ル の 創出 支援 
④ 多 文化 共生 社会 の 実現 を 見 据え た 取 
adie I LC 解説 普及 員 等 を 活用 し た 
・ 小 中 学生 向け 1 LC 出前 授業 の 実施 回 数 (回 MM 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
4 8 8 8 8 ILC 解 説 普及 員 
現状 値 は 2017 年 の 1 7 の フォ ロー アッ プ か 
研修 の 実施 
・ 多 文化 共生 に 係る 研修 会 等 へ の 参加 者 数 (人 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 市 町 の 多 文 化 共 生 施策 の 支援 Ex 
- 0 20 20 20 



































・ 外 国人 観光 客 の 受入 態勢 整備 に 係る セミ ナー 
の 参加 者 数 (人 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
ー 50 50 50 50 









































多 文化 共生 に 係る 研修 会 等 の 開 Ly 
催 ・ 外 国人 と 住民 と の 交流 促進 
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態勢 整備 に 係る セミ ナー 等 の 開催 P| 


















































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
(住民 ・ 団 体 ) | 
・ 地 域 コ ミュ ニテ ィ 活 動 へ の 参加 

・ コ ミュ ニテ ィ バ ス な ど 公 共 交 通 の 積極 的 な 利用 

| ・ 移 住 者 ・ 外 国人 等 新た な 住民 の 受入 理解 

| ・ 移 住 者 ・ 外 国人 等 新た な 住民 の サポ ー ト ・ 交 流 







































































・ 就 職 ・ 仕 事 に 関す る 情報 の 発信 

・ 働 き 方 改革 の 推進 な ど に よる 移住 者 の 受入 態勢 の 整備 

・ 安 全 な 輸送 サー ビス の 提供 と 利便 性 向上 に 向け た 取組 の 実施 

国人 従業 員 等 へ の 生活 支援 、 日 本 語学 習 へ の 配慮 

域 活動 ・ 交 流 機会 等 へ の 参加 奨励 

町 ) 

域 コ ミュ ニテ ィ の 育成 ・ 活 性 化 

域 住 民 と 連携 し た 地域 課題 の 把握 と 課題 解決 に 向け た 取組 の 実施 

ュ ニ ティ バス な どの 地域 内 公共 交通 を 確保 する 取組 の 実施 

域 お こし 協力 隊 の 活動 サポ ー ト 及び 定着 に 向け た 支援 

種 移住 定住 施策 の 実施 | 

際 リ ー ニ アコ ライ ダー (ILC) 建設 等 を 見 据え た 外国 人 が 訪れ や すく 暮らし や すい 環境 整 | 
( 多 言 語 に よる 生活 情報 等 の 提供 、 外 国人 等 へ の 生活 支援 ・ 相 談 窓 口 の 設置 な ど ) | 
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【 関 連 す る 計画 】 
みち の く 盛 岡 広域 連携 都市 園 ビ ジョ ン (計画 期間 平成 28 年 度 (2016 年 度 ) て 2020 年 度 ) 
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I 圏 域内 の 中 心 都市 と 近隣 の 市 町 と の つなが り を 


生か し 、 一 人 ひと り が 快適 で 安全 ・ 安 心 に 暮らせ る 地域 


a 4 過去 の 教訓 を 踏ま えた 防災 対策 を 進め ます 
O 









(基本 方 向 ) 

激甚 化 ・ 頻 発 化す る 洪水 災害 か ら 生 命 や 財産 を 守る た め 、 人口 資 産 が 集積 し て いる 地域 や 近 
年 被害 を 受け た 地域 の 施設 整備 を 進め る と と も に 、 大 規模 な 地震 発生 時 に 備え 、 木造 住宅 の 耐震 
性 の 向上 や 主要 な 幹線 道路 に お ける 橋梁 の 耐震 補強 を 推進 し ます 。 

また 、 東 日 本 大 震 災 津波 や 近年 の 各種 災害 に お ける 経験 ・ 教 記 を 踏ま え 、 職員 の 能力 向上 を 図 
















































































る と と も に 、 住 民 が 自ら の 身 を 自ら 守る 意識 の 醸成 、 自 主 防災 組織 な ど 、 地域 の 安全 を 地域 が 守 
る 体制 の 整備 に つい て 、 県 、 市 町 、 住民 、 地域 コミ ュ ニ ティ 、 事業 者 等 が 連携 し て 取り 組み ます 。 
特に 、 管内 8 市 町 に お いて は 、 地震 ・ 風 水害 ・ 火 山 等 の 広域 災害 発生 時 に お ける 疾 域 市 町 の 連 
携 ・ 協 力 体制 を 構築 する こと に より 、 住 民 の 安全 ・ 安 心 の 確保 と 地域 防災 力 の 強化 を 図り ます 。 
さら に 、 高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ 等 発生 時 は 迅速 か つ 適切 な 殺 処 分 等 の 防疫 措置 の 実施 が 求 
め ら れる こと か ら 、 研 修 会 等 の 実施 を 通じ て 、 職 員 の 対応 力 の 向上 に 取り 組み ます 。 












































現状 と 課題 
異常 気象 に 伴う 大 規模 か つ 広 域 的 な 自然 災害 及び これ に 伴う 甚大 な 被害 が 発生 し て いる こ 
と か ら 、 洪 水 ・ 土 砂 災 害 に よる 被害 を 軽減 する 防災 施設 の 整備 の ほか 、 住 民 の 的 確 な 避難 行 
動 を 導く 災害 関連 情報 の 充実 や 住民 の 防災 意識 の 高揚 、 災 害 時 に お ける 連携 体制 の 構築 な ど 
が 求め られ て いま す 。 

平成 26 年 (2014 年 ) 8 月 に 広島 市 で 発生 し た 土砂 災害 等 を 踏ま え 、 平 成 26 年 (2014 年 ) 
11 月 に 改正 土砂 災害 防止 法 が 成立 し 、 基礎 調査 の 結果 の 公表 が 義務 付け られ て いる こと か ら 、 
今後 も 引き 続き 危険 性 の ある 箇所 を 明らか に する と と も に 、 土 砂 災 害 警 戒 区 域 ' 等 の 指定 を 進 
め 、 警 戒 避 難 体制 を 整備 する 必要 が あり ます 。 
東日本 大 震 災 津波 に よる 地震 被害 を 教 記 と し て 、 建 物 の 耐震 化 の 必要 性 が 再 認識 され 、 今 
後発 生 す る 地震 に 備え 、 木 造 住 宅 の 耐震 性 の 向上 や 橋梁 の 耐震 化 が 求め られ て いま す 。 

大 規模 災害 発生 時 に お ける 市 町 村 間 の 相互 応援 体制 に つい て は 、 全 県 で 締結 され て いる 「 大 
規模 炎 害 時 に お ける 岩手 県 市 町 村 相 互 応援 に 関す る 協定 (平成 8 年 (1996 年 ) 10 月 7 日 )」 
や 、 管 内 一 部 の 市 町 が 県 内 外 の 自治 体 と 締結 し て いる 協定 が ある も の の 、 管 内 8 市 町 間 に お 
いて 相互 に 支援 する 体制 が な いこ と か ら 、「 み ちの く 盛 岡 広域 連携 都市 園 ビ ジョ ン 」 に 基づき 、 
2020 年 度 を 目途 に 相互 支援 を 実現 する た め の 仕組 み づ く り に つい て 調査 ・ 検 討 を 行っ て いま 
す 。 

平成 30 年 (2018 年 ) 3 月 に 策定 され た 「 岩 手 山 火山 避難 計画 」 に 基づき 、 県 、 関係 市 町 、 
関係 機関 等 が 連携 し 、 適 切な 火山 防災 対策 を 行う 必要 が あり ます 。 

当 管 内 に お いて も 家 き ん に お ける 高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ 等 発生 の 恐れ が あり 、 危 機 管 
理 能力 を 強化 し て いく 必要 が あり ます 。 

































































































































































! 土砂 災害 警戒 区 域 : 土石 流 、 急 傾斜 地 の 崩 壊 、 地 すべ り が 発生 し た 場合 に 、 住 民 の 生命 又は 身体 に 危害 が 生じ る 恐れ が ある と 認 
め ら れる 区 域 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 


河川 改修 や 
河川 の 池 
岡市 川崎 地 





ダム 建設 に よる 治水 安全 度 の 向上 
溢 に よる 浸水 被害 等 を 未然 に 防止 する た め 、 木 賊 川 、 岩 崎 川 、 
区 ) 、 北 上 川 (岩手 町 洛 宮内 地区 ) 、 安 比 川 等 の 整備 を 推進 し ます 。 





梁川 流域 
要 配 慮 者 利 
急 傾斜 地 崩 

今後 、 岩 
地震 に 強い 
地震 発生 
推進 し ます 。 








既存 建築 物 の 耐震 性 の 向上 を 


市 町 、 関 係 
土砂 災害 
地域 住民 、 
水害 対策 支 
な 避難 指導 
管内 市 町 








の 安全 性 向上 等 に 資す る 笛 川 ダム 建設 を 推進 し ます 。 
利用 施設 や 避難 所 、 学 校 な ど 公共 的 施設 が 立地 する 信 
壊 対策 施設 の 整備 を 推進 し ます 。 

手 山 で 想定 され る 噴火 対策 と し て 、 火 山 砂防 施設 の 

社会 資本 の 整備 

後 の 救 助 ・ 救 援 活動 な ど を 迅速 に 














cpp 



































の 整備 を 推進 し 





A 














行 う OS 緊急 輸送 





図る た め 、 特 に 木造 住宅 の 耐震 診断 や 耐震 
団体 、 地 域 住 民 と の 連携 に よる 防災 対応 

警戒 時 に お ける 避難 が 速やか に で きる よう に する た め 、 市 町 、 
ボラ ンティア と の 連携 に よる 土砂 災害 危険 入所 の 点検 を 行う と と も に 、 
援 チ ー ム 会 議 の 開催 な ど に より 地域 と 密接 に 連携 し な が ら 
と 適切 な 防災 対応 を 行い ます 。 

が 実施 する 防災 訓練 段階 か ら 職 員 


警察 、 





















































る 情報 収集 














管内 8 市 
生 す る 自然 


等 を 通じ て 、 








Be (現地 連絡 員 ) を 参加 させ 、 
や 連絡 調整 な ど 市 町 と の 連携 体制 の 強化 を 図る と と も に 
職員 の 危機 管理 対応 能力 の 向上 を 図り ます 。 
町 が 進め る 「 み ちの く 盛 岡 広域 連携 都市 園 ビ ジョ ン 」!【 
災害 へ の 相互 支援 体制 の 仕組 み づ く りや 市 町 が 行う 























に 基づき 、 
主 防災 組織 の 育 





ae 




















の 取組 を 支 
岩手 山 火 
構築 等 、 避 


を 支援 し ま 


























高 病原 性 , 


修 会 を 実施 


災害 関連 情 











援 し ます 。 
山 防 災 協 議会 幹事 会 へ の 参画 を 通じ て 、 火 山 噴火 に 対 
難 及 び 救 助 活動 等 が 効果 的 か つ 安 全 に 実施 され る よ 2 う 、 
す 。 

島 イ ン フ ル エ ン ザ 等 発生 時 に 迅速 か つ 適 切 に 
する と と も に 
報 の 充実 強化 












































各 機 関 の 協 力 




















、 関 係 機関 と 連携 し た 訓練 を 実施 し ます 。 

















国 、 県 、 
(3 
指定 を 推進 
水位 周知 
eee 





砂 災 害 防 」 


平成 29 年 度 (2017 年 度 ) ~2021 年 度 ) 


市 町 村 で 構成 する 大 規模 ? 





ye a 災 協 議 
に 基 





づ 水位 財 知 河川 * や サ 


北上 川 ・ 


道路 等 の 橋 染 の 耐震 


改修 を 促 


増水 時 に お ける 迅速 


从 害 発 生 時 に 
、 防 災 関 係 研 


県 央 


お いて 取り まとめ た 5 か 年 の 取 
AR TK YS 7K AR 


松川 ( 盛 


所 や 被災 箇所 の 砂防 施設 


ます 。 


補強 を 


進 

















し ます 。 





水防 


by 


AD 


団体 、 
手 県 風 











お け 
ESO ht 





fal AY C38 
成 活性 化 


する 情報 伝達 や 救助 体制 の 


体制 づく り 


に 対応 する た め 、 職 員 を 対象 と し た 研 


組 方 針 
区 域 ? の 





me 











Lees 
河川 へ の 水位 監視 カメ ラ や その 他 河 川 へ の 危機 管理 型 水位 計 設 























止 法 に 基づく 調査 を 踏ま えた 土砂 





炎 害 警 式 区域 等 指定 
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7} 


tt 


や 





位 周知 河川 : 六 
し た 河川 。 知 事 
L 溢 危険 水位 (市 








Do 
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kt 水 浸水 想 定 


























区 域 。 


水 予報 を 行う 時 間 的 余裕 が な い 河 川 の うち 、 洪 水 に 
ょ 、 当 


区 域 : 











より 相当 な 損害 を 生 














赴 な ど 


と その 周知 を 


ずる お それ が ある 河川 と 





監視 機能 を 





図り ます 。 





し て 知事 が 指 








M4 = 





PAM IICASV YC, REET AC iL (市 町 村 が 避難 準備 ・ 高 齢 者 等 避難 開始 を 発令 する た め の 








と な る 水位 ) 


























町 村 が 避難 勧告 を 発令 する と な る 水位 ) に 達し た と き 、 関 係 市 町 村 に 通知 する と と も に 




















知 河川 に お いて 、 想 定 し 得る 最大 規模 の 降雨 に より 














水 位 周 、 そ の 河川 が 池 局 し た 場合 
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、 県 民 に 周知 を 行 





に 、 浸 水 が 想 定 さ れる 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年間 を 中 心 と し た 取組 ) 



























































~2018 2019 2020 2021 2022 

① 河川 改修 や ダム 建設 に よる 治水 安全 

度 の 向上 

= 標 

・ 河 川 改修 済 延長 (m) 【累计 ] 便门 管内 県 管理 河川 の 改修 ( 木 賊 川 、 岩 崎 川 、 松 川 、 安 比 川 等 ) | 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 

10,416 | 12, 740 | 13,840 | 14,540 | 15,240 | 全 一 第 川 ダ ム 建 設 
現状 値 は 2017 年 の 値 



















































































砂防 施設 の 完成 箇所 数 (箇所 ) 【累计 ] 陽二 rita ee pe. : 5 » 
現状 値 2019 2020 2021 2022 通常 砂防 施設 の 整備 (横沢 、 市 部 内 の 沢 、 ヌナ ヤ 沢 ) 
2 4 4 5 
ーー — O— KLM OR CROR, FRR, 2B > 
標 値 は 2018 “B25 O MH 






































・ 急 傾斜 地 有 崩壊 対 策 施 設 の 完成 箇所 数 (人 箇所) 
[累計 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 

1 1 2 


目標 値 は 2018 年 か ら の 累計 



























































急 傾斜 地 月 壊 対策 施設 の 




























































































@ 地震 に 強い 社会 資本 の 整備 
ma 急 輸 送 道 路 等 に お ける 耐震 化 の 完了 橋梁 数 
fa) 【累计 ] 
现状 值 208 7020 202 noe 9 一 RARER AO RRR OWE RA | | 
標 値 は 2019 年 か ら の 累計 







































































pak 県 耐震 改修 促進 計画 に 基づく 木造 住宅 の 

要 珍 断 户 数 ( 戸 ) [累计 ] 

現状 人 2019 2020 2021 2022 
1,297 | 1,340 | 1,370 | 1,400 | 1,430 

現状 値 は 2017 年 の 値 

































































・ 岩 手 県 耐震 改修 促進 計画 に 基づく 木造 住宅 の 
耐震 改修 戸数 OF) 【累计 ] 

現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
101 110 115 120 125 

現状 値 は 2017 年 の 値 












































造 住宅 耐震 改修 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 工程 表 (4 年間 を 中 心 と し た 取組 ) 
~2018 2019 2020 2021 2022 








③ 市 町 、 関 係 団体 、 地 域 住民 と の 連携 に 
よる 防災 対応 

5 

・ 土 砂 災 害 危 険 箇所 の 点検 、 避 難 の た め の 合 同 

パト ロー ル の 実施 回 数 (市 町 年 ) 


































































































































































































































































































現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
8 8 8 8 8 一 | 土砂 災害 危険 箇所 の 合同 パト ロー ル の 実施 mm 
現状 値 は 2017 年 の 値 
全 一 合同 水防 訓練 の 実施 > 
・ 危 機 管理 能力 向上 の た め の 研 修 会 の 参加 者 数 | Dopo 
(人 多 一 市 町 が 実施 する 訓練 へ の 職員 (現地 連絡 員 ) 派遣 キャ 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
0 | 40 | 40 | 4 | 40 |@ 職員 の 危機 管理 能力 向上 の た め の 研 修 会 等 の 参加 ・ 実 放 トキ 
現状 値 は 2017 年 の 値 
県 央 圏 城内 で 発生 する 自然 災 
@ 一 | 害 へ の 相互 支援 体制 の 仕組 み 一 > | 相互 支援 体制 四 站 
づく り の 支援 @ 消 な 運用 に 向け た 。 > 
支援 
@ 一 火山 噴火 に 対す る 各 機 関 の 協力 体 制 づ くり の 支援 a 

















・ 高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ 等 発 4 
会 ・ 訓 練 の 参加 者 数 (人 ) 


現状 値 | 2019 2020 2021 2022 」 、 : 
全 一 高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ 等 発生 時 対応 研修 会 ・ 訓 練 の 開催 =O 
140 140 140 140 140 ee es 2 


現状 値 は 2017 年 の 値 





时 对 应 研 人 





tH 


NN 










































































④ 災害 関連 情報 の 充実 強化 
MM 

土砂 災害 危険 筒 所 の 基礎 調査 に 基づく 住民 説 
明 会 の 実施 箇所 数 (人 箇所) 【累计 ] 
現状 値 2019 | 2020 | 2021 | 2022 | 
994 | 1,249 | 1,404 | 1,556 | 1, 602 
現状 値 は 2017 年 の 値 
































































































上 砂 炎 害 危険 箇所 の 住民 説明 会 の 実施 





















































水位 周知 河川 
9 一 の 指定 md 



































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 

【 防 災 対策 】 

(市 町 ) 

・ 国 、 市 町 等 と の 連携 に よる 防災 体制 等 の 強 
・ 主 要 道 路 の 地震 時 の 安全 対策 

・ 住 民 の 耐震 対策 へ の 支援 
・ 警 戒 避難 体制 の 整備 (地域 防災 計画 へ の 記載 、 ハ ザー ド マ ッ プ の 作成 ) 
・ 広 域 災 害 発生 時 等 に お ける 管内 市 町 の 相互 支援 体制 の 構築 














=> 


上 
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a a 
(県 民 、NPO、 企 業 等 ) 























uh 


・ 防 災 意 識 の 高揚 

・ 自 主 防災 組織 の 結成 
・ 要 配慮 者 利用 施設 に お ける 避難 確保 計画 の 作成 等 
・ 所 有する 建築 物 の 耐震 化 













































































【 高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対策 】 
(団体 ・ 企 業 等 ) 
・ 高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対策 に 係る 資 機材 等 の 供給 や 作業 支援 















































【 関 連 す る 計画 】 
・ 岩 手 山 火 山 避難 計画 (平成 30 年 (2018 年 ) 3 月 策定 ) 
・ み ちの く 盛 岡 広域 連携 都市 園 ビ ジョ ン (計画 期間 平成 28 年 度 (2016 年 度 ) て 2020 年 度 ) 
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I 圏 域内 の 中 心 都市 と 近隣 の 市 町 と の つなが り を 


生か し 、 一 人 ひと り が 快適 で 安全 ・ 安 心 に 暮らせ る 地域 
5 安心 ・ 快 適 な 都市 環境 ・ 生 活 環境 を つく り ま す 








(基本 方 向 ) 

道路 改築 や 安全 ・ 安 心 な 歩行 者 ・ 自 転 車 空間 の 整備 を 推進 する と と も に 、 市 町 と 連携 し 、 岩手 
医科 大 学 附属 病院 て へ の アク セス を 向上 させ ます 。 

また 、 衛 生 的 で 快適 な 生活 環境 を 確保 する た め 、「 い わ て 汚水 処理 ビジ ョ ン 2017」 に 基づき 、 
礼 水 処理 施設 の 計画 的 な 整備 を 進め る と と も に 、 高 齢 化 社 会 に 対応 し た 県 営 住宅 の 建 替え 、 道 



































路 ・ 橋 染 な どの 老朽 化し た 社会 資本 の 効率 的 ・ 計 画 的 な 維持 管理 を 推進 し ます 。 

さら に 、 住 み 良い まち づく り を 進め る た め 、 住 民 や 自治 会 、 企業 、NPO、 行 政 な ど 多 様 な 主 
体 が 参画 し 、 そ れ ぞ れ の 役割 分 担 の 下 、 協 働 に よる まち づく り を 進め ます 。 

加え て 、 食 中 毒 な ど 、 食品 に 起因 する 健康 被害 等 の 発生 予防 に 努め 、 食 の 安全 ・ 安 心 を 推進 し 
ます 。 



















































































現状 と 課題 
県 内 の 交通 渋滞 筒 所 73 箇 所 の うち 51 人 箇所 が 県 央 圏 城 に あり 、 渋 滞 の 緩和 対策 を 進め て いく 
必要 が あ り ます 。 


新た な 国道 4 号 盛岡 南 道路 の 計画 検討 が 進め られ て いま す 。 

自動 車 交通 量 が 多く 、 路 肩幅 も 狭い こと か ら 、 歩 行者 ・ 自 転 車 へ の 安全 対策 が 必要 と な っ 
て いま す 。 

盛岡 市 を は じ め と する 各市 町 の 中 心 市 街 地 で は 、 ユ ニニ バー サル デ ザ イン 、 若 観 に 配慮 し た 
ひと に や さき さ し い まち づく り が 求め られ て いま す 。 

2019 年 9 月 に 移転 する 岩手 医科 大 学 附属 病院 て の アク セス ルー ト の 整備 が 求め られ て いま 
































す 。 
道路 ・ 橋 染 な どの 老朽 化し た 社会 資本 の 効率 的 ・ 計 画 的 な 維持 管理 が 求め られ て いま す 。 
県 央 園 域 に お ける 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) 未 の 汚水 処理 人 口 普及 率 は 91.4% と 県 平均 の 
80.89% を 上 回 っ て いま す が 、 中 心 市 街 地 以外 に お ける 普及 率 は 低く 、 地 域 格差 が まだ あり ま 
す 。 

腸管 出血 性 大 腸 菌 0157 や ノロ ウイ ルス 等 を 原因 と する 食中毒 や 食品 に 起因 する 健康 被害 
の 発生 に 対応 する た め 、 食 品 営 業者 に 対す る HACCP の 導入 支援 な ど 、 営 業者 の 自主 衛生 
管理 の 促進 に 取り 組む 必要 が あり ます 。 
























































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 高 次 都市 機能 の 充実 
主要 地方 道 盛岡 環状 線 「 中 鵜飼 地区 」 な どの 道路 改良 に より 、 市 街 地 の 円 滑 な 交通 や 歩行 
空間 の 確保 を 図り ます 。 
般 県 道 大 ケ 生 徳田 線 「 徳 田橋 」 の 人 架 替え や 一 般 県 道 不 動 盛岡 線上 矢 次 地区 を 整備 し 、 冊 
手 医 科大 学 附属 病院 て へ の アク セス を 向上 させ ます 。 
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高齢 化 社会 に 対応 し た 県 営 住宅 の 建 替 そえ ・ 改 善 を 推進 し ます 。 
国道 4 号 盛岡 南 道路 が 具体 化 さ れる よう 国 に 働き か け て いき ます 。 
中 心 市 街 地 の 活 性 化 

管内 市 町 が 実施 する 中 心 市 街 地 の 賑わい 創出 の 取組 を ソフ ト ・ ハ ー ド の 両面 か ら 支 援 し ま 
岩手 医科 大 学 附属 病院 の 移転 に より 、 盛 岡市 の 中 心 市 街 地 に 生じ る 跡地 に つい て 、 関 係 者 
よる 活用 方 法 の 検討 に 参画 する な ど 、 跡 地 利用 の 具体 化 に 向け て 支援 し ます 。 
ユニ バー サル デザ イン ・ 景 観 に 配慮 し た まち づく り の 推進 

「 岩 手 県 景観 計画 」 に 基づき 、 良 好 な 量 観 の 形成 や 違反 屋外 広告 物 の 是正 指導 等 に 
み ま す 。 
ユニ バー サル デザ イン 、 藤 観 形成 、 ひ と に や さ し い 住宅 ・ 建 築 物 の 整備 促進 や 普及 啓発 に 
取り 組む 関係 機関 等 の 活動 を 支援 し ます 。 
安全 ・ 安 心 な 歩行 空間 及び 自転 車 通行 空間 の 確保 

般 県 道重 石 東 八 幡 平 線 「 長 山地 区 」 や 一 般 県 道 小 民 田頭 線 「 大 更 地 区 」 の 歩道 整備 、 一 
般 県 道 大 ケ 生 徳田 線 「 徳 田橋 」 架 替 事 業 、 一 般 国道 456 号 ， ESE ISR IT ae 「 星 山地 
区 」 の 道路 改築 な ど に お いて 、 歩 行 空間 の 確保 を 推進 し ます 。 
自転 車 通行 帯 を 明示 する こと に より 自転 車 通行 空間 を 確保 し 、 歩 行 空間 と の 分 離 を 図り 
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a 
汚水 処理 施設 の 計画 的 な 整備 

市 町 の 汚水 処理 事業 や 個人 が 設置 する 浄化 槽 へ の 財政 支援 を 行い 、 公 共 下水 道 、 農 業 集落 
排水 、 浄 化 槽 の 整備 を 推進 し ます 。 

社会 資本 の 計画 的 な 維持 管理 

過去 に 整備 され た 道路 や 河川 な どの 社会 資本 の 老朽 化 が 進行 し て いる こと か ら 、 大 規模 施 
設 等 に 関し て は 各種 修繕 計画 等 に 基づき 施設 の 長寿 命 化 や 更新 を 計画 的 ・ 効 率 的 に 進め 、 一 
般 の 施設 に 関し て は 、 定 期 的 な 点検 と 日 常 の メン テ ナ ン ス に より 、 将 来 に わた っ て その 機能 
が 確保 され る よう 適切 な 維持 管理 を 推進 し ます 。 
道路 や 河川 の 愛護 団体 や 地域 住民 と 協 働 し な が ら 、 身 近 な 道路 や 河川 敷 な どの 維持 管理 に 
取り 組み ます 。 

建設 業 の 担い 手 を 育成 ・ 確 介 する た め 、 情 報 通信 技術 (I CT) に よる 建設 現場 の 生産 性 
向上 や 、 休 日 の 拡大 等 に よる 働き 方 改革 な ど を 促進 し 、 建 設 業 に お ける 労働 環境 の 改善 等 を 
支援 し ます 。 

食 の 安全 ・ 安 心 の 推進 

HACCP の 制度 化 に 向け て 、 関 係 団体 等 と 協 働 し て 食品 営業 者 に 対す る HACCP の 考 
え 方 に 沿っ た 衛生 管理 の 導入 支援 に 取り 組み ます 。 
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上 工程 4 it S 
~2018 2019 2020 2021 2022 
① 高 次 都 市 机 能 充实 
目標 
・ 交通 混雑 が 緩和 され る 街路 完了 工区 @ 一 | 門 岡 駅 本 宮 線 (HOKE) (2023 年 以降 の 完了 予定 ) > 
(工区 ) [ 黑 计 ]】 
现状 值 | 2019 2020 2021 2022 | @— 下 弟 飼 御 庭 田 線 (鵜飼 人 人 打 ) b+ 
一 0 2 2 3 
目標 値 は 2018 年 か ら の 黒 計 9 一 盛岡 環状 線 (BAA) mad 
O— 大 ヶ 生 徳田 線 (徳田 橋 ) (2023 年 以降 の 完了 予定 ) > 
全 一 AMRMR (上 矢 次 ) mat 
・ 岩 手 医科 大 学 附属 病院 へ の アク セス 道路 完了 
工区 (工区) Cast) 9 一 | 大 ヶ 生 徳田 線 (徳田 橋 ) (再掲 ) (2023 年 以降 の 完了 予定 ) ーー 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
a 0 1 1 1 | @ 一 不動 盛岡 線 (上 矢 次 ) (再掲 ) > 
標 値 は 2018 年 か ら の 累計 
・ 高 齢 化 社会 に 対応 し た 県 営 住宅 の 建 替 そえ ・ 改 
AK ( 戸 ) 【累计 ] 備後 Ly) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 第 一 
82 106 146 180 216 
現状 値 は 2018 年 の 値 、 目 標 値 は 2018 年 か ら の 昧 OS 境 田 団地 Lp 
Oo 加賀 野 団地 mee 松園 東 
団地 
② 中 心 市 街 地 の 活性 化 
標 
・ 各 地域 の 主体 的 な か まち づく り の 支援 全 一 地域 の 主体 的 な まち づく り の 支援 ( 律 石町 、 葛 巻 町 ) 
③ ユニ バー サル デザ イン ・ 景 観 に 配慮 し 
た まち づく り の 推進 
標 
・ 違 反 屋外 広告 物 の 是正 指導 9 一 違反 屋外 広告 物 の 是正 指導 
④ 安全 ・ 安 心 な 歩行 空間 及び 自転 車 通行 
に RN e— = We eee (] 
・ 歩 道 整 備 事 業 完了 工区 ere 
(工区 ) [累计 ] O— 渋民 田頭 線 ( 好 摩 ) ーー と 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
= 0 2 6 7 全 一 “ER 頭 線 (大 更 ) > 
目標 値 は 2018 年 か ら の 昧 計 
O— RT RR (星山 ) > 
全 一 ART GRR) (2023 年 以降 の 完了 予定 ) at 
O— 下 鵜飼 御 庭 田 線 (鵜飼 人 人 打 ) mat 
全 一 盛岡 滝沢 線 ( 下 鵜 飼 ) a 
@—— 日 庄 停 車場 線 (日語 a> 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 




















































































































~2018 2019 2020 2021 2022 
⑤ 汚水 処理 施設 の 計画 的 な 整備 
上 標 
・ 市 町 が 実施 する 汚水 処理 施設 整備 へ の 支援 WW 一 | 汚水 処理 施設 整備 へ の 支援 mal 
© 社会 資本 の 計画 的 な 維持 管理 
上 標 
・ 早 期 に 修繕 が 必要 な 橋梁 の 対策 完了 数 
( 橋 ) [累計 ] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 | 。 | ee al 
ー 4 9 15 21 
目標 値 は 2019 年 か ら の 累計 






































・ 県 管理 河川 ・ 道 路 の 草刈 実施 ボラ ンティア 団 
体 数 (団体 ) 
































現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
る 一 | 草刈 実施 ボラ ンティア 団体 と の 協定 締結 三 车 
44 44 iA 44 A 草刈 実施 ボラ ンティア 団体 協定 締結 
































現状 値 は 2017 年 の 値 








⑦ 食 の 安全 ・ 安 心 の 推進 

標 

・HACCP 導 入 に 関す る 講習 会 の 受講 者 数 
人 ) 【累计 ] 

现状 值 | 2019 2020 2021 2022 


































































































327 350 700 | 1,050 | 1,400 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 HACCP の 制度 化 に 向け た HACCP に よる 
か ら の 系 計 講習 会 の 開催 主 衛生 管理 の 実施 









































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 













































































( 国 ) 
・ 国 が 管理 する 一 般 国 道 な どの 交通 ネッ トワ ー ク の 整備 
(市 町 ) 

・ 街 路 や 歩道 の 整備 、 無 電柱 化 の 推進 

















・ 公 共 下 水道 等 の 整備 
(事業 者 等 ) 
・ 食 品 営業 者 の 自主 衛生 管理 の 推進 
































【 関 連 す る 計画 】 
・ 汚 水 処理 ビジ ョ ン 2017 (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) て 2025 年 度 ) 
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【 振 興 施策 の 基本 方 向 】 


I IT 産業 な どの 集積 や 豊富 な 農林 資源 を 生か し 、 


競争 力 の 高い 魅力 の ある 産業 が 展開 し て いる 地域 





産業 の 特性 や 地域 資源 を 生か し 、 産 学 


出 や 観光 ・ 食 ・ ス ポー ツ を 連携 させ た 交流 の 促進 、 持 続 可 能 な 農林 業 の 振興 
を 図る と と も に 、 岩 手 県 で 育っ た 人 材 が 地元 で 働き 、 定 着 す る こと が で きる 
取組 な ど を 進め ます 。 

【 県 央 圏 域 重 点 指標 】 


① 情報 サー ビス 産業 の 売上 
高 (岩手 県 計 ) 


官 金 連 携 に よる イノ ベー ショ ン の 創 

















315 (2016) 


39] (2018) 


395 (2019) 


399 (2020) 




















333 (2021) 





② も の づく り 関 連 産業 分 野 
の 製造 品 出荷 額 

















1 232 (2016) 


1 325 (2018) 


1. 374 (2019) 


Lea 


1.477 (2021) 





観光 入 込 客数 (延べ 人 数 ) 





9, 504 


9, 569 


9, 590 


9, 611 


9, 632 





食料 品 製造 出荷 額 








1 137 (2016) 


1 160 (2018) 


1.171 (2019) 


1, 183 0 


1.195 (2021) 





pe BA HE WY) OD fe Hh BB 

















740 (2016) 


740 (2018) 


740 (2019) 


740 (2020) 


740 (2021) 





1, 103 


1, 125 


1, 136 


1, 147 


1, 158 





木材 生産 産出 額 

















394 (2016) 


397 (2018) 


3929 (2019) 


331 (2020) 


332 (2021) 





再 造林 面积 


282 


296 


304 


318 





⑨ 原木 し いた け ( 乾 生 ) 生产 


旦 


192 


230 


248 


286 





人 


12.2 





⑪ aie 交流 の 基盤 と な る 道 
路 の 整備 推進 箇所 の 整備 率 



































※1 上 記 の 表 中 、 右 上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 度 以外 の 年 度 の 実績 値 駐 は 
※2 指標 の つい て は 、 人 巻末 資料 に 掲載 し て いま す 。 











標 値 を ホ し て いま す 。 





























目標 値 設定 の 考え 方 に 


39 























具体 的 推進 方 策 











北 学 官 金 連携 に よる 1 華 産 
業 の 育成 や も の づく り 産 業 の 
振興 に 取り 組み ます 

















① 盛岡 広域 地域 産業 活性 化 基本 計画 等 に 基づく 企業 集積 
の 推進 














② 地域 産業 を 支え る 人 材 の 確保 ・ 






































育 
@ IT・ も の づく り 産 業 の 幅広 い 産業 分 野 へ の 参入 促進 、 
起業 ・ 創 業 の 推進 












































7 観光 ・ 食 ・ ス ポ | (1) 観光 産 
ー ツ を 連携 させ 業 
た 交流 促進 に よ 


り 地域 経済 を 活 




















魅力 ある 観光 地 づ くり と 観光 客 受 入 環 境 の 向上 


























効果 的 な 情報 発信 に よる 誘客 の 促進 

















型 際 観光 の 推進 




















スポ ー ツ ツー リズ ム の 推進 








性 化し ます (2) 食 産業 














食 産業 ・ 地 場 産業 事業 者 の 経営 改善 と 中 核 人 材 の 育成 


























商品 の 高 付加 価値 化 及 び 販 路 拡 大 の 推進 






































県 産 食材 の 地産 地 消 促進 











海外 へ の 販路 拡大 に 取り 組む 事業 者 の 支援 
































観光 等 と 連携 し た 食 産 業 ・ 地 場 産業 の 振興 











8 米 ・ 園 芸 ・ 畜 産 の バラ ンス が 
と れ た 農業 の 持続 的 発展 と 活 
カ の ある 農村 づく り を 進め ま 
す 


























次 世代 の 地域 農業 を 担う 経営 体 の 育成 




















生産 性 ・ 市 場 性 の 高い 産地 づく り 
農村 の 地域 活動 の 促進 












































9 森林 資源 の 循環 利用 促進 と 
も うか る 林業 ・ 木 材 産業 の 構築 
を 進め ます 





























森林 資源 の 循環 利用 及び 担い 手 の 育成 ・ 確 保 




















地域 材 の 利用 促進 














原木 し いた け 産 地 の 再 生 








10 地域 産業 の 特性 に 応じ た 産 
業 人 材 の 確保 ・ 育 成 と や り が い 
を 持っ て 働く こと が で きる 労 

動 環境 の 整備 を 進め ます 









































地域 産業 を 支え る 人 材 の 確保 ・ 育 成 











若年 者 等 の 就業 支援 と 人 材 の 確保 






































企業 に お ける 雇用 ・ 労 働 環 境 整 備 の 促進 








多様 な 雇用 の 場 の 確保 と 就労 の 促進 


























11 産業 経済 活動 を 支え る 交通 
ネッ トワ ー ク を 整え ます 








物流 ・ 交 流 ネ ットワーク の 整備 























沿岸 地域 の 復興 ・ 振 興 を 支え る 道路 の 整備 


























OO CO 





医療 機関 へ の 救急 搬送 ルー ト の 整備 
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I IT 産業 な どの 集積 や 豊富 な 農林 資源 を 生か し 、 競争 


力 の 高い 魅力 の ある 産業 が 展開 し て いる 地域 





一 6 産学 官 金 連 携 に よる IT 産業 の 育成 や も の づく り 産 業 





一 の 振興 に 取り 組み ます 


(基本 方 向 ) 





学術 研究 機関 、 産業 支援 機関 な ど が 集積 し て いる 県 央 圏 域 の 特性 を 生か し つつ 、 盛岡 広域 地域 








産業 活性 化 基本 計画 等 に 基づき 、 市 町 や 関係 機関 と 連携 し 、 
集積 を 推進 し ます 。 





I T!・ も の づく り 産 業 な どの 産業 








また 、 エ 産業 と 北上 川 流域 の も の づく り 産 業 と の 連携 推 





進 に より 、 第 4 次 産業 革命 技術 の 導 

















入 促進 を 図り 、 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) 関連 産業 を 
し ます 。 

さら に 、 学 術 研究 機関 、 産 業 支援 機関 、 高 等 教育 機関 、 市 町 な ど 関 係 機関 と の 連携 に より 、 第 
4 次 産業 革命 * を 担う 人 材 を 育成 する ほか 、 産 業 人 材 の 地元 定着 を 促進 する と と も に 、 起 業 ・ 創 





























業 を 推進 し ます 。 





現状 と 課題 





















































は じ め と し た 他 産 業 へ の 参入 を 推進 





県 央 圏 域 に は 、 岩 手 大 学 、 岩 手 県 立 大 学 な どの 学術 研究 機関 や 、 岩 手 県 工業 技術 セン ター 


や いわ て 産業 振興 セン ター な どの 産業 支援 機関 が あり 、 本 県 の 産業 振興 に 大 き な 役 割 を 果 た 


し て いま す 。 
岩手 大 学 構内 の 盛岡 市 産学 官 連携 研究 セン ター、 岩 手 














県 立 大 学 に 隣接 し た 滝沢 市 エ I PU イ 


ノ ベ ー シ ョ ン パ ー ク 、 盛 岡市 及び 八幡 平 市 の 貸 工 場 の 整備 、 岩 手 流通 セン ター や 盛岡 貨物 タ 
ー ミ ナル 、 八 幡 平 市 起業 家 支 援 セ ンタ ー の シェ アオ フィ ス な ど 産 業 立 地 基盤 が 充実 し 、I 




















TT・ も の づく り 産 業 の 集積 が 進ん で いま す が 、 引 き 続 き 
いく 必要 が あり ます 。 
盛岡 市 は 新た に 道明 地区 に 工業 用 地 の 整 備 を 進め て お 








、 企 業 誘致 や 起業 ・ 創 業 を 推進 し て 


り 、 ヘ ルス ケア 産業 、 医 療 福祉 機器 


関連 産業 の 集積 を 目指 し て いる ほか 、 滝 沢 市 は 経済 産業 省 の 地方 版 T o TT 推進 ラボ * に 認定 さ 








れる と と も に 、1 工 産業 の 集積 を 進め て いま す 。 





盛岡 広域 地域 産業 活性 化 基本 計画 等 に 基づき 、 県 央 圏 域内 の 40 区 域 を 企業 立地 の 重点 区 域 
に 設定 する と と も に 、 首 都 圏 で の 立地 セミ ナー の 開催 な ど 、 引 き 続 き 、 緊 密 な 連携 の 下 に 、 














産業 集積 に 向け た 取組 を 進め て いく 必要 が あり ます 。 








平成 28 年 (2016 年 ) に お ける 全 県 の 1 本 産業 の 売上 高 は 315 億 円 、 平 成 28 年 (2016 年 ) に 
お ける 県 央 圏 域 の も の づく り 関 連 産 業 分 野 の 製造 品 出荷 額 は 1, 232 億 円 と な か っ て お り 、 も の 











づく り 分 野 に お いて は 世界 同時 不況 前 の 水準 まで 回 復 し 








て いな いこ と か ら 、 新 技術 開発 の 取 





組 を 進め る と と も に 、 最 新 の 技術 や 情報 化 に 対応 し た 専門 的 知識 、 技 術 を 有する 人 材 の 育 





1 { T : Information Technology (情報 技術 ) の 略 。 ICT (Information and Communication Technology) と ほぼ 同義 の 意味 を 























Tk, KU CHWS. 





























持つ が 、 こ の アク ショ ンプ ラン に お いて は 、 コ ンピュータ ー 関 連 の 技術 を 工 、 コ ンピュータ ー 技 術 の 活用 に 着用 する 場合 を IC 











2 第 4 次 産業 革命 : 人 工 知能 (AL) や I oT 、 ロ ボッ ト な どの TI 芽 技 術 に よっ て 、 製 造 業 を 中 心 に 産業 構造 を 大 きく 転換 し よう 





と する 動き 。 























3 地 方 版 I o 征 推進 ラボ : 経済 産業 者 、T oT 推 進 ラ ボ 、 独 立 行政 法人 情報 処理 推進 機構 (T PA) が 選定 する 地域 に お ける Io 




















エプロ ジェ クト 創出 の た め の 取 組 。 
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成 ・ 確 保 を 促進 する ほか 、 


Ye STIL, Pane 


28 年 (2016 年 ) | 
ア 開 発 が 104 
向 が あり ます 。 
上 川 流域 に お いて 
出 と これ に 伴う 人 口 の 


北 











億 
a aan 











お ける 全 県 の ツノ フト ウ eae age 
Kye aC See, BREE 


新 事業 に 挑む 意欲 ある 


に 当たる 




















動車 や 半導体 関連 産業 を 





ほ 業 者 を 支援 し て いく 必要 が あり ま 





す 。 








る 情報 処理 関連 産業 の 事業 所 が 
円 
が 中 心 の た め 、 受 放 
































着力 





が 見 込ま れる こと か ら 、 


























管内 に 





















































F 心 と し た 産業 集積 が 進み 、 天 
集積 する 1 産業 と 北上 川 流域 


7 








集積 し て いま す が 、 平 成 
の うち 、 受 注 ツ ソフ トウ ェ 


元 の 動向 に 左右 され る 傾 




















nes 





H の 





RE 






































の も の づく り 産 業 の 企業 間 連 携 、 産 学 官 連携 、 医 工 連 携 等 の 多様 で 広域 的 な 連携 が 求め られ 
て いる ほか 、 新 商品 の 開発 や 生産 性 の 向上 に つなが る 第 4 次 産業 革命 技術 の 導入 を 進め て い 
く 必要 が あり ます 。 

いわ て 加速 器 関連 産業 研究 会 、 い わ て 組込み レス テム コン ソー シア ム 、 い わ て 医療 機器 事 
業 化 研究 会 等 の 設立 に より 、 産 学 官 金 連携 、 県 内 企業 の 技術 力 向上 、 取 引 機会 の 拡大 等 が 


待 さ れる 一 方 で 、 産 業 人 材 の 不足 に よる 生産 の 停滞 











県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 





盛岡 
と 連携 
す 。 





県 央 圏 域 に 集積 


県 全域 を 対象 と し た 地域 未来 投資 促進 法 に 基づく 基本 計画 に お いて 示さ れ た 、 
第 4 次 産業 革命 分 野 、 ヘ へ ルス ケア ・ 教 育 サ ービス 分 野 等 


くり 分 


広域 地域 産業 活性 化 基本 
HHA] CO 


Lets 


> EF 















































計画 に 


基づき 、 市 町 や 在京 


AS 





盛岡 広域 地域 産業 活性 化 基 本 計画 等 に 基づく 企業 集積 の 推進 





帯 な ども 懸念 され ます 。 











する 学術 研究 機関 や 産業 支援 機関 に 加え 、 岩 手 流通 
ー ミ ナル な どの 産業 立地 基盤 を 生か し た 企 


業 集積 を 推進 し ます 。 











済 窪 引 事業 計画 
地域 産業 を 支え る 人 材 の 確保 ・ 育 成 
abies aerials 
り ネ ットワーク な ど と の 連 
首都 園 等 で 開催 




















の 策定 を 支援 し ます 。 





























を 進め 、 中 堅 人 材 の 確保 を 指 
高等 教育 機関 が 実施 する キャ リア 教育 * の 講師 と し て 地元 企業 経営 者 ・ 

















ど 、 学 生 な どの 管内 就職 
管内 企業 を 紹介 する ガイ ドブ ッ ク を 


ムペ ー ジ に 公開 する こと で 、 地 元 企業 の 情報 を 広く 発信 し 、} 





携 に に 
1 yes こつ いて 、 
E 進 し ます 。 








-人 
忠信 


第 4 次 産業 革命 を 担う 人 材 の 


県 南 広 域 振興 








盛岡 広域 産業 人 会 な どの 関係 
企業 立地 セミ ナー の 開催 や 関連 イベ ント へ の 出展 な ど に 


団体 
取り 組み ま 


























セン ター や 盛岡 貨物 

















成長 も の づ 


を の 企業 に 対し て 、 地 域 経 





— 市 町 、 商 工 指導 団体 、 北 上 川 流域 も の づく 


Ye 


育成 を 推進 し 
局 と 新た に 連携 し た 








0 


入 





区 租 


従業 員 を 派遣 する な 

















淡 ・ 定 住 の 意識 を 高め る 機会 を 創 





出し ます 。 








確保 を 促進 し ます 。 


高校 


保 を 促 


人 材 育 


供し ま 





生 等 








進 

















を を 対象 と し た 日 
LES, 


em 


日 月 








成 ・ 





月 


す 。 





上 7a 


MRA eA 


前 授業 、 


tml, # 


eR LAS RR ze ENB 
也 元 企 


























工場 見 学 等 を 実施 し 、 地 元 企 


aR 
































まし な が ら 、 健 




















和合 内 に 




















E 進 する と と も に 、 








に 集積 する I 企業 と 北上 川 
第 4 次 産業 革命 





設置 する ほか 、 県 の ホー 
企業 の 認知 度 向上 及び 人 材 














の 認知 度 向上 及び 人 材 確 








了 B 元 定着 に 効果 的 な 情報 を 企業 及び 学校 等 の 双方 向 へ 提 


IT・ も の づく り 産 業 の 幅広 い 産業 分 野 へ の 参入 促進 、 起 業 ・ 創 業 の 推進 
産業 支援 機関 と 連携 
の マッ チン グ に よる 取引 拡大 を 指 


流域 の も の づく り 企 業 と 
技術 の 導入 に よる 生産 性 








向上 、 付 加 価値 向上 、 新 商品 の 開発 、 地 域 課題 解決 の た め の 取 組 を 推進 し ます 。 














IB BF 生徒 


4 キャ リア 教育 : Ve 








が 




















育 活动 全 








体 で 、 


己 の あり 方 ・ 生 





計画 的 ・ 組 織 的 に 育む 


b の 。 


き 方 を 考え 、 





主体 的 に 進路 を 選択 し 、 社 
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会 人 ・ 職 業 人 と し て 











立 す る た め の 能 力 を 



































BER SCA PIAMKEREL OMS ABs BET OL e ble, BFEBKERL 
と の 医 工 連 携 に より 、 新 事業 の 展開 を 推進 し ます 。 

国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 実現 を 見 据え を て 、 い わ て 加速 器 関連 産業 研究 会 と 連携 
し 、 加 速 器 関連 産業 へ の 参入 に 関す る 情報 の 発信 や 研究 会 が 開催 する セミ ナー へ の 管内 企業 
の 積極 的 な 参加 を 推進 し ます 。 
・ 市 町 や 商工 指導 団体 、 産 業 支援 機関 と 連携 し 、 各 種 事業 を 活用 し な が ら 、 中 小 企業 等 経営 
強化 法 等 に 基づき 、 中 小 企業 者 の 経営 革新 に 係る 事業 活動 を 支援 する と と も に 、 起 業 ・ 創 業 
を 推進 し ます 。 
商工 会 議 所 ・ 商 工 会 の 小 規模 支援 法 に 基づく 取組 と 連携 し 、 小 規模 事業 者 等 の 経営 の 改善 
や 経営 の 再 構築 を 推進 し ます 。 




















































































































Hm 










































































工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 








































































































































































































































































































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 ~2018 2019 2020 2021 2022 

① 盛岡 広域 地域 産業 活性 化 基 本 計画 等 

に 基づく 企業 集積 の 推進 
re 
・ 企 業 立地 セミ ナー の 参加 者 数 (人 ) 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 | le セミ ナー の 開催 Ll 

139 145 150 155 160 
現状 値 は 2017 年 の 値 
A A 企業 誘致 関連 イベ ント へ の 出展 | vite 

(人 ) tigi 
現状 値 2019 | 2020 | 2021 | 2022 MM 

70 120 120 120 120 © sere i 网 
現状 値 は 2017 年 の 値 企業 誘致 活動 の 展開 El 化 其 本 
・ 新 規 立地 ・ 増 設 企業 数 (件 ) [累计 ] ek 
ーー | ーーーー 地 域 径 济 牵引 事业 计 画 D 策 定 推送 = <a 
現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 の 展開 
か ら の 累計 











② 地域 産業 を 支え る 人 材 の 確保 ・ 育 成 





























目标 組込み ソフ トウ ェ ア 技 術 者 の 育成 ーー 
・ 組 込み な ソフト ウェ ア 技 術 者 等 養成 数 (人 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 

203 184 184 184 184 
現状 値 は 2017 年 の 値 



























































高等 教育 機関 が 実施 する キャ リア 教育 へ の Ly 














































































































































































































講師 派遣 

・ 学 生 等 を 対象 と し た キャ リア 教育 へ の 講師 

站 件数 (件 ) ee 

状 值 | 2019 2020 2021 2022 oe 企業 ガイ ドブ ッ ク 掲 載 企業 募集 > 

7 7 ¢ 
現状 値 は 2017 年 

oo ガイ ドブ ッ ク 作 成 に 
上 係る 調整 及び 準備 、 陸 | 掲載 企業 情報 追加 ・ 更 新 (累计 
現状 値 2019 2020 2021 設置 | 130 社 

ー 40 70 100 加 

H 標 値 は 2019 年 か ら の 累計 

出前 授業 ・ 工 場 見 学 の 開催 
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WR SHY |) A ORE 一 下 








@ IT・ も の づく り 産 業 の 幅広 い 産業 分 
野 へ の 参入 促進 、 起 業 ・ 創 業 の 推進 

目標 

・ 企 業 訪問 件 数 (件 

現状 値 | 2019 
44 120 

現状 値 は 2017 年 の 値 
































| 








企業 訪問 に よる 企業 ニー ズ ・ シ ー ズ の 把 揚 


















































e— 県 内 企業 間 の マッ チン グ 促 進 ーー 








・ 県 内 企業 間 の マッ チン グ 価 
現状 値 | 2019 2020 
ー 3 3 



































率 学 官 研究 ニー ズ の 大 学べ へ の 橋渡し トーーーー ッ | 


jae 

















・ 経 営 革新 計画 承認 数 (件 


現状 値 | 2019 2020 
194 217 227 新 技術 ・ 新 製品 の 開発 、 事 業 展 開 の 支援 ーー 
現状 値 は 2017 年 の 値 










































































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| (企業 等 ) | 
| ・ 大 学 と の 共同 研究 
| ・ 新 技術 ・ 新 製品 開発 
| ・ 販 路 開 拓 
| ・ イ ンタ ー ン シッ プ 等 の 受入 れ な ど 
| (大 学 ・ 産 業 支援 機関 等) 
| ・ 産 業 人 材 の 育成 
| ・ 企 業 等 と の 共同 研究 
・ 市 町 と の 連携 
・ 起 業 ・ 創 業 の 支援 
・ 企 業 間 取 引 支援 
' 资金 支援 な ど 
(市 町 ) 
・ 産 学 官 連携 施設 の 活用 、 産 業 立地 基盤 等 の 整備 
| ・ 企 業 等 と の 産学 官 金 連携 、 起 業 ・ 創 業 の 支援 | 
RS SCE TD, ee 























































































































【 関 連 する 計画 】 
・ 盛 岡 広域 地域 産業 活性 化 基本 計画 (計画 期間 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) ~2021 年 度 ) 
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I IT 産業 な どの 集積 や 豊富 な 農林 資源 を 生か し 、 競争 


力 の 高い 魅力 の ある 産業 が 展開 し て いる 地域 


7 一 (1 ) 観光 ・ 食 ・ ス ポー ツ を 連携 させ た 交流 促進 に 
より 地域 経済 を 活性 化し ます (観光 産業 ) 








(基本 方 向 ) 

県 央 圏 域 の 自然 や 温泉 、 食 、 ス ポー ツア クティ ビ テ ィ な ど 、 多 彩 な 地域 資源 を 活用 し た 滞在 ・ 
周遊 型 観光 を 推進 する と と も に 、 外国 人 観光 客 の 増加 や 国民 の ライ フス タイ ル の 変化 に 伴い 、 多 
様 化 する 観光 ニー ズ に 対応 し た 受入 環境 整備 を 促進 し 、 観光 客 の 満足 度 が 高く 、 リ ピー ター の 増 














加 に つなが る 魅力 ある 観光 地 づ くり に 取り 組み ます 。 


また 、 ス ポー ツ 団 体 や 観光 事業 者 、 自治 体 等 が 一 体 と な り 、 自然 や 施設 等 の 地域 資源 を 活用 し 
た スポ ー ツ 合宿 ・ 大 会 の 誘致 や スポ ー ツ アク ティ ビ テ ィ の 開発 ・ 普 及 に より 、 国 内外 か ら の 誘客 
を 図り い 、 ス ポー ツ ツ ー リ ズム に よる 交流 人 口 の 拡大 と 地域 の 活性 化 を 推進 し ます 。 





























現状 と 課題 
県 央 圏 城 の 観光 客 入 込 数 は 、 東 日 本 大 震 災 津波 前 の 水準 より は 上 回 っ て いる も の の 、 こ こ 
数 年 で は 横ばい 傾向 に あり ます 。 
また 、 教 育 旅行 客 入 込 数 は 、 東 日 本 大 震 災 津波 前 の 水準 を 上 回 っ て いま す が 、 北 海道 か ら 
の 入 込 客数 は 、 県 全体 と し て 、 東 日 本 大 震 災 津波 前 の 70% 程 度 に 留まっ て いま す 。 
観光 地域 づく り の 実施 主体 と し て 設立 され た DMO' 等 と 連携 し た 観光 振興 に 取り 組む 必要 
が あり ます 。 
県 央 圏 域 は 、 岩 手 山 、 八 幡 平 な どの 優れ た 自然 な どの 観光 資源 に 恵まれ て お り 、 そ れ ら の 
資源 を 活用 し た 多く の スポ ー ツ 大 会 や イベ ント が 開催 され て いる こと か ら 、 ス ポー ツア ク テ 
ィ ビ ティ の 更 な る 掘り 起こ し や 磨き 上 げに よる 、 ス ポー ツ ツ ー リ ズム の 推進 が 期待 され て い 
ます 。 
・ 日 本 の 人 口 が 減少 傾向 に ある 中 、 観 光 振 興 に より 交流 人 口 を 拡大 する た め に は 、 外 国人 観 
光 客 の 更 な る 誘客 と 閑散 期 対策 や 滞在 の 長期 化 等 に 向け て 、 食 ・ 文 化 ・ ス ポー ツ な ど を 観光 
素材 に 活用 し た 新た な 上 魅力 づく り が 必要 で す 。 
秋田 県 際 地 域 と 連携 し た 「 桜 と 雪 の 回 廊 キ キャン ペー ン 」 や 「 紅 葉 と 温泉 キャ ン ペ ー ン 」 な 
ど 、 観 光 客 の 周遊 化 を 促進 する 事業 が 展開 され て いま す 。 
新設 され た 宮古 一 室蘭 を 結ぶ フェ リー 航路 を 活用 し た 教育 旅行 の 提案 や 本 県 な ら で は の 魅 
力 を P R し て いく 必要 が あり ます 。 
また 、 宮 古 一 室 障 間 フ ェ リ ー や いわ て 花巻 空港 に お ける 台北 、 上 海 国際 定期 便 の 就航 に よ 
る 新た な 観光 客 等 の 流れ を 見 据え た 二 次 交通 の 確保 や 、 交 通 ネ ットワーク の 情報 発信 が 必要 
Gy 
外国 人 観光 客 は 台湾 か ら の 観光 客 が 大 きく 増加 (平成 29 年 (2017 年 ) : 前 年 比 62.7% 増 ) 
し て いる ほか 、 タ イ な ど 東 南ア ジア や オー スト ラリ ア か ら の 和 観光 客 も 増加 し 、 平 成 29 年 の 外 
国人 観光 客 入 込 数 は 117 千 人 回 (前 年 比 58.5% 増 ) と な っ て いま す 。 



























































































































































1 DMO : Destination Marketing/Management Organization の 略 。 和 観光 地域 づく り 推 進 法人 。 様 々 な 地域 資源 を 組み 合わ せ た 和 観光 
地 の 一 体 的 な プラ ンド づく り 等 を 地域 で 主体 と な っ て 行う 観光 地 づ くり の 推進 主体 。 
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環境 省 








=e] 


DD | YEAR 

















国人 旅行 


は 、 国 と 
全国 に 





いま す 。 











宿 の 誘致 活動 ・ 


ず 。 


また 、 
通じ て 、 





組ん で いま す が 、 

Fe] Clk, 20224 
し て お り 、 本 県 に 来訪 する 
国人 を 含め た 外国 人 スキ ー 客 に は 、 滞 在 中 





お ける 訪 
か ら 平 成 29 年 
今後 も 増加 が 見 込ま れる 様々 な 国 
コミ ュ ニ ケー ショ ンカ 力 の 向上 、 多 様 な 文化 や 慣習 、 


客 の 】 


連携 を 図る と と も に 








(2017 年 ) | 





























受入 れ 等 








各市 町 に お いて は 、 


H 























競合 する 他 # 














土産 
を 整 


店 等 











「 盛 岡 広 域 ス ポー ツ コ ミ 
ポー ツ 大 会 ・ 合 宿 の 誘致 活 
進 に 向け 、 広 】 


を 訪問 し た いと の ニー ズ が あり 、 そ の 
疹 する こと に より 、 A 
と 「 い わ て スポ ー 








ャ ショ ン : 











口 








進 








HS 











nlc EO Bal 








日 外国 人 の 旅行 形態 は 、 価 
こ は 80% に 増加 する な ど 、 
か ら の 


凶 域 の スポ ー ツ 施設 を 活用 し た スポ 
也 域 と の 差別 1 
年 の 冬季 オナ オリンピック の 開 人 
国人 スキ ー 客 も 


| 


満喫 プロ ジェ クト 」 の 一 つ に 十和田 
噌 加 を 目指 し て いま す 。 ナ ショ ナル パー ク と し て 、 世 界 に 発信 し て いく た め ! 
、 観 光 素 材 の 磨き 上 げ な ど に 取り 組む こと が 必要 で す 。 

人 手配 に よる も の が 、 
旅行 スタ イル が 変化 し て いま す 。 











isi 

















に より 、 ス ポー ツ を 通じ た 国 








MILER OS AWC ZX. 
宗教 な ど に 配慮 し た 対応 が 重要 に な っ て 























首都 圏 で 開催 され て いる スポ ー ツ 関連 商 
ー ツ 合宿 や スポ ー ツ 大 会 の 誘致 に - 積 極 的 に 取 





が 課題 と な っ て いま 


ya 

















県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 


① 魅力 ある 観光 地 づく り と 観光 客 受入 環境 
型 観 光 を 推進 する た め 、 盛 岡 ・ 
庫 な 温泉 資源 、 地 元 食材 、 産 業 、 文 化 な ど 県 央 圏 域 の 強み を 活用 し 、 四 李 の 魅力 














滞在 








る 








』 然 や 豊 











を 体感 で きる イベ ント 開催 








テン ツ づ くり に 取り 組み ます 。 


宮古 一 室 菩 間 プ フェ リー 就航 を 契機 と し 、 


立 す る た HH が 体験 型 観 光 素材 を 生か し た 教育 旅 ? 





> Ht CH” ll 





増加 傾向 
ae 
ズ に 


ーー 


の 向上 


八幡 平 








EE や 、 酒 蔵 ツ ノー リズ ム の 推 





F エ リア に お いて 、 


進 








な ど 、 























R に 取り 組み ます 。 


観光 に よ 
Ly 市 町 を 』 
取組 を 促進 し ます 。 








宿泊 ・ 








応力 の 向上 を 
観光 客 の ニー ズ を 踏ま 








る 地域 活性 化 を 
衣 え て 利用 可能 な 観光 施 





観光 施設 等 に 
図る た め 、 セ ミ 














? 盛岡 広域 スポ ー 








ツ コ ミッ ショ ン : 希望 卿 いわ て 国 


設 共 


等 を 開 f 
yo Mu tas 


図る た め 、 観 光 地 づく り 
ー ボ ポン の 販 





通 ク 














幡 平 市 、 
ツー リズ ム 等 の 
れ た 団体 。 

















3 いわ て スポ ー ツ コミ ッ 


ポー ツ ツ ー リ ズ 
的 と し て 、 平 成 





WIRTH 








震 石 町 、 幕 卷 町 、 岩 手 町 、 紫 波 町 
BGA 2 CARL RR OR I @ 3A 


























Va: 
ム の 推進 等 を 官民 の 関係 機関 ・ 
29 年 (2017 年 ) 10 月 に 設立 され た 




















本 

















岩手 県 の スポ ー ツ 資源 と 観光 資源 を 生 
団体 が 一 体 と な っ て 
体 。 
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辰 わい の 創出 を 





NN こ 即 し た 受入 環境 の 
供し 、 観 光 人 材 の 育 
、 潮 在 先 と 飲食 施設 の 多い 地域 を 結 


る た め 





体 ・ 希 望 卿 いわ て 大 会 の 遺産 を 確実 に 
及び 矢巾 町 が それ ぞ れ の 











立 性 








沿っ た 交通 





eke 


TGF 





を 尊 





=] 


AR 


八幡 平 国立 公 








が 選定 され 、 外 








平成 22 年 





(2010 年 ) の 56. 4% 





多 言語 





に よ 

















ムジ とっ 


RA 合 








す 。 


場 や 、 和 宿泊 施設 以 
用 アク セス な 





ツ コ ミッ ショ ン "」 De 
動 や スポ ー ツ 情報 の 一 元 的 な 発信 な ど 、 ス ポー ツ ツ ー リ ズム の 推 
め ら れ て いま す 。 


tet BO 





回 廊 」 


滞在 し な が ら 楽 し 





THEO, BOE 


地域 資源 を 広域 





整備 
成 に 取り 組み ます 。 





に 引き 継い で いく 
重 9 相互 に 連携 ・ 


























る こと を 











区 











か 


的 と し て 、 平 成 29 年 


年 (201 




















肥 り 組み 、 交 流 人 














る 情報 発信 や 





管内 各市 町 に お いて は 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019" 澄 石 開催 や 東京 2020 オ リン ピッ ク ・ 
パラ リン ピッ ク 競 技 大 会 に 向け た 機運 醸成 イベ ント の 開催 や ホス ト タ ウ ン を は じ め 事 前 合 
内 外 と の 交流 が 活発 に な っ て き て いま 











Hr 


LS Af 
=F 


口 伯 








を 
り 





に 向け て スキ ー な どの 冬季 スポ ー ツ 愛好 者 が 
に あり ます 。 





外 の 飲食 店 、 
どの 周遊 環境 








MILA, A 


に 代表 され 


め る 観光 コン 


沿岸 地域 と 内 陸 を 周遊 する 新た な 観光 ルー ト を 確 





周遊 モデ ル の 


に 取り 組む DMO 等 と の 連携 体制 を 強化 

















的 に 


こ 活 





1 する 





と 外国 人 観光 客 へ の 対 


た め 、 盛 岡市 、 八 
協調 し て スポ ー ツ 
We 年 ) 3 月 ! に 設立 さ 





し 、 ス ポー ツ 大 会 や スポ ー ツ 関連 イベ ント 等 の 誘致 、 ス 
の 拡大 等 に よる 地域 活性 











区 











る こと を 





化 を 

















ぶ 二 次 交通 の 運行 促進 




















効果 的 な 情報 発信 に よる 誘客 の 促進 
県 際 地 域 や 県 内 隣接 広域 
の 広域 的 な 観光 情報 を 発信 し ます 。 
個人 旅行 客 向 け の 観光 情報 を 充実 させ る た め 、 市 町 や 岩手 県 観光 協会 と 連携 し 、 家 族 や 少 
人 数 で 旅行 する 観光 客 が 訪れ や すい 観光 情報 の 紹介 な ど 、 き め *# 


秋田 
光 客 目 

















次 
| 











ce 


























情報 発信 に 取り 組み ま 
国際 観光 の 推進 





台湾 か ら の 誘客 に 重点 的 に 取り 組む と も に 、 
め 、 県 全体 の 取組 と 調整 を 





東京 2020 パラ リン ピッ ク 開 催 
福祉 関係 機関 、 観光 事業 者 等 と 連携 し て 、 観光 施設 等 で の ユニ バー サル デザ イン "対応 状況 の 




















す 。 





等 、 市 町 や 交通 機関 と 連携 し た 


を 契機 に 、 障 が い 者 等 の 観光 





















































イア 、 ブ ロガー 等 を 活用 し た 魅力 発信 に 取り 組み ます 。 
ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019" 釜 石 開催 や 東京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 




















会 の 開催 を 契機 に 、 


Huy 
7A 


ALESBSBICEZEDtE PR 
な ど 観 光 情 報 の 提供 に 取り 組み ます 。 
文化 、 慣 習 等 の 違い 、 宗 教 上 の 理 | 


Sen 


手 県 観光 



































[や 外 





























ヨロ HH ヽ 























取組 を 推進 し ま 





on 














か な 情報 発信 に 取 














圏 と 連携 し た 県 外 で の 観光 PR や 誘客 イベ ント に お いて 、 観 





り 組み ま 


的 の 来訪 を 促進 する た め 、 











会 等 と 連携 し て 、 情 報 通信 技術 (I CT) や SNS" を 活 
尺 人 観光 客 が 一 人 歩き で きる よう な 交通 プク セス 方 法 





タイ な ど 新 た な 市 場 か ら の 誘客 に つなげ る た 
図り な が ら 、 商 談 会 や 国際 旅行 展 等 へ の 参加 を は じ め 、 海 外 メ デ 








か ら 生 じ る 外国 人 観光 客 の 多様 な ニー ズ (LA 


リム の 食事 や 礼拝 等 ) や LGBT' ツ ー リ ズム 等 に 対す る 理解 を 深め る た め 、 観光 事業 者 等 を 


対象 に し た セミ 
2022 年 に 中 





ナー を 開催 し ます 。 
国 で 開催 され る 冬季 オリ ン ピ ッ ク を 契機 に 、 外 
と 周遊 化 を 促進 する た め 、 本 県 の スキ ー 場 や 観光 施設 等 



































連携 し 


、 潜 在 先 か ら 近 郊 ス 








観光 施設 等 へ の アク セス や 、 飲 食 情報 の 発信 な ど 、 滞 在 を 楽し め る 環境 整備 に 取り 組 
スポ ー ツ ツー リズ ム の 推進 
ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019" 釜 石 開催 や 東京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ パラリンピック 競技 大 


会 等 の 開催 を 契機 と し た 事前 合宿 の 誘致 や ホス ト タ ウ ン の ] 












































組 等 を 推進 する と と も に 、 





国人 冬季 スポ ー ツ 愛好 者 の 誘客 





キー 場 、 
み ま す 。 





これ 


ら の 大 会 の レガ シー を 継承 し 、 い わ て スポ ー ツ コミ ッ シ ョ ン 補 盛岡 広域 スポ ー ツ コミ ッ シ ョ 
ン と の 連携 の 下 、 引 き 続き スポ ー ツ 団体 や N PO、 企 業 等 が 行う スポ ー ツ 合宿 や 大 




















活動 を 促進 し ます 。 
・ 域内 で 開催 され る ヒル クラ イム や マラ ソン な どの スポ ー ツ イベ ント な ど を 活用 
自然 景 観 な どの 魅力 を 活用 し た スポ ー ツ アク 


a 














ー ツ ツー リズ ムツ アー 商品 の 造成 や 、 
































会 の 誘致 


し た スポ 
ティ ビ テ 





ィ の 開発 等 を 支援 する な ど 、 地 域 の 特色 を 活か し た スポ ー ツ ツー リズ ム を 広域 的 に 連携 し な 











が ら 推 進 し ます 。 








スポ ー ツ ツー リズ ム に より 地域 経済 の 活性 化 を 図 
等 を 対象 と し た セミ ナー の 開催 等 を 通じ 、 地 域 全 体 で の 取組 に つなが る 普及 啓発 を 進め ます 。 


























4 ユニ バー サル デザ イン : FER OY 








イン し よう と する 考え 方 。 


I CT : Information and Communication Technology の 
ュー ター 関連 の 技術 を IT 芽 、 コ ンピュータ ー 技 術 の 活 
5 SNS : Social Networking Service (ソー シャ ノ 
築 で きる スマ ー ト フォ ン ・ パ ソコ ン 
7 LGBT : 性 的 指向 及び 性 
G : 男性 の 同性 愛 者 (Gay : ゲイ ) 、B : 両 属 
(Transgender : 


ジ ) 、 





E 別 、 能 力 な ど に 関わ ら 3 





















































トラ ンス ジェ ンダ 





























が 、 で きる 限り 、 全 て の 人 が 利 





He 


I T Unformation Technology) と ほぼ 同義 の 意味 を 持 


る た め 、 ス ポー ツ 団 体 や 観光 関連 事業 者 

















で きる よう に 製品 、 建 物 、 


空間 を デザ 






































=) 


ー 


着目 する 場合 を 1 CTT、 
・ ネ ネッ トワ ー キ ング ・ サ ービス ) の 略 。 イ ンタ ーネット を 介し て 人 間 関 係 を 構 
の Web サー ビス の 総称 。 
認 に 関し 、 次 の 言葉 の 頭 文字 を と っ て 組み 合わ せ た 言 葉 。L : 女性 の 同性 愛 者 (Lesbian 
E 愛 者 (Bisexual: : バイ セク シャ ル ) 、 芽 : 














区 別 
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し て 

















いる 場合 も ある 。 











ここ ろ の 性 と か ら だ の 眉 








つが 、 


ave 


レズ ビア 
E と の 不一致 





工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
~2018 2019 2020 2021 2022 








県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 

















































































































































































































































































































① 魅力 ある 観光 地 づ くり と 観光 客 受入 
環境 の 向上 広域 連携 に よる 誘客 イベ ント 等 の 開催 | 
目標 
・ 地 域 で 取り 組む 観光 素材 開発 等 の 促進 件 数 モデ ルコ ー ス 人 造成 ・ 観 光 素 材 の 磨き 上 げ 支 援 | 
(件 ) 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 ed 酒造 会 社 等 と 連携 し た 
= 2 2 2 2 イベ ント の 開催 
市 町 、DMO 等 が 行う 
| 観光 地 づ くり の 支援 Tee oll 
e— 観光 人 材 育成 の た め LL< » & ily 
セミ ナー 等 の 開催 光 客 受入 
方 策 の 充 
an 二 次 交通 确保 中 支援 HT 門 
② 効果 的 な 情報 発信 に よる 誘客 の 促進 
目標 eo I CT・SNS に よる 情報 発信 
・SNS を 活用 し た ファ ン 数 (人 ) 情報 発信 
SEI || SOE | 080 el 6 一 | 少 人 数 等 向 観 光 体験 プロ グラ ム の 情報 発信 ICL OM 
4,807 | 5,600 | 6,000 | 6,400 客 促進 方 
FH He 年 策 実 
現状 値 は 2017 年 の 1 a 施 设 . 秽 光 地 等 | 策 の 充実 
ユニ バー サル デザ イン 情報 の 発信 














各 冬季 スポ ー ツ 施設 等 の 情報 発信 > 






































































































































































































































③ 国際 観光 の 推進 
・ 外 国人 観光 客 入 込 数 FALE) 
現状 2019 2020 2021 
1 182 203 224 海外 メデ ィ ア 等 を 活 
現状 値 は 2017 年 の 値 魅力 発信 
・ 外 国人 観光 客 の 受入 環境 整備 に 係る セミ ナー . _ 
の 参加 者 数 (人 ) 【 再 掲 】 ICT・SNS に よる 情報 発信 (再掲 ) md 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 





































外国 人 観光 客 の 多様 な ニー ズ へ の 
対応 を テー マ と し た セミ ナー 等 の 開催 





= 50 50 50 50 



































④ スポ ー ツ ツー リズ ム の 推進 
標 


・ ス ポー ツ 合 宿 放 到 件 数 (件 数 ) [累计 ] A aie dl OI aa 












































現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
0 1 2 3 4 @ 一 スポーツ ツー リズ ムツ アー 商品 造成 促進 > 
現状 値 は 2017 年 







































































@ パト 7 の に 受入 体制 整備 Ly 
開発 促進 の 支援 




















機運 醸成 セミ ナー の 開催 等 














スポ ー ツ ツー リズ ム の 普及 啓発 > 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 

| (企業 等 ) 

・ 地 域 資 源 を 生か し た 新た な 観光 の 魅力 創出 ・ 旅 行商 
・ ス ポー ツア クティ ビ テ ィ の 開発 
・ 旅 行者 の 満足 度 を 高め る お も て な し の 実践 
・ 二 次 交通 な ど 受 入 環 境 の 整備 
・ イ ベン ト 企 画 開催 
・ イ ベン ト へ の 協賛 後援 

・ ス ポー ツ 合 宿 ・ 大 会 等 の 誘致 活動 と その 支援 
(市 町 ・ 観 光 協 会 ・ ス ポー ツ コ ミッ ショ ン ・DMO) 
・ 地 域 観 光 施 策 の 企画 、 コ ー デ ィ ネ ー ト 、 実 施 
・ 地 域 資源 を 生か し た 魅力 ある 観光 地 づ くり と 情報 発信 
・ 地 域内 の 二 次 交 通 の 整備 促進 

・ ス ポー ツ 合 和 宿 ・ 大 会 等 の 誘致 活動 

・ ス ポー ツ ツ ー リ ズム に 向け た 取組 の 実施 
(大 学 ) 

・ 調 査 研究 

・ 人 材 育 成 

(住民 ) 

・ 和 観光 地 づ くり へ の 参画 
・ ス ポー ツジ 

































































































































































会 ・ イ ベン ト 等 へ の 積極 的 な 観戦 や 参加 
バラ ンティア 等 と し て の 積極 的 な 参画 
























































・ い わ て 国際 戦略 ビジ ョ ン (計画 期間 平成 29 年 度 (2017 年 度 ) て 2021 年 度 ) 
・ 岩 手 県 スポ ー ツ 推進 計画 (計画 期間 2019 年 度 2023 年 度 ) 
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I IT 産業 な どの 集積 や 豊富 な 農林 資源 を 生か し 、 競争 


力 の 高い 魅力 の ある 産業 が 展開 し て いる 地域 


一 7 一 (2) 観光 ・ 食 ・ ス ポー ツ を 連携 させ た 交流 促進 に 


一 より 地域 経済 を 活性 化し ます ( 食 産業 ) 









(基本 方 向 ) 

専門 家 を 活用 し た カイ ゼン の 取組 支援 に より 、 事業 者 の 生産 性 向上 を 図る と と も に 、 異 業種 交 
流 セ ミナ ー 等 の 開催 に よる 若手 事業 者 と の 連携 を 強化 し な が ら 、 食 産業 及び 地場 産業 の 人 材 育 成 
を 図り ます 。 

また 、 商品 の 高 付加 価値 化 に 向け て 、 い わ て 希望 応援 ファ ンド 等 補助 制度 及び 専門 家 活 用 に よ 
る 新 商品 開発 を は じ め 、 観 光 産 業 や 流通 業 な ど 他 産業 と の 連携 に より 、 新 た な ビジ ネス モデ ル ' を 






































創出 する な ど 、 食 産業 及び 地場 産業 の 育成 を 図り ます 。 

さら に 、 地域 の 生産 者 と 消費 者 ・ 飲 食 店 等 の 交流 を 促進 する こと で 、 地産 地 消 に よる 地域 内 連 
携 や 他 地 域 と の 広域 連携 の 強化 を 図り ます 。 

加え て 、 県 外 の 百貨 店 、 ホ テル 、 飲食 店 等 の ほか 、 管 内 を 訪れ る 観光 客 に 対 し て 、 特 色 あ る 食 
や 工芸 な どの 情報 発信 を 行う と と も に 、 そ れ ら の 資源 を 活用 し た 様々 な 取組 を 促進 する こと に よ 
り 地域 経済 の 活性 化 に 繋げ ます 。 
























































現状 と 課題 
県 央 圏 域 は 、 盛 岡市 を 中 心 と し た 県 内 最大 の 食料 消費 地 で ある と と も に 、 農 業 産出 額 が 県 
全体 の 約 3 割 を 占め る 農業 地帯 と な っ て いま す 。 
食料 品 製造 業 は 、 平 成 28 年 (2016 年 ) に お いて 、 管 内 の 事業 所 数 の 26.2%、 従 業 員数 の 34. 4%, 
製造 品 出荷 額 で は 35. 4% を 占め る 主要 分 野 と な っ て いま す 。 
専門 家 を 活用 し た 、 食 産業 事業 者 に 対す る カイ ゼン の 取組 支援 に より 、 生 産 性 の 向上 や 人 
材 育成 に 向け た 取組 が 行わ れ て いま す 。 
人 日 減 少 傾向 の 中 で 、 活 力 ある 地域 内 の 若手 事業 者 、 と り わ け 地 域 の 食 産 業 を リー ド す る 
人 材 を 支援 する と と も に 、 こ れ に 続く 人 材 を 更に 増やし 育成 し て いく 必要 が あり ます 。 
主要 な 販路 で ある 国内 マー ケッ ト が 縮小 傾向 に ある 中 、 競 争 力 を 確保 する た め 、 商 談 会 
物産 展 の 開催 等 を 通じ て 、 売 れる 商品 づく りや 新た な 販路 の 開拓 が 求め られ て いま す 。 
南部 鉄器 や 安比 塗 な どの 伝統 工芸 産業 は 、 従 事 者 の 高齢 化 に 伴う 後継 者 不足 ライ フス タ 
イル の 変化 や 安価 な 大 量 生産 品 の 普及 に よる 乾 要 の 低迷 が 課題 と な っ て いる 一 方 、 伝 統 技術 
を 継承 し な が ら 現 代 の 用 途 に 合わ せ た 新 し いも の づく り の 取組 が 行わ れ て いま す 。 
また 、 2019 年 度 に 、 盛岡 、 滝沢 両市 を 会 場 に 「 第 36 回 伝統 的 工芸 品 月 間 国 民 会 議 全国 大 会 」 
が 開催 予定 で あり 、 管 内 の 伝統 工芸 産業 を 国内 外 に 発信 する 絶好 の 機会 と し て 期待 され て い 
まず 
県 産 食 材 の 地産 地 消 の 取組 を 推進 する た め 、 平 成 30 年 度 (2018 年 度 ) か ら ス ター ト し て い 
る 現在 の 小 規模 物流 シス テム の 新た な ルー ト 開 拓 な ど を 通じ て 、 県 央 圏 域内 等 の 生産 者 と 飲 























































































































1 ビジ ネス モデ ル : 企業 が 継続 的 に 売上 や 利益 を 生み 出す 仕組 み の こ と 。 生 産 者 と 食品 製造 業者 が 連携 を 強化 し 、 加 工 用 農産 物 の 
生産 ・ 販 売 等 の 取組 、 流 通 業 と 連携 し た 付加 価値 商品 の 販売 、 外 食 産業 と 連携 し た メニ ュー の 提案 な ど が 例 と し て 挙げ られ る 。 






























































50 


食 


を 








店 、 小 売店 
経済 成長 が 




















支援 する た め 





な どの 更 な る 交流 拡大 に 取り 組む 必要 が あり ます 。 
著しい アジ ア 諸 国 を は じ め と する 海外 展開 に 取り 組む 食 産 業 や 地場 産業 事業 者 
、 海 外 の 流通 業者 等 と の ネッ トワ ー ク を 活用 し な が ら 、 海 外 の 消費 者 目線 の 









































商品 の 改良 な ど 、 商 品 力 の 向上 に 向け た 取組 が 必要 と な っ て いま す 。 





生産 者 や 加 











工業 者 、 流 通 業 者 な どの 異 業種 交流 ネッ トワ ー ク に よる 新た な 商品 開発 の 取組 


























が 行わ れる と と も に 、 こ れ ら 食 産業 の 若手 事業 者 (生産 者 、 食 品 製造 業者 及び 飲食 店 等 ) な 


上 





特色 ある 多 


に よる 地域 活 性 化 の プロ ジェ クト の 活動 が 拡大 し て いま す 。 




































































彩 な 食材 や 魅力 ある 工芸 品 な ど を 効果 的 に 活用 し 、 地 域 経 済 の 活性 化 に つなげ 

















る た め 、 引 き 続 き 、 商 工 指導 団体 な どの 関係 団体 や 市 町 と 連携 し た 取組 を 進め る と と も に 
観光 産業 や 流通 業 な ど 、 よ り 多 様 な 分 野 と の 連携 を 進め て いく 必要 が あり ます 。 
































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








① 食 産業 ・ 地 場 産業 事業 者 の 経営 改善 と 中 核 人 材 の 育成 


・ 商品 の 高 








a 
よ 


・ 意欲 ある 








関連 等 事業 














け 加 価値 化 や カイ ゼン に よる 生産 性 向上 な どの 経営 改善 に 取り 組む 食 産 業 ・ 地 場 産 





者 に 対 し 、 産業 創造 アド バイ ザー* な どの 専門 家 派遣 関係 機関 と の 連携 強化 に 




















りき め 細 か 








い 支 援 を 行い ます 。 











若手 事業 者 (生産 者 、 食 品 製造 業者 及び 飲食 店 等 ) に よる 、 6 次 産業 化 * や 農 商工 

















連携 の 自主 的 プロ ジェ クト な ど 、 ビ ジネス 化 に 向け た 取組 を 支援 する と と も に 、 セ ミナ ー の 











め 、 


す 





開催 な ど を 通じ て 次 代 を 担う UM り 組 み ま す 。 


地域 の 農村 
































資源 等 を 活用 し た 産直 や 農 畜産 物 加工 ・ 起 業 等 の 農村 ビジ ネス の 振興 を 図る た 

















消費 者 ニ 
る ほか 、 生 


























ー ズ を 踏ま えた 販売 戦略 の 策定 ・ 実 中 及び 経営 管 理 能 力 の 向上 等 の 取組 を 支 拓 
産 体制 の 整備 や 商品 力 強 化 等 の 取組 を 支援 し ます 。 



































② 商品 の 高 付加 価値 化 及び 販路 拡大 の 推進 
商品 の 高 付加 価値 化 等 に 取り 組む 事業 者 に 対し 、 専 門 家 に よる 指導 ・ 助 言 を は じ め 、 産 業 
支援 機関 等 と の 連携 に よる いわ て 希望 応援 ファ ンド 等 の 補助 制度 の 活用 な ど を 通じ て 、 食 や 
工芸 に お ける 
県 外商 談 会 
へ の 「 食 」 や 工芸 品 の 販 踏 拡大 を 促進 し ます 。 


販路 拡大 ! 
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国 大 会 
団体 や 市 


I 丁 技術 





























消費 者 ニー ズ を 踏ま えた 新 商品 の 開発 や 販路 拡大 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 
へ の 出展 促進 や 首都 園 シ ェ フ 等 の 産地 視 娠 及び 交流 会 の 実施 な ど に より 、 県 外 





























こ 取り 組む 事業 者 に 対し 、 専 門 家 と 連携 し な が ら 、 ネ ッ ト シ ョ ッ プ の 立ち 上 げ な 














を 活用 し た 情報 発信 を 支援 し ます 。 

















2019 年 度 に 、 盛 岡 、 滝 沢 両市 を 会 場 に 開催 予定 の 「 第 36 回 伝統 的 工芸 品 月 間 国 民 会 議 全 
| を 好機 に 、 県 央 圏 域 の 伝統 工芸 産業 の 魅力 を 県 内 外 に 情報 発信 する と と も に 、 関 係 



































PT と 連携 し 、 新 商品 の 開発 を 促進 し ます 。 
県 産 食 材 の 地産 地 消 促進 
生産 者 と 飲食 店 を つなぐ 地域 内 流通 を 促進 する た め 、 食 産業 事業 者 向け の 商談 会 を 開催 す 




















地域 の 生産 








ほか 、 地 域内 で 生産 され る 農産 物 や 加工 品 な どの 新た な 商品 化 に 取り 組み ます 。 























か ら 飲食 店 へ 顔 が 見 える 形 で 旬 の 食材 を 提供 する と と も に 、 特 色 あ る 県 産 農 





















































林 水 産物 の 地産 地 消 を 促進 する た め 、 管内 外 へ の 小 規模 物流 シス テム の 利用 促進 と 新た な ル 


ーー 











ト 開 拓 の 推進 





に 取り 組み ます 。 








* 産業 創造 アド バイ ザー : 新 商品 開発 や 販路 開拓 等 に つい て 指導 ・ 助 言 を 行う 者 と し て 岩手 県 が 委嘱 し て いる 各 分 野 の 専門 家 の こ 





ae 


3 6 次 産業 





1G: 农林 水 产业 (1 次 産業 ) が 、 加 工 (2 次 産業 ) 、 流 通 ・ 販 売 (3 次 産業 ) を 取り 入れ 、 経 営 の 高度 化 ・ 多 角 化 を 進 










































































め る 取組 (1 次 、 2 次 、 OC け 野 が 密接 に 結び つい た 形態 ) 。 








ol 


④ 海外 へ の 販路 拡大 に 取り 組む 事業 者 の 支援 
海外 へ の 販路 拡大 を 希望 する 事業 者 を 支援 する た め 、 台 湾 な ど で 物 産 展 や 商談 会 な ど を 開 
催す る と と も に 、 現 地 ニ ー ズ に 対応 し た 商品 開発 な ど を 促進 し ます 。 
また 、 地 域 商 社 機能 有する 岩手 県 産山 や 海外 商社 な ど 、 ビ ジネス パー トナ ー と の 連携 を 
強化 し 、 海 外 へ の 販路 拡大 に 取り 組む 小 規模 事業 者 を 支援 し ます 。 
⑤ 観光 等 と 連携 し た 食 産 業 ・ 地 場 産業 の 振興 
産業 創造 アド バイ ザー な どの 専門 家 や 産業 支援 機関 等 と の 連携 に より 、 生 産 者 を 含め た 食 
産業 ・ 地 場 産業 事業 者 と 観光 ・ 流 通 ・ 1 本 産業 等 の 事業 者 と の ネッ トワ ー ク を 拡大 し 、 新 た 
な 事業 展開 を 推進 し ます 。 
県 北 沿岸 地域 と 県 央 地域 を 結ん だ 「 塩 の 道 」 を 軸 と し て 、 地 域 の 特色 ある 食 文化 と それ を 
形作っ た 歴史 文化 の PR、 ト レイ ル 等 スポ ー ツ や や 観光 な どの 分 野 と 連携 し た 取組 を 推進 し ま 
す 。 
沿岸 地域 と 連携 し た 食 産 業 イ ベン ト の 開催 や 、 生 産 者 と 連携 し た 農業 体験 等 の 旅行 商品 素 
材 の 発掘 支援 な ど 食 や 工芸 と 観光 の 連携 を 強化 し ます 。 
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工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
目 が 組む 具体 的 な 推 
県 が 取り 組む 基体 的 な 推進 方 策 こ 2018 2019 2020 2021 2022 


① 食 産業 ・ 地 場 産業 事業 者 の 経営 改善 




































































































































































と 中 核 人 材 の 育成 
目標 ; - 6 
・ 農 商工 連携 プロ ジェ クト 件 数 (件 ) 【 果 计 ] OEE. 材 
現状 値 2019 2020 2021 2022 方 策 
9 12 13 14 15 3 时 
現状 値 は 2017 年 の 値 ME (EL? fea se 
② 商品 の 高 付加 価値 化 及 び 販 路 拡 大 の 軍門 家 の 活用 に See Tae 
= 支援 











目標 

・ 経 営 革新 計画 支援 件 数 (件 ) 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
11 11 11 11 11 
現状 値 は 2017 年 の 値 






































































































































参加 促進 




































































③ 県 産 食材 の 地産 地 消 促進 — 
標 于 王座 大 BA 、 交 流 機会 の 創 
- 地 域内 の 生産 者 と 飲食 店 を 繋ぐ 交流 イベ ン 
等 の 平均 参加 事業 者 数 ( 社 / 回 ) ム の 利 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 日 物流 シス テム の 利用 
34 35 35 35 35 と 新 ル ー ト 開拓 支援 


現状 値 は 2017 年 の 値 
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工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
~2018 2019 2020 2021 2022 





県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 


④ 海外 へ の 販路 拡大 に 取り 組む 事業 者 
の 支援 

目標 『 業 者 の 海外 販路 拡大 

・ 商 談 会 参加 事業 者 数 (延べ 社 ) 了 域 商社 連携 支援 

































































現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 
8 19 21 23 - 
現状 値 は 2017 年 の 値 HE ST 、 各 の 情報 整備 ・ 発 信 






























































⑤ 観光 等 と 連携 し た 食 産 業 ・ 地 場 産業 































































































の 振興 
Ae 
・ 広 域 連 携 プ ロジ ェクト 参加 人 数 ( 社 ) 【累计 ] ヽ わ て 塩 の 道 」 関連 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 アロ ジェ クト の 実施 
22 35 37 39 40 
現状 値 は 2017 年 の 値 治 岸 地域 等 と 連携 し た 





食 産業 イベ ント (オー シャ ン 
レス トラ ン ) 等 の 実施 























県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 

| (事業 者 ) 
・ 異 業種 交流 ネッ トワ ー ク 組織 へ の 積極 的 な 参画 
・ 工 程 改善 等 生産 性 向上 の 取組 

・ 新 製品 開発 、 販 路 の 確立 、 ブ ラン ド 化 

・ 国 内 外 へ の 販路 拡大 支援 

| (関係 団体 ・ 市 町 ) 

| ・ 異 業種 交流 ネッ トワ ー ク 組織 へ の 参画 
| ・ 新 商品 開発 、 販 路 の 確立 、 ブ ラン ド 化 の 支援 
| ・ 経 営 力 向上 の 支援 

| (市 町 ) 

| ・ 異 業種 交流 ネッ トワ ー ク 組織 へ の 積極 的 な 参 
| ・ 産 業 振興 施策 の 企画 ・ 調 束 

| ・ 食 材 情報 の 蓄積 、 発 信 
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I IT 産業 な どの 集積 や 豊富 な 農林 資源 を 生か し 、 競争 


力 の 高い 魅力 の ある 産業 が 展開 し て いる 地域 


BE 8 米 ・ 園 芸 ・ 畜 産 の バラ ンス が と れ た 農業 の 持続 的 発展 
一 と 活力 の ある 農村 づく り を 進め ます 








(基本 方 向 ) 
経営 規模 の 拡大 、 労 働 生産 性 の 向上 及び 上 農 畜 産物 の 高 付 加 価値 化 等 に より 所 得 の 向上 を 図る と 
と も に 、 若 者 の 就農 機会 の 拡大 や 女性 の 積極 的 な 経営 参画 を 促進 し ます 。 

また 、 生 産 基盤 の 整備 及び 維持 ・ 保 全 を 計画 的 に 推進 する と と も に 、 省力 ・ 高 品質 生産 を 実現 




















する スマ ー ト 農業 や 経営 改善 に つなが る 農業 生産 工程 管理 (GAP) “の 導入 を 推進 し 、 国 内 外 
に 通用 する 安全 安心 で 競争 力 の ある 産地 づく り を 進め ます 。 





























さら に 、 担 い 手 と 地域 住民 と の 協 働 に よる 農村 資源 の 維持 保全 に 向け た 取組 を 支援 する と と も 
に 、 農 村 資 源 の 魅力 を 生か し た 農村 ビジ ネス “を 支援 し ます 。 














現状 と 課題 
平成 28 年 (2016 年 ) の 農 畜 産物 の 産出 額 は 740 億 円 で 、 畜 産物 価格 の 堅調 な 推移 に より 、 
平成 26 年 (2014 年 ) か ら 約 93 億 円 増加 し て いま す 。 
農業 就業 人 口 は 、 平成 22 年 (2010 年 ) か ら 平 成 27 年 (2015 年 ) まで の 5 年 間 で 3, 832 人 (18%) 
減少 し 、 平 成 27 年 (2015 年 ) は 17, 435 人 と な っ て お り 、 認 定 農業 者 数 も 平成 29 年度 (2017 年 
FE) 未 で 1, 859A & ML CWET, 
新規 就農 者 数 は 、 平 成 29 年 度 (2017 年 度 ) は 77 人 、 平 成 25 年 度 (201342 BE) か ら 平 成 29 年 
度 (2017 年 度 ) まで の 5 年 間 で 累計 341 人 (平均 68 人 / 年 ) 確保 され て お り 、 就 農 の 形態 は 法 
人 等 へ の 雇用 就農 が 増加 し て いま す 。 
方 、 農 業 就業 人 口 の 減少 に 加え 、65 歳 以上 の 割合 は 平成 22 年 (2010 年 ) か ら 平成 27 年 (2015 
年 ) まで の 5 年 間 で 57.8% か ら 60.6% と な り 、 一 層 高 齢 化 が 進ん で いる こと か ら 、 多 様 な 担 
い 手 の 確保 ・ 育 成 を 強化 する 必要 が あり ます 。 
販売 額 3, 000 万 円 以上 の 経営 体 数 は 、 平 成 22 年 (2010 年 ) か ら 平 成 27 年 (2015 年 ) まで の 5 
年 間 で 12 経 営 体 増え 、 平 成 27 年 は 179 経 営 体 と な っ て お り 、 増 加 傾 向 に あり ます 。 
も の づく り 産 業 の 「 カ イ ゼ ン *」 や や 作 業 管 理 ソ フト 等 の 情報 通信 技術 (I CT) 技術 を 導入 
し 、 生 み 出 され た 時 間 や 労力 に より 、 経 営 規 模 の 拡大 等 に 取り 組む 担い 手 が 出 て き て いま す 。 
担い 手 へ の 農地 利用 集積 面積 は 、 平 成 29 年 度 (2017 年 度 ) まで に 25, 225ha、 集 積 率 56. 8% 
と な っ て お り 、 農 地 集積 に か か る 制度 事業 の 活用 や 農地 整備 事業 と の 連携 の 強化 な ど に より 、 
更 な る 集積 を 進め て いく 必要 が あり ます 。 
水田 整備 率 (30a 程 度 以上 : 平成 27 年 度 (2015 年 度 ) まで ) は 57.2% と 、 県 平均 (51.6%) 
を 上 回 っ て いる も の の 、 全 国 平均 (64.7%) より 低く 、 農 地の利 用 集積 ・ 集 約 化 の 加速 や 担 
い 手 の 育成 、 水 田 フ ル 活 用 等 に 向け 、 ほ 場 整 備 の 一 層 の 推進 が 必要 で す 。 
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! スマ ー ト 農業 : ロボ ッ ト 技 術 や 情報 通信 技術 (I CT 全 ) を 活用 し て 、 省 力 化 や 収益 性 の 向上 な ど を 進め た 次 世代 農業 を 指す 。 

* 農業 生産 工程 管理 (GAP) : 農業 者 自ら が 、 栽 培 準 備 か ら 出 荷 ・ 調 製 ま で の 各 段 階 で 、 記 録 、 点 検 ・ 評 価 に より 、 食 品 安 全 、 環 
境 保 全 、 農 産物 の 品質 、 労 働 安 全 等 を 改善 する 生産 工程 管理 手法 。 

” 農村 ビジ ネス : 農村 の 地域 資源 を 活用 し た 、 産 直 や 農家 レス トラ ン 、 農 家 民 泊 な どの 取組 。 

” カイ ゼン : 作業 効率 向上 や 安全 性 確保 な ど を 目的 に 、 主 に 製造 業 の 生産 現場 で 行わ れる 問題 解決 の 取 
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また 
7 て ヽ 


耕地 面積 は 44, 410ha で 、 
を 有 し て いま す 。 キャ ベン ツ ・ 
園芸 作物 の 販売 額 が 県 全体 の 4 
乳 用 和牛 飼育 頭数 が 県 全体 の 約 半 分 を 占 


























全体 の 29% を 占 
ほう れん そう ・ 
害 を 占め て いま す 。 


め 、 平 野 部 か 











A, 


























ラン ス の と れ た 産地 を 











管内 の 農 畜 産物 の 輸出 ( 





上 成 し て い ます 。 


は 、 り ん どう の ほか 、 リ ン ゴ が タイ 、 





年 ) に 台湾 に 
まず 。 
基幹 的 な 農業 水利 
今後 に お いて も 、 
す 。 
県 央 























a 














、 平 成 30 年 


施設 の 多く が 耐 
水路 や た 


域 の 農地 の 74% を 占め る 中 山間 | 


(2018 年 ) に カナ ダ ! 


























りん どう な ど 、 


め る 本 農地 帯 で も あり 、 米 、 





ら 山 間 地 帯 ま で の 多様 な 立地 条件 
県 を 代表 する 産地 が 形成 され 、 









































ーー 


Bay 


=e] 


畜産 の バ 











ベト ナム に 加え 、 平成 29 年 (2017 





こ 輸出 され る な ど 、 販 路 拡 大 の 好機 と な っ て い 


EE 





] 年 数 を 経過 し 、 更 新 対策 を 





め て きた と ころ で す が 、 








pus 

















He Sa A YD 








め 池 等 の 整備 に よる 安定 的 な 農業 用 水 の 確 





保 が 必要 と な っ て いま 

















より 、 集 落 機 能 は も と より 、 多 面 


的 機能 を 有する 農村 資源 の 維持 や 生産 活動 の 継続 が 困難 に な る お それ が ある こと か ら 、 担 い 











手 の み な ら ず 、 
くり を 進 














pus 


山間 地域 の 集落 等 





















































・ 山間 地域 等 
され て いる ほか 、 





兼業 農家 等 
め る 必要 が あり ます 。 


農地 維持 
18, 661ha (カバ ー 率 45% 











が 、 地 域 の 目指 





取組 の 拡大 を 図る 必要 が あ 
が 管内 145 地 域 
































要 が あり ます 。 
農 商 工 連携 


























や 生産 





者 目 





身 が 加工 ・ 販 売 に 











られ る も の の 、 労 働 力 の 確保 や 販路 等 が 課題 で も や る こと か ら 、 





要 が あり ます 。 


グリ ー ン ・ ツ ー リ ズム "交流 人 口 は 、 東 
回 復 し 、 
施設 の 改修 に 伴う 休業 や 農林 漁家 レス 
年 度 (2017 年 度 ) は 110 万 人 回 に と LE 


も の の 、 そ の 後 は 
し か し 、 








総合 交流 施 


2 


© 














TS くく く 








を 含め た 地域 住民 が 有する 能力 を 最大 限 発揮 し 、 活 


す 姿 及び その 実現 に 向け た 
ョ ン 」 を 策定 し 、 外 部 ボラ ンティア 等 の 参加 ・ 支 援 も 得 な が ら 地 域 の 活性 化 を 
見 られ る こと か ら 、 引 き 続 
直接 支払 交付 金 に 係る 協定 
共同 ) 活動 に 係る 多面 的 機能 支払 交付 金 が 211 組 織 、 
: 平成 29 年 度 (2017 年 度 )) に 交付 され る な ど 、 地 域 協 働 に 人 る 生産 
基盤 や 生活 環境 の 保全 活動 が 拡大 し て お り 、 引 き 続 き 、 取 組 の 拡大 に 向け た 啓発 に 


cela a amen 





力 ある 農村 づ 








取組 等 を 定め た 「 地 域 ビ ジ 


図る 取組 例 が 











り ます 。 
(平成 29 年 度 (2017 年 度 )) で 締結 
対象 面積 

















努め る 必 


、 一 部 で 取組 が 見 
ズ に 応 し た 支援 を 行 5 う 必 


ャ ーー 














H AD 
肖 加 傾向 と な っ て いま す 。 























っ て いま す 。 


県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 次 世代 の 地域 農業 を 担う 経営 体 の 育成 








経営 力 ・ 雇 用 力 の 高い 持続 可能 な 企業 的 経営 体 を 育 
fy (I CT) 等 革新 技術 の 導入 に よる 経営 の 高度 化 や 農地 の 


成す 








岩 災 津波 の 影響 に 


こよ り 、 一 是 大 幅 に 減少 し た 


By lS | 
= BB x 


トラ ン の 廃業 の こよ り 、 平 成 


る た め 、 カ イ ゼ ン 及び 情報 通信 技 

















昌 積 ・ 集 約 化 に よる 経営 規模 の 














拡大 、 高 収益 1 


EY Oi A, Be 


es 











産物 の 高 付加 価値 化 な ど 所 得 向上 に 向け た 取組 を 支援 








し ます 。 


次 世代 の 担い 手 と な る 農業 者 を 確保 ・ 育 成す る た め 、 管 内 農業 の 魅力 発信 の 強化 に よる 就 

















農 希 望 者 の 裾野 拡大 を 区 















































る と と も に 、 就 農 前 に お け 





农 和 








炎 に お ける 早期 経営 自立 に 


























. 
i. 


高齢 化 や 規模 拡大 
させ る と と も に 


せ 、 円 滑 な 経営 継承 に 向け た 支援 体制 
に 伴う 労働 力 不足 解消 の た め 、 収 穫 ・ 
、 他 業種 や 関係 機関 と 連携 











進 





の 構築 を 











る 生産 
必要 な 機械 ・ 施設 の 導入 な ど 発 展 段階 に 
め ま す 。 





技術 の 習得 に 加え 、 就 
応じ た 総合 的 な 支援 と 


経営 管理 












































若者 ・ 障 が い 者 な ど 多 様 な 働き 手 の 確 保 を 進め ます 。 




















) グリ ー ン ・ ツ ー リ ズム : 農山 漁村 を 訪問 し て 、 そ の 
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然 と 文化 、 人 々 と の 交流 を あり の まま に 楽し む 余 暇 





調製 作業 の 効率 化 や 外部 化 を 加速 
し た 人 材 募 集 ・ 活 用 な どの 取組 を 支援 し 、 女 性 

















SS 
Io 
a 





女性 の 農業 経営 へ の 参画 を 促進 




















生産 性 ・ 市 場 性 の 高い 産地 づく り 


水田 の フル 活用 に 





の 


CT) を 活用 し た ! 





ます 。 
图 
荷 期間 の 拡大 等 に 』 





芸 産地 力 の 向上 を 図 


より 所 得 向 上 を 





図る た め 、 需 














ま 場 ・ 営 農 


管理 等 ) の 導入 、 土 地 利 








































































































T) 等 を 活用 し た 








an 


革新 的 技術 の 導入 に よる 生産 性 向上 


及 り 組む と と も に 、 




















Riise * 肉 

















] 牛 経営 体 の 規模 拡大 に よる 収益 向上 を 図 
な ど 生 産 基盤 の 整備 を 推進 する と と も に 、 雌雄 産み 分 け 技術 や 分 學 隊 視 装 置 等 先端 技術 の 導 
入 拡大 な ど 生 産 性 向 





























上 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 























る た め 、 消 費 者 や 実需 者 の ニー ズ に 対応 し た 多様 な 品目 の 4 
環境 制御 機能 を 備え た 施設 整備 や 情報 通信 技 
・ 省 力 化 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 
Sib, BR CHILES, 









































し 、 よ り 創 造 カ の ある 地域 農業 を 展開 する た め 、 各 ライ フ 


ステ ー ジ の 女性 が 活躍 で きる 環境 の 整備 や 農業 法人 等 に お ける 女性 の 登用 拡大 な どの 取組 を 


に 応じ た 米 生産 を 推進 し 、「 銀 河 の し ずく 」 
高 品 質 安定 生産 等 に よる 産地 化 や GAP に よる 経営 ・ 作 業 改 善 に 向け た 取組 を 支援 する と 
と も に 、 低 コス ト ・ 省 力 技術 (高密 度 播種 '、 ド ロー ン 等 に よる 病害 虫 防 除 、 情報 通信 技術 (I 
型 野菜 の 導入 、 花 き 及 び 楽 用 作物 等 
の 高 収益 作物 へ の 転換 と 拡大 、 麦 (も ち 性 小麦 含む )・ 大 豆 等 の 収量 向上 技術 の 導入 を 促進 


E 産 、 出 
本 (IC 


a,» 饲料 烟 


家畜 の 飼養 管理 や 飼料 生産 な どの 省力 化 を 図る た め 、 キ ャ トル ・ ブ リー ディ ング ・ ス テー 








va", 



































育成 セン ター* や 飼料 生産 受託 組織 な どの 外部 支援 組織 の 育成 ・ 強 化 に 取り 
組む と と も に 、 粗 飼料 の 広域 流通 を 支援 し ます 。 
海外 へ の 販路 拡大 を 希望 する 事業 者 を 支援 する た 












































、 吾 湾 な ど で 物 産 展 や 商談 会 な ど を 開 


催す る と と も に 、 現 地 ニ ー ズ に 対応 し た 商品 開発 な ど を 促進 し ます 。 
家畜 伝染 病 の 防疫 対策 を 徹底 する と と も に 、 野 生 鳥獣 の 被害 か ら 産 地 を 守る た め 、 電 気 さ 











く 設 置 や 有害 捕獲 、 
ます 。 

産地 の 生産 | 
路 ・ 農 道 の 整 備 、 暗 


























ダム や 水路 な どの 農業 水利 施設 の ] 
管理 者 と と も に 、 機 能 診 














す 。 
HE 


























追い 払い や 環境 改善 





生 向上 や 担い 手 へ の 農地 の 集積 ・ 集 約 化 の 加速 化 に 資す る た め 、 























所 排水 等 に よる 農地 の 高度 利用 及び 














に より 農地 や 農業 用 施設 の 被害 を 未然 に 防止 し ます 。 
農村 の 地域 活動 の 促進 


中 山間 地域 の 集落 に お ける 地域 活動 の 活性 化 を 図 
ビジ ョ ン に 基づく 取組 を 支援 し ます 。 
農業 用 施設 及び 農村 景観 等 の 農村 資源 が 持つ 公益 的 機能 に つい て 地域 住民 の 
地域 協 働 で 保全 する 活動 を 支援 し ます 。 

を 活用 し た 産直 や 農 畜産 物 加工 ・ 起 業 等 の 農村 ビジ ネス の 振興 を 図る た 
消費 者 ニー ズ を 踏ま えた 販売 戦略 の 策定 ・ 実 践 及び 経営 管理 能力 の 向上 等 の 取組 を 支援 





農地 ・ 
成 を 図る 
地域 の 
め 、 





と と も に 、 














農村 資源 等 
















































































断 に 基づく 予防 保全 対策 の 検討 や 適時 適切 な 補修 、 更 新 等 を 行い 3 


な ど 地 域 全 体 で の 野生 鳥獣 被害 対策 の 取組 を 支援 し 


ほ場 や 用 排水 
集落 営農 の 取組 を 支援 する と と も に 、 


長寿 命 化 と ライ フサ イク ルコ スト の 低減 を 図る た め 、 施 設 





AR 



































害 に 強い 農村 社会 と する た め 、 農 業 水利 施設 の 計画 的 な 整備 と た め 池 の 適正 管理 の 推進 














する ほか 、 生 産 体制 の 整備 や 商品 力 強 化 等 の 取組 を 支援 し ます 。 











5 高 密度 播种 : 水稲 育 
労力 及び 作業 時 間 の 低減 な ど が } 
7 キャ トル ・ ブ リー ディ ング ・ ス テ 

定期 間 施 設 に 預け る こと で 、 
有 育 ・ 育 成 セ ンタ ー : 飼養 管理 の 効 
BSE, 


8 




















id 





























苗 箱 志高 











有 待 
ーション : 子 和牛 ( 哺 


され る 低 コ スト 技術 。 
至. 











ピー ニコ 
月 
































成 ) や 繁殖 雌牛 (THESE) SSR PES SO PA rhe. 






































率 化 や 育成 成績 の 向上 な ど を 


肉 用 和牛 生産 に 係る 労力 の 軽減 や 飼養 規模 の 拡大 を 





区 








Stew, A 
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和 后 10 日 前 后 四 哺育 时 


区 





る こと が で きる も の 。 


[キモ 















































る た め 、「 地 域 ビ ジョ ン 」 の 策定 及び 地域 


理解 本 


密度 で 播種 する こと で 、 一 枚 の 苗 箱 で より 多く の 面積 へ の 移植 が 可能 に な り 、 資 材 費 の 削減 や 管理 
農家 は 、 和 牛 を 


期 か ら 子 和牛 を 預かり 、 育 成す 





・ AH Ze CILORKA O [Al_E & PRA HE 
に より 、 インバウンド "も 視野 に 入れ た グリ ー ン ・ ツ ー リ ズム の 受入 体 1 














図る た め 、 管 内 各市 町 や 沿岸 地域 等 と の 連携 























骨 強 化 の 取組 を 支援 す 


る ほか 、 食 に 関す る 歴史 、「 食 の 匠 」 等 の 郷土 食 文 化 等 の 情報 を 内 外 に 発信 し ます 。 








県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 
① 次 世代 の 地域 農業 を 担う 経営 体 の 育成 














Te 














・ 法 人 経営 体 数 


7) 企業 的 経営 











本 の 育成 
(経営 体 ) Rat) 


工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 


























































































































































































































~2018 











2019 2020 


地域 農業 マス ター プラ ン の 適切 





2021 


2022 









































、 経営 改 善 支援 (経営 規模 拡 






































等 草 新 技术 导入 ) 、 


6 次 产业 化 、 




















イベ ント や 教育 機関 と 連携 し た 就農 希望 者 確保 


ト u [EL L [a 実践 支援 





た 農地 集積 、 施 設 ・ 機 械 の 導入 支援 











新規 就農 者 の 経営 計画 策定 ・ 





























経営 者 の 人 材 育 成 能 
力 の 向上 支援 





多様 な 農業 従 














経営 継承 に 


法人 と 就農 希望 者 と の マッ 





at 
就労 体制 の 確立 支援 





計画 達成 支援 ・ 経 営 発展 


収 組 支援 と 意識 醸成 


・ 実 践 支援 


関す る 取組 支援 


の 安定 確保 











こ 向 けた 


























































































































现状 值 2019 2020 2021 2022 
51 161 166 171 176 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 中 心 経営 体 等 へ の 農地 集積 面積 (ha) 
现状 值 2019 2020 2021 2022 
28,708 | 31,050 | 31,700 | 32,350 | 33, 000 
現状 値 は 2017 年 の 値 
(0) 担い 手 の 確保 ・ 育 成 
新規 就農 者 数 (人 年 ) 
现状 值 2019 2020 2021 2022 
68 67 67 67 67 
現状 値 は 2013~2017 年 D 平 均值 
(⑰) 女性 農業 者 の 活躍 促進 
・ 女 性 農業 者 の 経営 参画 割合 (%) 
现状 值 2019 2020 2021 2022 
34.2 36 37 38 39 
現状 値 は 2017 年 の 値 
② 生産 性 ・ 市 場 性 の 高い 産地 づく り 
⑦) 水田 フル 活用 に よる 産地 づく り 
・ 銀 河 の し ずく 作付 面積 (ha) 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
505 1, 090 1,170 1, 210 1, 250 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 低 コス ト ・ 省 力 技術 の 導入 経営 体 数 
(経営 体 ) [累計 ] 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
= 2 4 6 8 
現状 値 は 2017 年 の 値 、 目 標 値 は 2019 年 


か ら の 累 





計 








重点 支援 
経営 体 の 





絞り 込み 





生産 者 マイ 
技術 の 定着 及び 販売 支援 強 


GAP 取 組 の 核 と な る 
産地 や リー ダー の 育成 


スタ ー に よる 高 


























支援 対象 に お ける 技術 の 





去 证 




















aa ee 
myn * 


良 食味 を 維持 し 


























た 作付 拡大 、 


評 f 

















修 会 の 開催 等 ( 
正成 果 の 普及 
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イン バウ ンド 








: 外国 








人 が 日 本 に 訪問 し て くる 旅行 の こと 。 
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eee 工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 






































~2018 2019 2020 2021 2022 
(1) 園芸 の 産地 力 向上 SE 
peal ”| 重点 支援 上 模 拡大 、 単 収 向上 や 安定 | | Geico SERS 
・ 販 売 額 3, 000 万 円 以上 の 園芸 農家 戸数 a 経営 体 の 生産 技術 導入 に 対す る 支 ee 
GF) [累计 ] 絞り 込み CCE 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
28 29 30 31 32 野菜 : 御 7 装置 ) や I CT 等 革新 的 技術 の 導 























現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 環 境 制 御 技術 、 TI CT 等 革新 的 技術 の 
























































あし CRS = a 環境 制御 技術 研究 会 メン バー 相互 の 
導入 経営 価 数 (経営 体 ) [累计 ] 研究 全 ee 
现状 值 2019 2020 2021 2022 设立 EE 























al 6 7 8 9 
現状 値 は 2017 年 の 値 




































































果樹 消費 者 ニー ズ が 高い 優良 品種 の 導入 、 安定 生産 や 園地 利用 
集積 に 対す る 支援 














⑰ 畜産 の 収益 性 向上 
1 戸 当たり 飼養 頭数 (内 用 ee 
ier aed E, WALA GMB ROMRE CD a FRB 
現状 値 | 2019 ne 後 の ビ ジョ ン 達 成 に 向け た フォ ロー アッ プ 
現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 1 戸 当たり 飼養 頭数 ( 乳 用 牛 (经 产 牛 )) 



































































































作成 牛 合 设 计 等 




























































































































































































(GA) 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
28.5 31.2 32.7 34.3 35. 9 
現状 値 は 2017 年 の 値 eae ー 
の la eeu oes ル 7 リー テイル グ 2 テー ツ ョ ソン 、 WA 
・ 外 部 預託 施設 利用 頭数 ( 頭 ) 2 
現状 値 2019 2020 2021 2022 =e 
1, 942 2, 000 2, 000 2, 000 2, 360 外 部 预 旗 施 设 四 管理 . HER 
現状 値 は 2017 の 値 
G) 輸出 拡大 新た な 輸出 取組 事業 者 の 掘り 起こ し と 取 
主 な 農産 物 の 前 出 額 ( 千 H ) 輸出 取組 事 ¥ 
現状 値 2019 2020 2021 2022 連携 強化 
28,406 | 31,200 | 32,700 | 34,300 | 36, 000 H 先 基準 輸出 農産 物 の PR 支援 ‘s 
現状 値 は 2017 年 の 値 対応 の 予 冷 
施設 整備 支 





tk 

















. = = = ーー = 
Gh) 野生 鳥獣 の 被害 対策 地域 ぐる み の モ デル づく り る み の モ デル 
. 地域 全体 で の 被害 防止 活動 

の 取組 を 行う 地区 数 (地区 ) LRH 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
1 2 2 3 3 


現状 値 は 2017 年 の 値 
(か 農業 生産 基盤 の 計画 的 な 整備 









































































































































・ 水 田 整 備 面 積 (ha) 【累计 ] 【 基 盤 整 備 】 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 整备 、 用 ・ 農 : 、 暗 渠 排水 等 整备 
1,124 | 1,220 ,264 | 1,292 | 1,337 

現状 値 は 2017 年 の 値 























・ 農 業 水利 施設 の 長寿 命 化 対 策 施設 数 
































(施設 ) 【累计 ] fe Ih 3 共 水 利 施設 の 機能 保全 対策 推進 
現状 値 2019 2020 2021 2022 











14 20 22 25 28 
現状 値 は 2017 年 の 値 
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Rone Pe ee 工程 表 ( 4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 





















































~2018 2019 2020 2021 2022 
ay 地域 の 防災 ・ 減 災 対 策 施設 数 (人 箇所) 【 防 災 ・ 減 災 対 策 】 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 対策 工法 等 の 策定 対策 工事 の 実施 
0 0 1 2 2 
現状 値 は 2017 年 の 値 RF 








た め 池 な どの 農業 水利 施設 の 適正 管理 ・ 整 備 の 推進 





プ の 作成 支援 



































・ 小 水力 発電 の 導入 箇所 数 (箇所 ) [ 黑 计 ] 
現状 値 2019 2020 2021 2022 【 再 生 可能 エネ ルギー 導入 】 
1 2 2 3 3 実施 設計 ・ 各 種 協議 





















































現状 値 は 2017 年 の 値 
③ 農村 の 地域 活動 の 促進 




















































































































上 標 【 地 域 ビ ジョ ン 】 
7) 地域 資源 の 維持 保全 に よる 農村 の 活性 化 所 デル 地区 で 「 地 域 ビ ジョ ン 」 の 策定 支援 ・ 取 組 支 援 
・「 地 域 ビ ジョ ン 」 策 定 集落 数 (地区 
Bat] 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 【 共 同 活動 】 
2 4 5 6 7 ee (me oa De 
現状 値 は 2017 年 の 信 政 住 民 等 の 理解 醸成 ・ 共 同 活動 へ の 参画 促進 
水田 に お ける 地域 共同 等 の 取組 面積 害 多面 的 機能 支払 制度 の 活動 支援 
合 (%) 【累计 ] ー : 2 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 中 山間 地域 等 直接 支払 制度 の 活動 支援 
72.9 73.4 73.7 74.0 74,3 
現状 値 は 2017 年 の 値 
































販売 戦略 の 策定 ・ 実 践 、 経 営 管理 能力 の 向上 支援 











(0) 農村 ビジ ネス の 振興 
・ 主 要 産 直 の 年 間 売 上 額 
現状 値 2019 2020 2021 2022 
5, 431 5, 43 5, 431 5, 431 5, 431 


現状 値 は 2017 年 の 値 
































生産 体制 整備 、 商 品 力 強化 等 の 取組 支援 















































ン ・ ツ ー リ ズム の 受入 体制 強化 支援 





(⑰ 農 村 の 魅力 向上 ・ 交 流 人 口 の 拡 ガ 
・ 農 林 漁 業 体験 受入 人 数 (人 回 ) 


現状 値 2019 2020 202 2022 EOE 医 補 者 確保 ・ 認 定 支 援 、 伝 承 活動 支援 
22,510 | 23,000 | 23,200 | 23,400 | 23, 700 


現状 値 は 2017 年 の 値 食 に 関す る 歴史 ・ 郷 土 食 文化 等 の 情報 発信 




























































































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 

| (農業 者 ・ 生 産 者 組織 ・ JA・ 土 地 改 良 区 等 関係 機関 ) 

・ 雇 用 拡大 
・ 次 世代 の 担い 手 の 確 保 ・ 育 成 

・ 生 産 基盤 整備 の 合意 形成 支援 

・ 生 産 性 向上 ・ 省 力 化 に 向け て 指導 

・ 外 部 委託 導入 

・ 輸 出 等 に よる 販路 拡大 

・ 野 生 鳥獣 被害 防止 対策 の 取組 

・ 農 業 資源 の 維持 保全 

. 农 冀 产 物 O 高 付 加 伍 值 化 

・ 農 村 ビ ジネス の 取組 
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・ 農 村 の 魅力 向上 

・ 農 村 都 市 交流 
(市 町 ) 

・ 多 様 な 担い 手 の 確 保 ・ 育 成 支援 

・ 生 産 基盤 整備 の 推進 

・ 販 路 開拓 支援 

・ 野 生 鳥獣 被害 防止 対策 の 取組 支援 

・ 農 村 ビ ジネス 支援 

・ 農 村 の 魅力 向上 支援 























【 関 連 す る 計画 】 
・ 農 業 経営 基盤 の 強化 の 促進 に 関す る 基本 方 針 

(計画 期間 平成 28 年 度 (2016 年 度 ) て 2025 年 度 ) 
・ 岩 手 県 農業 振興 地域 整備 基本 方 針 (計画 期間 平成 28 年度 (2016 年 度 ) て 2025 年 度 ) 
・ 岩 手 県 水田 フル 活用 ビジ ョ ン (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) て 2020 年 度 ) 
・ い わ て の 美味 し い お 米 生産 ・ 販 売 戦略 (計画 期間 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) て 2020 年 度 ) 
・ 周 手 県 野菜 生産 振興 計画 (計画 期間 平成 31 年 度 (2019 年 度 ) て 2022 年 度 ) 
・ 岩 手 県 果樹 農業 振興 計画 (計画 期間 平成 27 年 度 (2015 年 度 ) て 2025 年 度 ) 
・ 岩 手 県 花き 振興 計画 (計画 期間 平成 31 年度 (2019 年 度 ) て 2022 年 度 ) 
・ 央 手 県 酷 農 ・ 肉 用 和牛 生産 近代 化 計画 (計画 期間 平成 28 年 度 (2016 年 度 ) て 2025 年 度 ) 
・ 岩 手 県 家畜 及び 鶏 の 改良 増殖 計画 (計画 期間 平成 28 年 度 (2016 年 度 ) て 2025 年 度 ) 
・ い わ て 農業 農村 整備 の 展開 方 向 (計画 期間 平成 31 年 度 (2019 年 度 ) て 2022 年 度 ) 
・ い わ て 農業 農村 活性 化 推進 ビジ ョ ン (計画 期間 平成 27 年 度 (2015 年 度 ) ~ ) 
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I IT 産業 な どの 集積 や 豊富 な 農林 資源 を 生か し 、 競争 


力 の 高い 魅力 の ある 産業 が 展開 し て いる 地域 


国 9 森林 資源 の 循環 利用 促進 と も うか る 林業 ・ 木 材 産業 
一 の 構築 を 進め ます 








(基本 方 向 ) 

森林 資源 の 循環 利用 に 向け て 、 森 林 施 業 の 集約 化 、 路 網 ' の 整備 、 低 コス ト 林 業 の 促進 、 高 性 
能 林 業 機械 の 導入 支援 を 図る と と も に 、 新 規 林業 従事 者 や 高度 技能 者 等 林業 担い 手 の 育 成 及 び 確 
保 等 に 取り 組み ます 。 
































また 、 地域 材 の 利用 促進 を 図る た め 、 アカ マツ 材 等 の 建材 へ の 利用 や 松 く ぐい 申 被害 材 の チッ プ 
化 、 木 質 バ イオ マス の エネ ルギー 利用 等 に 取り 組み ます 。 

さら に 、 原木 し いた け に つい て は 、 原木 の 安定 確保 を 図る と と も に 、 担い 手 育 成 や 輸出 に 取り 
組み ます 。 

















現状 と 課題 
平成 27 年 度 (2015 年 度 ) に お ける 県 央 圏 域 の 民有 林 和 森林 面積 は 約 16 万 h a と な っ て お り 、 
全 県 の 約 21% を 占め て いま す 。 
県 央 圏 城 に お ける 針葉樹 樹種 別 面積 は せ 、 ア カマ ツ に 次 いで カラ マツ の 占め る 割合 が 高く 、 
また 、 県 央 疾 域 の カラ マツ 林 の 面積 は 、 県 全体 の 4 割 (平成 27 年 度 (2015 年 度 ) 42.5%) を 
占め て いま す 。 
森林 の 有する 木材 生産 機能 、 水 源 潤 養 機能 及び 地球 温暖 化 防止 機能 等 の 多面 的 な 機能 を 高 
度 に 発揮 させ る た め 、 森 林 整 備 を 計画 的 に 進め る 必要 が あり ます 。 
県 央 圏 域 の 造林 面積 は 、 伐 採 面積 の 4 割 程度 で ある こと か ら 、 低 コス ト 林 業 化 を 図り な が 
ら 伐 採 跡地 の 再 造 林 を 促進 する 必要 が あり ます 。 
広葉 樹生 産 は 、 パ ルプ 原木 や し いた け 原 木 、 木 炭 原 木 、 新 、 建 材 等 多様 な 需要 
く た め 、 豊 富 な 広葉 樹 の 活用 と と も に 、 更 新 を 進め て いく 必要 が あり ます 。 
県 央 圏 域 の 森林 組合 で は 、 作 業 班 員 の 高齢 化 が 進ん で いた こと 、 大 口 需 要 先 へ の 供給 対応 
が 必要 と な っ て いた こと な どか ら 、 盛 岡 地 区 の 2 組合 が 平成 2 年 (2016 年 ) 7 月 に 広域 合併 
し て 、 盛 岡 広 域 森林 組合 が 設立 され まし た 。 
県 央 団 域 の 林業 従事 者 は 、 高 齢 化 (平成 28 年 度 (2016 年 度 ) 60 歳 以上 42%) が 進み 、 従 
事 者 数 も 減少 (平成 26 年 度 (2014 年 度 ) 512 人 一 平成 28 年 度 (2016 年 度 ) 435 人) し て いる 
こと か ら 、 林 業 労 働 力 を 確保 する 必要 が あり ます 。 
・ 計画 的 な 主 伐 、 造 林 、 間 伐 を 進め る た め 、 生 産 性 の 高い 素材 生産 と と も に 、 造 林 を 行う 地 
域 けん 引 型 林業 経営 体 ? 及 び 提 案 型 集約 化 施業 ? を 担う 森林 施業 プラ ン ナ ー* の 活動 支援 が 必要 
と な っ て いま す 。 




























































































こ 応え て い 
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—_ 













































































! 路 網 : 林道 、 林 業 専用 道 、 森 林 作 業 道 か ら 構成 され 、 保 育 ・ 素 材 生産 等 の 施業 を 効率 的 に 行う た め 林 業 で 最も 重要 な 生産 基盤 。 
* 地域 けん 引 型 林業 経営 体 : 森林 所 有 者 に 代わ っ て 地域 単位 に 生産 性 の 高い 森林 経営 を 実践 し て いる 林業 経営 体 。 
* 提案 型 集約 化 施業 : 複数 の 森林 所 有 者 に 対し て 、 施 業 内 容 、 必 要 経 費 、 木 材 販売 額 等 の 収支 を 明らか に し た 見 積 を 提示 し て 、 林 
地 を 集約 化し て 施業 する こと 。 
森林 施業 プラ ン ナ ー : 森林 経営 計画 を 作成 する と と も に 、 作 業 団地 単位 ご と に 森林 施業 の 内 容 や 事業 収支 を 示し た 施業 提案 書 を 
作成 し 、 森 林 所 有 者 へ 提示 し て 施業 を 受託 する こと の で きる 者 。 
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lit] 





域 へ の 被害 拡大 を 防ぐ 必要 が あり ます 。 


ナラ 枯れ 被害 "は 、 近隣 市 町 村 に 発生 し て き て お り 、 未 被害 地域 で ある 県 央 剛 域 で の 侵入 を 


平成 12 年 度 
市 及び 滝沢 市 














=e 6 
=F 


(2000 年 度 ) | 
に 被害 が 拡大 


警戒 する 必要 が あり ます 。 




























































































紫波 町 に お いて 発生 し た 松 く い 中 被害! は 、 そ の 後 、 矢 巾 町 、 盛 
し 、 当 該 市 町 は 「 松 くい 虫 彼 害 地域 」 と な っ て お り 、 未 被害 地 


























県 央 圏 域 で は 、 大 型 製 材 工 場 が 稼働 し て いる ほか 、 近 接地 域 で は 、 谷 板 工 場 や 木質 バイ オ 


















































マス 発電 所 が 稼働 し て お り 、 大 口 需要 者 に 対し 地域 材 を 安定 供給 する 体制 が 必要 と な っ て い 
ます 。 

県 央 圏 城 の 公共 施設 等 で は 、 地 元 産 の スギ 、 カ ラマ ツ 、 ア カマ ツ が 構造 部 材 や 内 装 材 と し 
て 使用 され る な ど 、 We の edie 肖 え て き て いま す が 、 公 共 施 設 は も と より 、 新 築 
住宅 や マン ショ ン の リフ ォ ー ム 等 に お ける 需要 拡大 を 図る た め 、 更 な る 地域 材 の PR を 行う 

必要 が あり ます 。 

eC rer ee eee Ten 引き 続き 、 販 売 活動 


内 





装 材 等 住宅 用 
































支援 する 必要 が あり ます 。 




















また 、 ア カマ ツ 材 に つい て は 、 和 需要 が 低迷 し て いる こと か ら 、 











部 材 の 利用 促 











進 を 図る 必要 が あり ます 。 

































































県 央 圏 域 の 木質 バイ オマ ス 利 用 機器 は 、 公共 施設 等 を 中 心 に 増加 (平成 27 年 度 (2015 年 度 ) 























ee し て お り 、 今 後 も 、 低 炭素 社会 の 実現 に 向け て 、 産 
業 分 野 へ の 導入 を 促進 する と と も に 、 不 質 鈴 料 の 安代 結 体 間 の 構築 を 図る 必要 が あり ます 。 


る こ 
) 221t つ 平成 29 有 
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し 
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Ss 














約 8 割 を 生産 し て いま す 。 








原木 し いた け 産 地 の 再 生 





いた け 増 産 



































TAR LYE ITIL, 原発 事故 の 影響 を 受け 、 全 国 的 な 原木 不足 に より 原木 価格 が 上 昇 し て い 
と 、 生 産 者 の 減少 や 高齢 化 等 (70 代 以上 約 4 割 ) に より 生産 量 は 減少 傾向 (平成 26 年 (2014 
E (2017 年 ) 192t) に あり ます 。 

県 央 賠 域 の 原木 生 し いた け に お いて は 、 都 市 近郊 の 立地 を 活か し た 周年 栽培 に より 、 県 内 























に 向け 、 原 木 の 安定 確保 、 担 い 手 の 確保 ・ 育 成 を 図る ほか 、 原 木 


























に 向け た 経営 規 





模 の 拡大 等 に より 収益 性 の 向上 を 図る 必要 が あり ます 。 








県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 








a 森林 資源 の 循環 利用 及び 担い 手 の 育 成 ・ 確 保 


作 


る 植 新 、 カ ラマ ツ 天 然 更新 実証 調査 を 進め 、 低 コス ト 造 林 の 促進 を 図り ます 。 
県 央 団 城 の 森林 資源 を 適正 に 管理 する た め 、 森 林 経 営 計画 作成 等 を 通じ て 、 森 林 組 合 等 林 


























市 町 及び 森林 組合 等 林業 事業 体 と 連携 し 、 森 林 施 業 の 集約 化 を 図る と と も に 、 林 道 や 森林 

















業 道 等 路 網 を 整備 し 、 生 産 
持続 的 な 森林 経営 を 図る た め 











基盤 の 強化 を 図り ます 。 
表 採 と 造林 の 一 貫 作 業 シ ステ ム " の 普及 や コン テ ナ 苗 "に よ 












































業 事業 体 べ へ の 支援 を 推進 し ま 


Vara 


二 下 





























県 産 漆 の 増産 に 向け 、 深 造 








新規 林業 従事 者 等 の 雇用 を 
a md 





ツ * 等 新 技術 の 導入 、 















































す 。 
林 に 取り 組む 森林 所 有 者 等 を 補助 事業 等 に より 支援 し ます 。 
促進 する た め 、 社 会 保険 等 の 処 刀 改善 の 支援 の ほか 、 林 福 連 携 






























































空調 服 等 の 普及 を 促進 し ます 。 











° RES VS 


R : 正式 名 称 は マツ 材 線 虫 病 。 マツ 





を 破壊 する こと に より 、 松 が 枯れ る 原因 と な 


5 ナラ 枯れ : ナラ 類 や シイ ・ カ シ 類 の 木 を 枯らす 感染 症 で 、 ナ ラ 菌 と 
一 貫 作 業 シ ステ ム : MALE CHE LICR CORO HEHE, HR 


ステ ム 。 


Se 























ッ ト が あり 、 裸 




















共 用 アシ スト スー ツ 


























ノ マ ダ ラ カ ミ キリ が 媒介 する 体長 1 mn 程度 の 線 虫 が 、 松 の 幹 の 中 で 増殖 し 、 通 水 組織 
る 。 





















































— : れ る カビ の 一 種 が 原因 。 
に し 、 伐 採 か ら 植 栽 まで を 一 連 の 作業 と し て 実行 する シ 


























苗 : 根 巻き を 防止 で きる 容器 (マル チキ ャ ビ テ ィ ー コ ン テ デ ナ ) で 育成 し た 苗木 。 活 着 が 良好 で 、 植 栽 時 期 の 幅 が 広い な 























苗 よ り も 短期 間 で 生 











産 可 能 。 




















: 林業 従事 者 の 歩行 











を 支援 する 装置 で 、 造 林 作 業 な ど 急 斜面 を 上 り 下 りす る 際 の 肉体 的 な 負担 軽減 が 】 


> 





可 
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素材 生産 に お ける 生産 性 の 向上 を 図る た め 、 高 性 能 林業 機械 の 林業 事業 体 へ の 導入 を 支援 
し ます 。 

松 く い 虫 被害 に つい て は 、 未 被害 地域 へ の 被害 拡大 を 防ぐ た め 、 被 害 木 の 駆除 の ほか 、 樹 
種 転 換 や 広葉 樹林 化 を 促進 する と と も に 、 各 市 町 と 連携 し 、 被 害 材 の 利用 促進 に も 取り 組み 
ます 。 

ナラ 枯れ 被害 に つい て は 、 県 央 圏 域 へ の 侵入 を 警戒 する た め 、 松 くい 虫 等 防除 推進 員 等 の 
巡視 と と も に 、 各 市 町 と 連携 し 、 被 害 の 監視 に 取り 組み ます 。 







































































RE HID HO ・ 増 進 と 山地 災害 の 防災 対策 を 推進 する た め 、 治 山 施設 等 
を 整備 する ほか 、 治 山 施設 の 点検 結果 に 基づき 治山 施設 個別 施設 計画 を 策定 し 、 治 山 施設 の 


























長寿 命 化 対策 に 取り 組み ます 。 

NPO 等 民間 活動 組織 が 実施 する 森林 保全 活動 に 対す る 支援 を 行う ほか 、「 岩 手 県 県 民 の 
森 」 及 び 「 岩 手 県 滝沢 森林 公園 」 に つい て 、 県 民 の 保健 休養 や 森林 体験 学習 の 場 と し て 提供 
し ます 。 

交流 人 口 を 増やす た め 、 県 央 圏 域 の 北部 地域 に 豊 宮 な カラ マツ 林 の 黄葉 等 の 魅力 を 情報 発 
信 す る 取組 を 推進 し ます 。 

② 地域 材 の 利用 促進 

・ 各市 町 が 策定 し た 「 公 共 建 築 物 等 木材 利用 推進 方 針 」 に 基づく 地域 材 利用 に つい て 、 市 町 
と 情報 共有 し 、 木 材 の 利用 を 促進 し ます 。 

アカ マツ 材 の 誰 知 度 の 向上 を 図る た め 、 公 共 施 設 等 へ QR コー ド を 付 し た 地域 材 製 品 等 を 

ts 


































































































































































































































































































設置 する と と も に 、PR 活 動 を 通じ 、 住 宅 等 の 構造 材 や 内 装 材 等 住宅 部 材 へ の 利用 促進 に 取 
り 組 み ま す 。 

商店 街 に お ける 店 舗 等 の 木質 化 の 意向 調査 等 を 行い 、 地 域 材 の 利用 促進 に つなげ て いき ま 
す 。 

木質 バイ オマ ス 燃 料 "『 と し て 、 利 用 が 進ん で いな い 松 くい 中 被害 材 の チッ プ 化 を 促進 し ま 
す 。 

民間 企業 の 木 拘 バ イオ マス 利用 機器 の 導入 を 普及 啓発 し 、 木 資 バ イオ マス の 利 河 用 を 促 

進 し ま ee 


③ 原木 し いた け 産 地 の 再 生 
・ 原木 し いた け に つい て は 、 原 木 等 の 放射 性 物質 検査 の 徹底 に よる 安全 ・ 安 心 の 確保 や 原木 
I i OR RO 
経営 規模 の 拡大 等 に よる 収益 の 向上 を 図る た め 、 栽 培 技 術 の 勉強 会 の 開催 等 に よる 担い 手 
i te 





























































































































"木質 バイ オマ ス 燃 料 : 木質 ペレ ッ ト 、 木 質 チ ッ プ 、 新 、 製 材 加工 の 廃材 な どの 木材 由来 の 生物 資源 燃料 。 
1 原木 コネ クタ ー : 森林 所 有 者 (原木 林 所 有 者 ) と し いた け 生 産 者 を つなぐ 原木 の 生産 ・ 供 給 に 意欲 的 な 地域 の 原木 生産 者 。 
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工程 表 (4 年間 を 中 心 と し た 取組 ) 









































目 が N= btm tHe 
PRANER 1) ALCOR PRBS SHE HE 75 ~ 2018 2019 2020 2021 2022 
① 森林 資源 の 循環 利用 及び 担い 手 の 育 、 本 
成 ・ 確 保 【 担 い 手 の 活動 支援 】 
i 森林 施業 プラ ン ナ ー 等 に よる 森林 経営 計画 策定 へ の 支援 と 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 2022 ine 




















48, 874 | 50,017 | 50, 824 | 51,631 | 52, 438 








地域 けん 引 型 林業 経営 体 の 活動 支援 

















現状 値 は 2017 年 の 値 











意欲 と 能 
力 の ある 
林業 経営 
体 選 定 


力 の ある 林業 経営 体 へ の 支援 




















ie 





ドロ ー ン 等 の 新 技術 活 
林 福 連携 に よる 研 
国人 受入 れ の 検証 


外 




















1 の 提案 
ES > 























【 低 コス ト 人 造林 の 推進 】 





コン テ ナ 苗 の 
運搬 実証 



































新 技術 の 普及 
林 福 連携 の 就業 支援 






































カラ マツ 天然 更新 の 実証 Pwr 





























・ 間 伐 材 利用 率 (%) 























現状 値 2019 2020 2021 2022 


















































IO 











奨励 に よる 間伐 材 の 利 











促進 























3 40.0 40.3 40.7 41.0 
現状 値 は 2017 年 の 値 




















・ 計 画 的 な 路 網 整備 (林道 ) (km) 【累计 ] 


は 














現状 値 2019 2020 2021 2022 


計画 的 な 路 網 束 









































828 828 829 829 830 
現状 値 は 2017 年 の 値 
































・ 山 地 人 災害 防止 機能 が 確保 され た 集落 数 

(箇所 ) 【累计 ] 

現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
93 














97 98 99 100 
現状 値 は 2017 年 の 値 



































計画 的 な 治山 施設 の 整備 











施設 点検 所 
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治山 施設 
個別 施設 








策定 











間 計画 の Pe 治山 施設 の 維持 














MES OI 























た 施 





























工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
























































































































































































































B が 取り 組む 具 A tr He + 
RAST) LS PUREST TEE 73 2 <2018 | 2019 2020 2021 2022 
② 地域 材 の 利用 促進 
標 【 店 舗 等 の 木質 化 支 援 】 

・ 店舗 等 の 木質 化 支援 件 数 (件 ) [ 黑 计 ] ーーーーーーー Eso 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 saa PO 店 舗 等 の 木質 化 支援 站 全 | ma 
= 1 2 3 4 a 

PEM IL20194F Ds BO BF 
【QR コ ー ド 付 木製 品 の 設置 】 
公共 施設 等 へ の aa 木製 品 設置 
木製 品 設置 | ase CO) 施設 の 拡大 PI 
【 住 宅 リ フォ ー ム の 木質 化 支援 】 
a ae 工務 店 と 連携 し た 情報 発信 
Oe tr | (チラ シ 、SNS 等 ) ae 




















= [ 
ae 原木 し いた け 産 地 の 再 生 [生产 支援 


・ 原 木 しいたけ ( 乾 生 ) 植 菌 本 数 (千本 ) 一 一 - 
现状 值 | 2019 2020 2021 2022 生産 支援 対策 の 実施 (生産 資材 ) 羽 












































































































































































































































433 438 441 443 446 
TERE 各 し いた け 増 産 に 向け た 経営 規模 の 拡大 促進 | 
担い 手 確保 ・ 育 成 へ の 支援 > 
【原木 确保 支援 】 
原木 コネ 
クタ ー b> 
支援 
原木 难保 - 
LBRO 新た な 原木 確保 の 支援 | 
見 直し 
【 販 売 促進 】 
販路 拡大 に 向け た 支援 > 
産地 ブラ ンド 化 の 促進 ES 
【 放 射 性 物質 に よる 影響 対策 】 
放射 性 物質 濃度 検査 の 実施 —>| 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| (森林 組合 等 林業 事業 体 ・ 木 材 加工 事業 体 等 ) 

・ 森 林 経 営 計画 等 に 基づく 適正 な 森林 施業 の 実施 

・ 森 林 施 業 の 集約 化 と 計画 的 な 路 網 整備 

・ 森 林 施 業 の 低 コ スト 化 

・ 経 営 基盤 強化 と 雇用 管理 の 改善 等 に よる 担い 手 の 育 成 ・ 確 保 

・ 松 くい 中 防除 作業 の 実施 
・ 保 安 林 和 制度 の 理解 と 遵守 

・ 地 域 材 や バイ オマ ス 燃 料 の 安定 供給 の 取組 
・ 木 質 バ イオ マス ボイラ ー の 導入 

・ 安 全 ・ 安 心 な し いた け の 生産 

(市 町 ) 

・ 森 林 施 業 の 集約 化 と 計画 的 な 路 網 整備 
・ 松 くい 中 防除 事業 の 実施 
・ 新 た な 森林 管理 シス テム の 推進 

・ 治 山 対策 の 実施 に 向け た 地域 合意 の 形成 
・ 地 域 材 安定 供給 の 実行 支援 

・ 公 共 施 設 等 へ の 木材 利用 を 推進 

| ・ 木 質 バ イオ マス の 利 活用 の 促進 、 普 及 啓 発 
| ・ し いた け の 生産 活動 支援 














































































































































































































【 関 連 す る 計画 】 

・ 森 林 資 源 循環 利用 推進 ビジ ョ ン (計画 期間 平成 27 年 度 (2015 年 度 ) て 2019 年 度 ) 

・ 林 道 整 備 事 業 中 期 実 施 計画 (第 4 期 ) (計画 期間 2019 年 度 て 2022 年 度 ) 

・ 特 定 間 伐 等 の 実施 の 促進 に 関す る 基本 方 針 (計画 期間 平成 25 年 度 (2013 年 度 ) て 2020 年 度 ) 
・ 治 山 事業 四 箇 年 実施 計画 (第 3 期) (計画 期間 2019 年 度 て 2022 年 度 ) 

・ い わ て 木質 バイ オマ スエ ネル ギー 利用 展開 指針 (計画 期間 2019 年 度 ~2022 年 度 ) 
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II IT 産業 な どの 集積 や 豊富 な 農林 資源 を 生か し 、 競争 





力 の 高い 魅力 の ある 産業 が 展開 し て いる 地域 





罰 10 地域 産業 の 特性 に 応じ た 産業 人 材 の 確保 ・ 育 成 と 
BR や り が い を 持っ て 働く こと が で きる 労作 環境 の 整備 を 
B 進め ます 


(基本 方 向 ) 

市 町 や 関係 機関 な ど と 連携 し た 各 分 野 の 産業 振興 施策 の 推進 を は じ め 、 学 術 研 究 機関 や 産業 支 
援 機関 な ど と の 連携 に より 、 地 域 産業 を 文 え る 優れ た 人 材 の 育成 ・ 確 保 を 行い ます 。 

また 、 将来 の 県 央 圏 域 を 担う 若年 者 等 の 地域 内 就職 と 職場 定着 を 促進 する た め 、 管内 若年 者 の 
































県 内 企業 の 認知 度 を 向上 させ 、 社 会 人 と し て の 基礎 を 築く 大 事 な 時 期 に ある 高校 生 な どの 勤労 観 
の 醸成 を 促進 する と と も に 、 関 係 機関 と 一 体 と な り 、 企 業 と の マッ チン グ を 促進 し ます 。 

さら に 、 雇用 の 質 や 企業 の 魅力 向上 を 図る た め 、 県 や 関係 機関 の 支援 制度 等 に 関す る 情報 提供 
な ど に より 、 企 業 の ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス な どの 働き 方 改革 を 推進 し ます 。 
































現状 と 課題 
用 情勢 は 、 東 日 本 大 震 災 津波 に 関連 し た 復興 需要 や 企業 の 生産 活動 の 改善 等 に より 求人 が 

増加 し 、 平 成 30 年 (2018 年 ) 3 月 の 管内 有効 求人 倍率 は 1.37 倍 と 58 か 月 連続 の LAL. RA 
数 が 求職 者 数 を 上 回 る 状況 が 続い て いる こと か ら 、 人 刻 化し て いま す 。 

また 、 平 成 26 年 度 (2014 年 度 ) か ら 平 成 29 年 度 (2017 年 度 ) に か け て 、 管 内 新規 高卒 就職 者 
数 が 減少 し て いる た め 一 選 の 人 手 不足 が 懸念 され 、 人 材 確 保 が 斉 題 と な っ て いま す 。 

平成 22 年 (2010 年 ) 3 月 新規 高卒 卒 者 向け 管内 求人 受理 数 は 669 件 と 落ち 込み まし た が 、 年 々 
回 復 し 、 平 成 30 年 (2018 年 ) 3 月 新規 高卒 者 向け 管内 求人 受理 数 は 1, 909 件 と 過去 10 年 間 で 最 
高 と な り ま し た 。 

し か し 、 就 職 内 定 者 の うち 管内 企業 の 内 定 者 が 占め る 割合 は 50 て 60% と 低迷 し て お り 、 関 係 
機関 と 一 体 と な っ た 就職 マッ チン グ 促 進 の 重要 性 が 高まっ て いま す 。 

若年 者 等 が 地域 の 産業 を 支え る 人 材 と し て 能力 を 発揮 で きる よう 、 若 年 者 等 の 定着 支援 に 取 
り 組ん で いく 必要 が あり ます 。 

特別 支援 学校 等 に 在籍 する 生徒 が 地域 の 中 で 自立 し 、 社 会 参加 で きる よう 、 障 が い の あ る 生 
徒 に 対す る 理解 促進 に 向け た 取組 と 、 地域 の 企業 や 関係 機関 と 連携 し た 支援 を 行っ て いま す 。 

管内 企業 に 就職 し た 管内 新規 高卒 就職 者 の 1 年 目 離 職 率 は 、 平 成 26 年 度 (2014 年 度 ) 以降 の 
15 て 16% 台 か ら 、 平 成 29 年 度 (2017 年 度 ) は 14% 台 と 若干 改善 され て いま す が 、 引 き 続 き 定着 
率 を 上 げ る た め 、 ワ ー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス な どの 働き 方 改革 の 推進 な ど に よっ て 、 企 業 の 魅 
力 を 更に 向上 させ て いく 必要 が あり ます 。 

観光 産業 、 農 林業 、 食 産業 な どの 地域 資源 を 活用 し た 産業 振興 施策 、 経 営 革新 計画 の 策定 支 
援 を 通じ た 新 事業 へ の 取組 を 促進 し 、 特 色 あ る 地域 産業 の 成長 と 新た な 雇用 の 創出 に つなげ る 
必要 が あり ます 。 
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県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 


① 


. 
ei 


地域 産業 を 支え る 人 材 の 確保 ・ 育 成 








地域 の 包括 的 な 支援 体制 を 支え る 
修学 資金 貸付 金 の 利 
































等 の 促進 や 労働 環境 や 処 過 の 改善 を 
就職 へ の 動機 付け を 行う た め 出 前 講座 等 に よる 啓発 事業 を 実施 し ます 。 














医療 、 介 護 、 福 祉 人 材 の 育成 ・ 確 保 ・ 定 着 を 図る た め 、 
図る ほか 、 中 学生 を 対象 に 進学 ・ 














建設 業 の 担い 手 を 育成 ・ 確 保 す る た め 、 情 報 通 信 技 術 (I CT) に よる 建設 現場 の 生産 性 














向上 や 、 休 
支援 し ます 。 














り ネ ットワーク 
首都 圏 等 で 開催 


























日 の 拡大 等 に よる 働き 方 改革 な ど を 促進 し 、 建 設 3 


な ど と の 連携 に より 、 








第 4 次 産業 革命 を 担う 人 材 の 育成 を 推進 
し て いる 岩手 1 工 県 人 会 に つい て 、 県 南 広 域 振興 局 と 新た に 


を 進め 、 中 堅 人 材 の 確保 を 推進 し ます 。 
高等 教育 機関 が 実施 する キャ リア 教育 の 講師 と し て 地元 企業 経営 者 ・ 従 業 員 を 派遣 する な 




















に お ける 労働 環境 の 改善 等 を 



























































ど 、 学 生 な どの 管内 就職 ・ 定 住 の 意識 を 高め る 機会 を 創出 し ます 。 








確保 を 促進 し ます 。 














管内 企業 を 紹介 する ガイ ドブ プッ ク を 作成 し 、 管 内 高等 学校 な ど へ 設置 する ほか 、 県 の ホー 
ムペ ー ジ に 公開 する こと で 、 地 元 企業 の 情報 を 広く 発信 





し 、 地 元 企業 の 認知 度 向 上 及び 人 材 





宿泊 ・ 観 光 施 設 等 に お ける 観光 客 の ニー ズ に 即 し た 受入 環境 の 整備 と 外国 人 観光 客 へ の 対 





応力 の 向上 を 





























連携 の 
開催 な 
次 世 
希望 者 の 裾野 拡大 を 図 
後に お ける 早期 経営 E 





























曲 
Ire 
Ait 
Jee 






































図る た め 、 セ ミナ ー 等 を 開催 
意欲 ある 若手 事業 者 (生産 者 、 食 品 製造 業者 及び 飲食 店 等 
自主 的 プロ ジェ クト な ど 、 ビ ジネス 化 に 向け た 取組 を 支援 する と と も に 、 
ど を 通じ て 次 代 を 担う 中 核 人 材 の 育成 に 取り 組み ます 。 
代 の 担い 手 と な る 農業 者 を 確保 ・ 育 成す る た め 、 管 内 農業 の 魅力 発信 の 強化 に よる 就 
就農 前 に お ける 生産 ・ 経 営 管理 
立 に 必要 な 機械 ・ 施 設 の 導入 な ど 発 展 段階 に 応じ た 総合 的 な 支援 と 


る と と も に 、 



































し 、 観 光 人 材 の 育成 に 取り 組み ます 。 
に よる 、 








6 次 産業 化 や 農 商工 
セミ チー の 
































技術 の 習得 に 加え 、 就 














LD 

















せ 、 円 滑 な 経営 継承 に 向け た 支援 体制 の 構築 を 進め ます 。 
高齢 化 や 規模 拡大 に 伴う 労働 力 不 足 解 消 の た め 、 収 穫 ・ 
させ る と と も に 、 他 業種 や 関係 機関 と 連携 し た 人 材 募 集 























・ 活 








日 六 











若者 ・ 障 が い 者 な ど 多 様 な 働き 手 の 確保 を 進め ます 。 

















新規 林業 従事 





























oN 


等 に よる 新た な 労働 力 の 開拓 、 労 働 強 





ー ツ 等 新 技術 の 導入 、 空 調 服 等 の 普及 を 促進 し ます 。 











地域 の 労働 者 の 職業 能力 の 開発 及 O 
営 に 関す る 指導 及び 認定 職業 訓練 の 円 滑 な 実施 を 図 

















若年 者 等 の 就業 支援 と 人 材 の 確保 








就職 を 希望 する 高校 生 等 の 若年 者 に 対し 、 関 係 機関 と 連携 
通じ 、 若 年 者 の 管内 企業 に 対す る 認知 度 を 向上 させ 、 様 々 な 産業 分 野 に 係る 勤労 観 の 醸成 を 
促す と と と も に 、 地 元 企業 と の マッ チン グ を 行い 、 本 人 の 希望 や 適性 に 応じ た 就職 が で きる 





























よう 支援 し ます 。 
人 材 育 成 ・ 
供し ます 。 

管内 高等 学校 の 就職 希望 者 に 対 し 、 


poe ae 





















































E 着 文 援 員 を 配置 し 、 地 元 定着 に 効果 的 な 情報 を 企業 及び 学校 等 の 双方 向 へ 提 











高等 学校 と 連携 し な が ら 、4 


選定 の 支援 や 選考 試験 の 際 の アド バイ ス 等 を 行い ます 。 
管内 新規 高卒 者 を 採用 し た 管内 企業 に 対し 、 企 業 訪問 等 の 中 で 新規 高卒 就職 者 の フォ ロー 














68 


調製 作業 の 効率 化 や 外部 化 を 加速 








どの 取組 を 支援 し 、 女 性 ・ 














等 の 雇用 を 促進 する た め 、 社 会 保険 等 の 処 過 改 善 の 支援 の ほか 、 林 福 連 携 
変 の 軽減 の た め の ド ロー ン の 活用 や 林業 用 アン スト ス 


B/S 























向上 を 促進 する た め 、 職 業 訓練 法人 に 対し 、 適 正 な 運 
る た め の 支 援 を 行い ます 。 


し た 就職 ガイ ダン ス 開 催 な ど を 











E 徒 の 適性 に 応じ た 応募 先 











特別 支援 学校 等 ( 
者 雇用 情報 を 提供 
と 連携 し 、 一 人 0 














する と と も 1 




















談 対 応 を 行う こと に より 、 

















等 を 依頼 する こと に より 、 職 場 へ の 定着 を 促進 
こ 在 籍 する 生 


各種 の 雇用 助成 制度 な ど を 江 























し ま 
徒 の 就職 支援 に あたっ て は 、 学 校 側 に 企業 訪問 で 得 た 障がい 





す 。 

















に 、 学 校 や 地域 、 企 業 と の 意見 交換 等 を 重ね な が ら 、 関 係 機関 





団体 と 連携 





ly 











と り の 実情 に 合わ せ た 支 援 を 行い ます 。 
国 ・ 市 町 や 各 産 業 分 野 の 関係 
県 外 か ら の 人 材 確保 や U・ 


管内 へ の け ・ 


I ター ン に 関す る 情 
I ター ン 希 望 者 の 就業 を 促進 し ます 。 




















古 用 し 、 若 年 者 等 の 





企業 に お ける 雇用 ・ 労 働 環境 整備 の 促進 














雇用 の 維持 、 
長 時 間 労 働 の 是正 、 





























無期 転換 ルー ル ! の 適 1 














の 改善 等 に つい て 、 市 町 と 連携 




















企業 訪問 を 通じ て 、 
ジー クッ ジラ イプ 


























理解 や 協力 を 得 な が ら 、 子 








事業 所 を 対象 と し た 「 健 康 づ くり チャ レン 
より 、 働 き 盛り 世代 の アル コー ル 健 康 障 





県 や 関係 機関 の 支援 名 
・ バ ラン ス な どの 働き 方 改革 
仕事 と 子育て の 両立 支援 及び 企業 に よる 
や さ し い 企業 等 」 の 認証 企業 や 、 











「 い わ て 子 育 











E な 運用 に よる 非 
年 次 有給 休暇 の 取得 率 向上 等 の 働き 方 改革 の 取組 や 賃金 な どの 労働 条件 
ほし 、 商 工 指導 団体 や 企業 へ の 要請 活 
| 度 や 認定 制度 に つ 
の 取組 を 支援 し ます 。 
る 子育て 支援 活動 を 促 
て 応援 の / 
育て 家庭 を 企業 等 も 含め た 地域 全 
事業 」 や 健康 に 
害 を 含む 生活 習 


OP & TEE 








E 規 労 


Ly 








動 者 の 正社員 転換 ・ 





Hehe 





ます 。 



































いて 情報 提供 


進 す る た め 








占 」 協賛 / 


























事業 所 の 「 健 康 経営 」 の 取組 を 支援 し ます 。 
多様 な 雇用 の 場 の 確保 と 就労 の 促進 








一 
ゴゴ 








も の づく り 産 業 な どの 企業 集積 を 促進 











家 の 育 成 に より 、 新 た な 








つなげ ます 。 











けら れる よう 、 地 域 人 
計 改 善 等 の 支援 を 行う と と も 
ルー ジョ ン を 実現 する た め に 


ます 。 

















! 无 和 
約 が 更新 され て 通算 

















転換 ルー/ 

















生活 の 中 で 生き に くさ を 感じ て いる 人 が 、 











し ます 。 




















また 。 
雇用 の 場 の 創出 に つなげ ます 。 
観光 産業 、 農 林業 、 食 産業 な どの 地域 資源 を 活用 し た 産業 振興 施策 、 経 営 
支援 を 通じ た 新 事 業 へ の 取組 な ど を 促進 し 、 特 色 あ る 地域 産業 の 成 























体 で 支援 する 取 





市 町 や 関係 機関 な ど と 連携 し て 、 企 業 誘致 に 関わ る 優遇 措置 を 党 


動 を 行い ます 。 
する こと に 











、「 い わ て 子 








占用 し な が ら 、 











に 各種 福 





中 2 


E 民 や 関係 機関 と 連携 し 、 生 活 困 鯛 者 上 














新 事業 に 挑戦 する 事業 者 の 取組 

















供 や 相 


待遇 改善 、 


まり 。 


hs 





占 を 拡充 する な ど 、 企 業 等 

組 を 促進 
関す る 出前 講座 な どの 実施 
習慣 病 予 防 の 取組 を 強化 する と と も に 





に 


I 丁 産業 や 
や 起業 


























KK 











と 新た な 雇用 


























= 
ー ュ 








! 間 的 就労 の 場 の 確 





:「 改 正 労働 契約 法 」 (平成 25 4 

















E (2013 4 

















54 











E を 超え た と き に 、 労 働 者 の 申込 


FE) 4 月 1 日 施 





就労 を 通し て 自分 らし く 社 





E 保 な ど 、 


行 ) に より 、 























AIC ko CMe 


労働 契約 に 
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に よる 人 














同 


の 使 























転換 され る ルー ル 。 


革新 計画 の 策定 
の 創出 


> 


に 





上 サー ビス 等 の 包括 的 な 支援 を 受 
Y 支援 制度 
会 参 カ 
新た な 神 


E 居 確保 や 家 
! す る ワー キン グ ・ イ ンク 
[会 資源 創出 の 支援 を 行い 








者 (企業 ) と の 間 で 、 有 肌 








労働 契 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































R : 工程 表 (4 年 間 を 中 心 と し た 取組 ) 
中 り 組む 具 休 的 な 
人 ~2018 2019 2020 2021 2022 
① 地域 産業 を 支え る 人 材 の 確保 ・ 育 成 
目標 
・ 学 生 等 を 対象 と し た キャ リア 教育 へ の 講師 派 高等 教育 機関 が 実施 する キャ リア 教育 へ の し 
遺 件 数 (件 ) 【 再 掲 】 講師 派遣 【 再 掲 】 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
7 7 7 7 7 
現状 値 は 2017 年 の 値 eo 企業 ガイ ドブ ッ ク 掲 載 企業 募集 【 再 掲 】 mal 
・ 企 業 ガ イド ブッ ク 掲 載 企業 数 ( 社 ) [Rit] eye 
[再掲 】 OT 載 企業 情報 追加 ・ 更 新 RG 
現状 値 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 |) hos XOM Pre ia ste ea eta 
- 40 70 100 | is0 備 、 設 置 【 再 掲 】 a 
8 (EL IL201948 2a & OD BF 
② 若年 者 等 の 就業 支援 と 人 材 の 確保 
目標 
・ 若 年 者 を 対象 と し た 就職 ガイ ダン ス 等 の 開催 | 学校 訪問 に よる 勤労 観 ・ 職 業 観 の 醸成 支援 、 就 職 相 談 、 上、 
件 数 (件 ) 面接 指導 
現状 値 | 2018 2020 2021 2022 
2 2 2 2 2 eo 定着 支援 等 の 企業 訪問 で 得 ら れ た 情報 の 提供 | 
現状 値 は 2017 年 の 値 
就職 後に 因 っ た と き の 支 援 機関 や U・ [ターン セン ター | 
等 相談 窓口 の 周知 
ieo— 障がい 者 雇用 情報 の 支援 学校 へ の 提供 —> 
e 一 新規 学卒 者 の 定着 支援 、 ミ スマ ッ チ 解消 > 
eo 学校 訪問 で 得 ら れ た 情報 提供 
e— 就職 ガイ ダン ス の 開催 時 
③ 企業 に お ける 雇用 ・ 労 働 環境 整備 の 促 
進 
目標 
・ 管 内 企業 に お ける いわ て 働き 方 改革 推進 運動 
参加 事業 者 数 (事業 者 ) [累计 ] る 一 一 PF AS BBA, Sh トー 
现状 值 2019 2020 2021 2022 商工 指導 団体 や 企業 の 要請 活動 の 施 
71 222 333 444 555 
現状 値 は 2017 年 の 値 
e— 企業 訪問 に よる 働き 方 改革 及び ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン 
ス に 係る 関係 制度 等 の 普及 啓発 
④ 多様 な 雇用 の 場 の 確保 と 就労 の 促進 
目標 
・ 障 が い 者 就業 ・ 生 活 文 援 セン ター 支援 対象 者 le 一 圏 域 自立 支援 協議 会 就労 支援 分 科 会 の 活動 支援 【 再 掲 】 一 > 
の 就職 率 (%)【 再 掲 】 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
13 15 16 17 18 | le 一 | 関係 機関 と 連携 し た 障がい 者 と 企業 の マッ チン グ 支 援 PO 
現状 値 は 2017 年 の 値 
eo 企業 訪問 に よる 障がい 者 雇用 の 働き か け | 
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県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| (企業 ) 

・ 雇 用 の 維持 ・ 拡 大 

・ 労 働 環 境 の 確保 ・ 改 善 
・ 働 き 方 改革 の 促進 

・ 人 材 の 育成 ・ 確 保 

・ 採 用 力 の 強化 


Lu 



































| ・ 障 が い 者 の 一 般 企業 へ の 就労 促進 と 福祉 的 就労 の 場 の 充実 
| (公共 職業 安定 所 ) 

・ 法 制度 の 周知 ・ 監 督 指導 

・ 助 成 制 度 等 に よる 支援 
| ・ 人 材 の 育成 ・ 確 保 と 若年 者 の 就業 支援 
| (市 町 ) 
・ 各 分 野 に お ける 雇用 創出 
・ 企 業 へ の 要請 、 意 識 刻 発 
| ・ 離 職 者 等 の 生活 支援 
| ・ 人 材 の 確保 と 若年 者 等 の 就業 支援 
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II IT 産業 な どの 集積 や 豊富 な 農林 資源 を 生か し 、 競争 





力 の 高い 魅力 の ある 産業 が 展開 し て いる 地域 
11 産業 経済 活動 を 支え る 交通 ネツ ットワーク を 整え ます 











(基本 方 向 ) 
産業 経済 活動 を 支援 する た め の 道 路 や 、 北上 川 流域 に お ける 県 央 圏 域 内 外 の 交流 ・ 
































道路 整備 な ど を 推進 する と と も に 、 沿 岸 地域 の 復興 ・ 振 興 を 支え る 地域 高 規格 道路 * の 





め る な ど 、 交 通 ネ ットワーク の 形成 ・ 強 化 を 図り ます 。 
また 、 地 域 医 療 を 文 え る た め 、 医 療 機関 へ の 広域 的 な 救急 搬送 ルー ト な どの 整備 を 推進 し ま 














現状 と 課題 
観光 地 へ の アク セス 改善 や 物流 の 効率 化 に より 産業 振興 を 支援 する と と も に 、 救 急 医療 や 
災害 時 の 円 滑 な 救援 活動 に 資す る た め 、 ス マー トイ ンタ ー チ ェ ン ジ * の 整備 が 進ん で いま す 。 
北上 川 流域 は 、 産 業 集積 圏 域 と し て の 社会 資本 整備 が 求め られ て いま す 。 

沿岸 へ 繋が る 国道 106 号 な どの 路線 は 、 内 陸 部 か ら 沿 岸部 へ の 緊急 輸送 道路 と し て 、 災害 に 

強い 交通 ネッ トワ ー ク の 構築 が 求め られ て お り 、 国 道 106 号 に つい て は 高 規格 化 が 進め られ て 

いま す 。 

新た な 国道 4 号 盛岡 南 道 路 の 計画 検討 が 進め られ て いま す 。 

県 央 圏 域 北 部 の 幹線 道路 整備 が 求め られ て いま す 。 



































県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 (工程 表 ) 
① 物流 ・ 交 流 ネ ットワーク の 整備 
産業 経済 活動 を 支え る 物流 ネッ トワ ー ク を 構築 する と と も に 、 国 道 4 号 盛岡 南 道路 が 具体 
化 さ れる よう 国 に 働き か け て いき ます 。 
国道 281 号 や 国道 282 号 な ど 県 央 圏 域内 外 と の 交流 を 促進 する 広域 ネッ トワ ー ク の 整備 を 
進め ます 。 
② 沿岸 地域 の 復興 ・ 振 興 を 支え る 道路 の 整備 
内 陸 と 沿岸 を 結ぶ 復興 道路 * (国道 106 号 (地域 高 規格 道路 )) 及び 復興 支援 道路 "(国道 281 
号 ) の 整備 を 進め ます 。 
③ 医療 機関 へ の 救急 搬送 ルー ト の 整備 
地域 医療 を 支援 する た め 、 広域 的 な 救急 搬送 を 支え る 道路 整備 (国道 106 号 、 国道 281 号 、 
一 般 県 道 大 ケ 生 徳田 線 「 徳 田橋 j」) を 推進 し ます 。 





















































! 地域 高 規格 道路 : 高 規格 幹線 道路 と 一 体 と な っ て 自動 車 に よる 高速 交通 網 を 形成 する 自動 車 専用 道路 、 も し く は 同様 の 規格 を 有 
する 道路 の こと 。 県 央 圏 域 内 で は 、 宮 古 感 岡 横断 道路 (国道 106 号 等 ) が 事業 化 さ れ 、 盛 岡 秋田 道路 (国道 46 号 ) が 計画 路線 と し 
て 指定 され て いる 。 

2 スマート イン ター チェ ンジ : 高速 道路 の 本 線 や サー ビス エリ ア 、 パ ー キ ング エリ ア 、 バ スス トッ プ か ら 乗 り 降 り で きる よう に 設 
置 さ れる イン ター チェ ンジ 。 EC を 搭載 し た 車両 が 通行 可能 で あり 、 料金 徴収 員 が 不要 と な る た め 、 簡易 な 料金 所 の 設置 で 済む 。 

* 復興 道路 : 三陸 沿岸 地域 の 復興 の た め に 必要 な 災害 に 強い 高 規格 幹線 道路 等 の 幹線 道路 ネッ トワ ー ク 。 県 央 圏 域内 で は 宮古 盛岡 
横断 道路 が 指定 され て いる 。 

+ 復興 支援 道路 : 内 陸 部 か ら 三 陸 沿 岸 各 都 市 に アク セス する 道路 及び 横断 軸 間 を 南北 に 連絡 する 道路 、 イ ンタ ー チ ェ ン ジ に アク セ 
ス す る 道路 。 県 央 圏 域内 で は 、 国 道 281 号 、 国 道 340 号 、 国 道 396 号 、 国 道 455 号 が 指定 され て いる 。 
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救急 医療 や 災害 時 の 円 滑 な 救援 活動 に 効果 を 発揮 する よう 、 ス マー トイ ンタ ー チ ェ ン ジ 及 
び 周 辺 道路 の 整備 を 推進 し ます 。 












































































































































































































































































































































































































































































































































8 中 4 [ 回 
~2018 2019 2020 2021 2022 
① 物流 ・ 交 流 ネ ットワーク の 整備 
上 標 
・ 道路 韻 備 事業 完了 工区 9 一 | 国道 281 号 (大 坊 の 2) ed 
(工区 ) CAE 
现状 值 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 | @ 一 国道 282 号 (一 本 木 ) (2023 年 以降 の 完了 予定 ) mal 
一 0 2 3 4 
上 標 値 は 2018 42> O Rat @— 国道 282 号 ( 佐 比 内 ) 广电 
全 一 eee (星山 ) mai 
登门 盛岡 環状 線 (中 鵜飼 ) mat 
② 沿岸 地域 の 復興 ・ 振 興 を 支え る 道路 の 
RA 
整備 
Ate 
・ 復 興 支 援 道 路 の 完了 工区 
(工区 ) [累计 ] 登门 国道 281 号 (大 坊 の 2) (再 揭 ) FO 
現状 値 | 2019 2020 2021 2022 
一 0 1 1 
標 値 は 2018 年 か ら の 累計 
③ 医療 機関 へ の 救急 搬送 ルー ト の 整備 
上 標 
・ 救 急 搬送 等 道路 完了 工区 全 一 国道 281 号 (大 坊 の 2) (再掲 ) > 
(工区 ) 【累计 ] 
现状 值 | 2019 2020 2021 2022 | 全 一 国道 282 号 (一 本 木 ) (再掲 ) (2023 年 以降 の 完了 予定 ) mal 
一 0 2 2 3 
標 値 は 2018 年 か ら の 累計 @— 国道 282 号 ( 佐 比 内 ) (再掲 ) at 
O— 大 ケ 生 徳田 線 (徳田 橋 ) (再掲 ) (2023 年 以降 の 完了 予定 ) > 
O— ARM (ERM) (再掲 ) mad 


















































県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 
| ( 国 ) 
| ・ 国 が 管理 する 一 般 国道 な どの 交通 ネッ トワ ー ク の 整備 

・ 復 興 道路 の 整備 

・ 国 道 の 高 規格 化 

・ 国 道 の 緊 急 搬送 ルー ト の 整備 

(高速 道路 株 式 会 社 ) 

・ ス マー トイ ンタ ー チ ェ ン ジ の 整備 
(市 町 ) 
・ 一 般 国 道 や 県 道 等 の 整備 に 連携 し た 市 町 道 の 整 備 
| ・ 市 町 道 の 緊急 搬送 ルー ト の 整備 

・ ス マー トイ ンタ ー チ ェ ン ジ の 調査 設計 ・ 調 整 、 ア クセ ス 道 路 の 整備 
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「 県 央 圏 域 重点 指標 」 一 覧 


「 県 央 圏 域 重 点 指 標 」 一 覧 
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年 度目 標 値 計画 
ai 十 上 直 A 
指标 名 1 ie 目標 値 
2019 2020 2021 (2022) 
BAAR I 圏 域内 の 中 心 都 市 と 近隣 の 市 町 と の つなが り を 生か し 、 
一 人 ひと り が 快適 で 安全 ・ 安 心 に 暮らせ る 地域 

294.02016) 281.9018) 275.9201 26992020) 263.7202) 
が ん 、 心 疾患 及び 脳 血 管 疾 患 で 死亡 する 
人 数 [10 万 人 当たり ] 

154.72016) 145.72018) 141.32 136.3202 132,302 
在宅 医療 連携 拠点 の 事業 区 域 数 箇所 4 4 7 7 8 
訪問 診療 を 受け た 患者 数 10 万 人 当たり ] N14,032.7 4,100.1 0 lg,167.4 4934 8 9 |4,302.1 0 
障がい 者 の グル ー プ ホー ム 利 用 者 数 人 624 658 676 694 712 
待機 児童 数 人 91 54 27 0 0 
自殺 者 数 [10 万 人 当たり ] 人 18.6 17.678 | 16.6201I9 | 15.62 | 14 62022 
公立 文化 施設 に お ける 催事 件 435 445 450 455 460 
スポ ー ツ 実施 率 % 61.8 63.52018) 64.0919) 64.52020) 65.02021) 
INE し Ft mS GA Te he 
MIA (生物 化学 的 酸素 要求 % i ‘if 160 160 04 
日 当たり 家庭 系 ご み ( 資 源 に な る も の を 除く ) 排 g 5032018) 4942018) 4952019) 476(2020) 467202) 
活動 中 の 元気 な コミ ュ ニ ティ 特選 団体 数 団体 46 56 60 64 68 
近年 の 洪水 に よる 浸水 家屋 の 解消 率 % 16.6 83.3 86.7 86.7 87.8 
歩道 設置 推進 箇所 の 整備 率 % - 0.0 18.9 88.0 93.3 
污水 妃 理 人 口 普 及 率 % 91.4 91.8 92.3 92.9 93.4 


出典 
(統計 ・ 調 査 等 の 名 称 ) 

























































































政策 推進 プラ ン に 掲げ る 目標 値 の 減少 率 (男性 :10. 


女性 :14.5) を 適用 し 、 県 央 圏 域 に お いて 動態 % 二 
は 、 毎 年 10 万 人 当たり 男性 6.06 人 、 女性 4.48 人 の 減少 を 人 日 動態 統計 (見 生 労作 


































































































政策 推進 プチ ン に お ける 目標 値 の 考え 方 に 條 い 、2022 年 度 ま で に 県 央 圏 域 の 在宅 医療 連携 拠点 










































































































































































事業 区 域 が 、 全 て の 市 町 を カバ パー する こと を 目指 し ます 。 NN 
岩手 県 保健 医療 計画 に 揚げ る 目標 値 の 基礎 と な る 圏 域 の 目標 値 を 適用 し 、 平成 28 年 (2016 年 ) 度 | レセ プ ト 情 報 ・ 特 定 検診 等 情 
実績 (4.032.7) に 比較 し て 、2020 年 度 に お いて 269.4 ポ イン ト の 増加 を 目指 し ます 。 報 デ ー タ ベー ス (NDB) 

































































町 の 障がい 福祉 計画 に 基づき 、 障がい 者 の グル レー プ ホ ー ム 利用 者 数 の 増加 を 目指 し ます 。 県 保健 福祉 部 調べ 


















































Hy 


OIE CRDT FY |NCIBU, 202 ECAR EOS ART ELSI, CAMEL | pp tags 
ゼロ を 維持 し て いく こと を 目指 し ます 。 県 保健 福祉 部 詩 





































































































県 の 自殺 対策 アク ショ ンプ ラン に お いて 、2025 年 まで に 自殺 死亡 者 数 を 人 口 10 万 人 当たり 13.0 人 
まで 減少 させ る こと を 目標 と し て いる こと か ら 、 県 央 圏 域 に お いて も 同様 の 水準 を 目標 値 と し 、 毎 年 | 人 
10 万 人 当たり 1.0 人 減少 させ る こと を 目指 し ます 。 
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政策 推進 プラ ン の 目標 値 が 、 毎 年 度 全 県 で 1.06% の 増加 (14 団体 増 ) を 目指 すこ と を 踏ま え 、 県 
央 疾 域 に お いて も 、 平成 29 年 (2017 年 ) 度 実績 値 435 件 か ら 同 様 の 伸び 率 で 毎年 度 5 件 の 増加 を | 県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 
目指 し ます 。 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































型 の 第 2 期 ス ポー ツ 基 本 計画 の 目標 値 (2021 年 に 65.0%) へ の 到達 を 目標 に 、 毎 年 0.5 ポ イン ト の | oy as 
肖 加 を 目指 し ます 。 県 文化 スポ ー ツ 部 詩 

圏 城内 の 公共 用 水域 の BOD 等 環境 基準 達成 率 の 100% の 維持 を 目指 し ます 。 県 環境 生活 部 調べ 
平成 29 年 (2017 年 ) 実績 値 503g か ら 政 策 推進 プラ ン と 同 水準 の 排出 量 削減 を 目指 し ます 。 a 理事 業 実態 
政策 推進 プラ ン の 目 標 AEDS, 毎年 度 全 県 で 12 団 体 ず つ 増 加 を 目 指す こ と を 踏ま え 、 県 央 圏 域 に 県 政 oH 成 Sa 
BVY CH, 平成 30 年 (2018 年 ) 度 実績 値 52 団 体 か ら 毎年 度 4 団体 の 増加 を 目指 し ます 。 FR BOR Sap ae 

管内 の 洪水 に より 浸水 する 家屋 655 戸 に つい て 、 県 管理 河川 の 改修 に より 浸水 を 免れ る 家屋 数 | cy dott a aay 
を 、 平成 30 年 (2018 年 ) 度 の 109 戸 か ら 2022 年 度 ま で に 575 戸 と する こと を 目指 し ます 。 Be eT 
2019 年 以降 に 実施 する 歩道 整備 (計画 延長 5,.561lm) つい て 、2022 年 度 ま で に 5,191m の 完了 を 目 | 2 
指し ます 。 盛岡 広 電 ye lL Jy 
いわ て 汚水 処理 ビジ ョ ン 2017 に 基づき 、2022 年 の 汚水 処理 人 口 普 及 率 93.49%% を 目指 し ます 。 県 県 土 整備 部 調べ 
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年 度目 標 値 計画 
ェ | 現状 値 上 
指标 名 | 人 目標 値 
2019 2020 2021 (2022) 
基本 方 向 I T 産 業 な ど の 集積 や 豊富 な 農林 資源 を 生か し 、 
競争 力 の 高い 魅力 の ある 産業 が 展開 し て いる 地域 
情報 サー ビス 産業 の 売上 高 (岩手 県 計 ) 億 円 | INR | 32120 | 325208 | 3292%% | ama 
も の づく り 関 連 産業 分 野 の 製造 品 出 茶 才 億 円 | 1.23242016 | 1,3252018 | 1,3742019 | Lage jr 
観光 入 込 客数 (延べ 人 数 ) 1 9,504 9,569 9,590 9,611 9,632 
食料 品 製造 出荷 額 億 F 1,137 2) 1,160°°® 1,171.29 11832 1,195.22) 
農 畜 産物 の 産出 額 億 F 749 2019 7492018) 7492019 7402020 749202) 
農村 交流 人 ME 1,103 1,125 1,136 1,147 1,158 
木材 生 産 産出 額 TA 394 (2016) 3.972018) 329(2019 39,1 (2020) 332(2021) 
再 造林 面积 ha 282 296 304 311 318 
原木 LV 关 计 ( 乾 生 ) 生 产量 t 192 230 248 267 286 
県 央 圏 域 高卒 者 の 管内 就職 率 % 56.5 72.2 72.2 72.2 72.2 
物流 .本 法 We LT PATE YS Oe (ig HEE A HES 
oo 交流 の 基盤 と な る 道路 の 整備 推進 箇所 の 整備 % 30.6 30.6 62.7 79.3 87.6 
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ae : 出典 
目標 値 設定 の 考え 方 (統計 ・ 調 査 等 の 名 称 ) 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































情報 サー ビス 産業 の 売上 高 に つい て 、 過 去 3 年 間 の 平均 伸び 率 が 1.196 (平成 25 年 (2013 年 ) : Dm 

305 億 円 平成 28 年 (2016 年 ) :315 億 円 ) で ある こと を 踏ま え 、 平成 29 年 (2017 年 ) 推 计 值 318 信 PF reagents: | GAH 

か ら 毎年 1.1% 増 の 333 億 円 を 目指 し ます 。 省 ) et 

も の づく り 関 連 産業 分 野 の 製造 品 出荷 額 に つい て 、 過去 4 年 間 の 平均 伸び 率 が 3.7% ( ゴ 成 24 ， 年 pass 8 EM) (岩手 県 エ 

(2012 年 ) :1,063 億 平成 28 年 (2016 年 ) :1232 億 円 ) で ある こと を 踏ま え 、 平 成 29 年 (2017 年 ) 推 統計 調査 報告 書 ) ae 

計 値 1.278 億 円 か ら 毎年 3.7% 増 の 1,477 億 円 を 目指 し ます 。 Bt 

観光 入 込 客数 は 、 国内 人 口 が 減少 し て いる こと か ら 、 国内 観光 客 は 現状 維持 を 図る 一 方 、 外 国人 

観光 客数 に つい て は 、 過 去 4 年 間 ( 平 成 25 年 (2013 年 ) :33 千 人 回 一 平成 29 年 (2017 年 ) :117 千 人 Meat hate 

回 ) で 84 千 人 口 増加 し て し \ る こと か ら 、 平成 30 年 (2018 年 ) 推計 値 9.548 千 人 a か ら 2022 年 まで に 7a FR Wea 

84 千 人 回 増 (21 千 人 / 年 ) の 9,.632 人 回 を 目指 し ます 。 

食料 品 製造 額 に つい て 、 過去 2 年 間 ( 平 成 26 年 (2014 年 )-28 年 (2016 年 )) の 平均 伸び 率 は 人 [岩手 其 工业 | (岩手 県 エ 

ee 本 県 の 地域 経済 を 支え る た め 、 平 成 29 年 (2017 年 ) 以降 、 毎 年 1.096 程 度 の 増加 ee ab aS aa as) ane 
利 レ し ます 。 ARIAT Ae nS 









































農業 跳 業 人 口 が 平成 22 年 (2010 年 ) ~27 年 (2015 年 ) の 5 年 間 で 18% 減 少し て お り 、 PDD DS | ta a ee we He 
PHA る 中 、 経営 mt 規模 の 拡大 、 生産 性 の 向 に 、 農 畜 産物 の 高 付 AM MELAS (に より 、 1 戸 あ た り Bt) (大 Be KA 省 a 
の 販売 額 を 増加 させ 、 地 域 農業 産出 額 の 維持 を 目指 し ます 。 BI) Use PX7IS BS 




























































































































































































































































































農村 体験 の 受 人 態勢 の 強化 や 農 観 連携 の 促進 、 食 文化 や 農村 の 情報 発信 等 に より 、 農村 交流 グリ ー ン ・ ツ ー リ ズム 旅行 者 
施設 農家 民宿 、 農家 レス トラ ン 、 総合 交流 ita asc, 体験 施設 等 ) の 来訪 者 数 ( こつ いて 、 毎 年 約 11 千 数 人 調査 (岩手 県 ) 

人 ずつ 増加 させ る こと を 目指 し ます 。 2 

森林 資源 の 循環 利用 の た め に は 、 毎 年 安定 的 に 木材 を 生産 し 、 収 入 を 得る 必要 が ある こと か ら 、 

県 が 目標 と する 林業 就業 者 Re DO REVERE HENTAI びと 同じ 、 年 平均 0.59% の 増加 を 目 | 盛岡 広域 振興 局 調べ 






























































指し ます 。 



























































森林 資源 の 循環 利用 の た め に は 、 計画 的 な 造林 を 毎年 行う こと が 必要 で ある こと か ら 、 県 が 目標 と 県 農林 水産 部 
し て いる 4 年 後 の 再 人 造林 Sale 目指 し ます 。 NR eo 
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原木 し いた け の 生産 量 を 2022 年 まで に 震 災 前 (2010 年 ) の 水準 (286t) に 戻す こと を 目指 し ます 。 | 岩手 県 特 用 林産 物 統計 表 

















新規 高等 学校 卒業 予定 者 
に 係る 求職 求人 就職 内 定 状 
況 の 推移 (労働 局 ) 
































平成 15 年 の 調査 開始 以降 管内 就職 率 の 過去 最大 値 で ある 72.2% を 目標 値 と し て 設定 し 、 計画 
間 中 その 値 を 維持 する こと を 目指 し ます 。 
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広域 ネッ トワ ー ク 構成 路線 で 実施 する 道路 改築 事業 (計画 延長 9160m) に つい て 、2022 年 度 ま で | peta pete ts 
に 87.6% の 完了 を 目指 し ます 。 ee 
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県 北 広域 振興 圏 
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岩手 県 盛岡 広域 振興 局 経営 企画 部 
〒020-0023 盛岡 市 内 丸 11-1 
TEL019-629-6510 FAX019-629-6529 


岩手 県 政策 地域 部 地域 振興 室 
T020-8570 盛岡 市 内 丸 10- 1 

TEL 019-629-5194 FAX019-629-5219 
https://www.pref.iwate. jp/ 
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